
平成18年度第7回診療報酬調査専門組織・慢性期入院医療の包括評価調査分科会  

日時：平成19年3月14日（水）14：00～16：00   

場所：全国都市会館 第1会議室（3階）  

議 事 次 第  

1 平成18年度慢性期入院医療の包括評価に関する調査について  

2 その他   



診調粗 慢－1－1  

1 9． 3．1 4  

前回分科会（3月8日）資料の訂正項目について  

1．患者特性調査（医療療養病棟）別紙1  

番号   訂正箇所   訂正内容   

1  Pl～P8各表  

平成18年度調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し  

で、平成17年度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加には†印、  

比較し、割合が顕著に異な  

る項目。   

2  P4入退院の状況  【誤】  

＜平成18年度のみ＞  

退院先の見通し（「2．今後  

受け皿が整備されれば退院  

できる」の回答者）  

集計表の％表示部分  

‡11  
【正】  

＜平成18年丘のみ＞  平成18年度加重（膵768）  

退院先の見通し（「2．今後受け皿が整備 されれば退院できる」の回答者）        医療区分1  医療区分2  医療区分3  合露十  

1．自宅（家族等との同居も含む）   68  20．4％  43  12．0％  12  15．8％  123  16．0％  
2．グループホーム   5  1．5％   5  1．q％   1．3％  11  1．4％  

3．有料老人ホーム   3  0．9％    3．1％   1．3％  15  2．0％  

4．ケアハウス（経文老人ホーム含む）   9  2．7％   4  1．1％   1．3％  14  1．8％  

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー ム）  1D5  31．4％  1DO  27．9％  田  14．5％  之16  28．1％  
6．介護老人保健施設   90  26．9％  104  29．1％  23  3D．3％  217  28．3％  
7，他の医療機蘭の一般病床   3  0．9％   5  1．4％   5  6．6％  13  1．7％  
8．他の医療抜隙の療養病床   26  7．8％  66  1B．4％  21  27．6％  113  14．7％  
9．他の医療機関のその他の病床   4  1．2％   3  0．8％   0  0．0％   7  D．9％  

10．自院の障害者施段等入院基本料井定  0  0．0％   
病棟  0  0．0％   0  0．0％   0  D．D％  

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0．3％   0  0．0％   0．1％  

1Z．自院のその他の病床   9  2．7％  10  Z．8％   1．3％  20  2．6％  

13．そ（桝也   10  3．0％   3  0．8％   0  0．D％  13  1．7％  

無回答  ：  06％  3  08％  0  OD％  5  07％  

3  P5 その他の患者状態像  【誤】  

（医療区分採用項目以外）  アルツハイマー病以外の痴呆症  

「疾患」の名称  【正】  

アルツハイマー病以外の認知症  



番号   訂正 

感染症（ 

染症」の 

感染症（ 

路感染症 

問題状況 

水」   

問題状況 

内出血」   

箇所   訂正内容   

複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

名称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

複数回答）  

」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   

（複数回答）  

水」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   

（複数回答）  

内出血」  医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   
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2．患者特性調査（医療療養病棟）別紙1参考資料  

番号   訂正箇所   訂正内容   

1  Pl～P8各表  

平成18年度調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し  

で、平成17年度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加は†印、3％  

比較し、割合が顕著に異な  以上減少は1印を付す。  

る項目。また、別紙1と傾向  また、別紙1（平成17年度と平成18年度調査共通病院における比較）と、  

が異なる項目。   異なる傾向（矢印の有無、もしくは夫印の向きが異なる）を示す場合は、項目  

の左端に＊印を付す。   

2  P5 その他の患者状態像  【誤】  

（医療区分採用項目以外）  アルツハイマー病以外の痴呆症  

「疾患」の名称  【正】  

アルツハイマー病以外の認知症   

3  P6感染症（複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

「感染症」の名称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

4  P6感染症（複数回答）  

「尿路感染症」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   
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3．患者特性調査（介護療養病棟）別紙2  

番号   訂正 

Pl～P8各表  

平成18年度 

で、正成17年 

比較し、割合 

る項目。   

P3 入退院の 

「退院先の見 

表頭のn数表 

P6感染症（複 

「感染症」の名 

P6感染症（複 

「尿路感染症 

箇所   訂正内容  

Pl～P8 各ヨ  

調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し   

度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加は†印、3％   

が顕著に異な   以上減少は1印を付す。  

る項目。   

状況   【誤】   

通し」  平成18年度調査（n＝680）  

示  【正】  

平成18年度調査（n＝195）   

数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

数回答）  

」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除  



4．患者特性調査（介護療養病棟）別紙2参考資料  

番号   訂正箇所   
訂正内容   

1  Pl～P8各表  

平成18年度調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し  

で、平成17年度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加は†印、3％  

比較し、割合が顕著に異な  以上減少は1印を付す。  

る項目。また、別紙1と傾向  また、別紙1（平成17年度と平成18年度調査共通病院における比較）と、  

が異なる項目。   異なる傾向（夫印の有無、もしくは矢印の向きが異なる）を示す場合は、項目  

の左端に＊印を付す。   

2  Pl医療区分採用項目   【誤】  

「24時間持続点滴」  0．1％  

平成18年度調査、医療区   【正】  

分1における割合   0．0％   

3  P5 その他の患者状態像  【誤】  

（医療区分採用項目以外）  アルツハイマー病以外の痴呆症  

「疾患」の名称（平成17年度   【正】  

調査結果）   アルツハイマー病以外の認知症   

4  P6感染症（複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

「感染症」の名称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

5  P7処置・治療（複数回答）  

「感染隔離病室におけるケ  

ア」   
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5．介護療養病床のみを有する病院の調査 別紙3  

番号   訂 

Pl医療区 

「24時間持続 

平成18年 

分2における 

P2入退院の 

「調査病棟に 

状況」の選択 

（件数・％は 

正箇所   訂正内容   

分採用項目   【誤】   

点滴」  50．5％  

度調査、医療区   【正】   

件数・％   0  0．0％   

状況  【誤】  

■暮ホ繍に入lたする欝の状況  医療区分1    医療区分2    医療区分3  全 体  

入院する前の  
128 10．9％    91  9．2％    20 10．5％    239 10．1％  

14  1．2％    u  l．2％    0  0．D％    26  1．1％   

3．有料老人ホーム  2  0．2％    D  O．0％    1 0．5％    ）  0．1％  

肢8～12名称  4．ケアハウス（蛙升老人ホーム含む〉  2  0．2％    3  0．3％    0  0．0％    5  0．2％   

5．介住宅人橿址施政（特別養護毛人ホーム）  2D l．7％    15  1．5％    5  乙6％    40  1．7％  

訂正なし）  6．介旺老人保t施政  93  7．9％    84  8．5％    11 5．8％    188  8．0％  

7．他の医療機関の一般ホ床  69ヰ 59．弼    617 62．3％    125 65．4％    1．136 60．9％  
盲．他の匡■穐叫の♯糞ホ床  114  9．7％    舛  9．5％    18  9．4％    226  9．6％  
9．他の医療機関のモの他の病床（精神病床瞥）   54  4．6％    31  3．1％    6  3．1％    91  3．9％  
10．白焼の一般病床（艦棟）  33  Z．8％    25  乙5％    3  1．6％    61  2．6％  

11．自陳のモの他の病床（精神病床専）（転棟）   13  1．1％    9  0．9％    0  0．0％    22  0．9％  

蔓2・わからない   0  0．ひ鴇    0  0，0％    0  0．0％    0  0．0％    蕪箇巻■■……   9  08％    10  10％    2  10％    21  09％  

【  

■査蠣棟に人陰する腑の状況   医療区分1  医療区分之  匿ホ区分3  全体  

1．自宅（モ簾等との丙居も含む）   1Z8   10．9％  91   9．之％  20   10．5％  239   1D．1％  

2．グループホーム   14   1．Z％  1Z   1，2％   0   0，0％  26   1．1％  

3．有料老人ホーム   2   0．2％   0   D．0％   1   Oj％   3   0．1％  

4．ケアハウス（蛙暮老人ホーム含む）   2   0．Z％   3   D．3％   0   0．0％   5   0．之％  

5．介攫老人縞祉施政（特別蔓性老人ホーム）  2D   1．7％  15   1．5％   5   Z．6％  ヰ0   1．7％  

6．介腹老人桃施政   93   7．9％  8■   8．5％     5．8，l  188   8．D％  

7，他の匿■機関の一般轟篠   691   59．0％  617   6Z．3％  125   65．ヰ％  1，436   60．9％  
8．他の匿■櫨閣の匿■保快適用■暮病床  11q   9．7％  ち埼   ，．5％  18   9．q％  ZZ6   9．6％  
9．他の匿♯櫨罰の介性保険頚用療暮ホ床   51   ヰ．6％  31   3．1％   6   3．1％  91   3．9％  

10．他の臣■機関のその他のホ床（精神■   33   之．8％  25   Z．5％   
床響）  

3   1．‘％  61   之．6（絶  

11．わからない  13   1．1％   9   D．，％   0   0．0％  22   0．9％  

ホ回答                             08％  10   10％  2   10％  21   09％  

r．  ー■‾「議  



番号   訂正箇所   
訂正内容   

3  P2～4入退院の状況  【誤】  

退院先の見通し  

「退院先の見通し」の選択肢  1．自宅（家族等との同居も含む）  
2．グループホーム  

10～13名称  3．有料老人ホーム  

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）  

（件数・％は訂正なし）  5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）  

6．介護老人保健施設  

7．他の医療機関の一般病床  

8．他の医療機関の療養病床  

9．他の医療機関のその他の病床  

汀川．自院の障害者施設等入院基本料算定’1  
…病棟  

宣11・自院の一般病床（10．の病棟を除く）  
…12．白焼のその他の病床  

113，その他  
無回答…●■…  昔■‾併‾………‾‾‖‾‾‾‾……‾‾‾‾‾‾  

【正】  

退l浣先の見通し  

1．自宅（家族等との同居も含む）  

2．グループホーム  

3．有料老人ホーム  

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）  

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  

6．介護老人保健施設  

7．他の医療機関の一般病床  

8．他の医療機関の療養病床  

9．他の医療機関のその他の病床  

1D．その他  
無回答  
壬‾甘………‾‾‾‾‾‾‖‾‾‖‾‾●…‾‾‾■   

4  P6感染症（複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

「感染症」の名称  

5   

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

P6感染症（複数回答）  

「尿路感染症」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   
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6．タイムスタディ調査 別紙4  

番号   

〕1個別ケ 

内訳  

⊃2患者1 

人件費重み 

「職種」の名 

⊃2職種別 

118年度調 

査の表示順 

（表の数値 

P3 患者分 

患者1人 

件費重み 

対比平成 

最／J、イ直の網 

P4へ′P17 

果の各表   

H18年度 

て、塞療区 

の水準が 

目。   

訂正箇所   訂正内容   

ア時間の職種別  【誤】  

内訳  
（再掲）看護補助職  

人1日当り職種別  

付けケア時間  【正】  

（再掲）看護補助者   

称  

人件費の相対比  

H16  H18  

微積  人件費  

査とH16年度調  （円／時Ⅶ）  （円／時間）  

医師   7．352円   2．95   7′631円   3．35  

を変更  看護師   2．488円   1．00   2，276円   1．00  

の変更はなし）   准■註師   2．0之3円   0．81   1．997円   0．88  

書護補助者   1．454円   0．58   1′349円   0．59  

リハスタッフ（PT．OT，ST）   2′046円   0，8Z   1．802円   0．79  

その他職種（MSW．薬剤師．栄兼士．その他）   Z′139円   0．86   1，808円   0．79  

【  

H18  H16  

載積  人件費  
（円／時Ⅶ）  （円／時Ⅶ）  

医師  7′631円   3．35   7．35之円   2．95  

書証師  2′Z76円   1．00   2．488円   1．OD  

； ＝i箋・  1，997円   0．88   2．023円   0．81  

■註補助者  1，349円   0．59   1．4別円   0．58  

リハスタッフ（PTTOT．ST）  1．802円   0．79   2′046円   0．8Z  

その他職檀（MSW．薬剤師．栄養士，その他）  1．808円   0．79   2．139円   0．86  

類（11区分）別の  【誤】   

1日当り職種別人  

付けケア時間の相  

18年度調査  【正】  

最小値の網掛け部分 医療区分1・ADL区分1・認知機能障害あり   

掛けの部分   

H18年度調査結  

果の各表  医療区分1のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より長い場   

の調査結果につい  合は†印、医療区分3全体のケア時間より長い場合は††印を付す。   

分毎のケア時間  医療区分2のケア時間について、医療区分3全体のケア時間より長い場   

顕著に異なる項  合は†印、医療区分1全体のケア時間より短い場合は1印を付す。  

目。  医療区分3のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より短い場  

合は1印、医療区分1全体ケア時間よりも短い場合は11印を付す。  



番号   訂正箇所   訂正内容   

6  P8 6疾患の状態別ケア時  【誤】  

間（H18年度）  Ⅵ1q疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1q疾患アルツハイマー病以外の認知症   

7  P9 6疾患の状態別ケア時  【誤】  

間（H16年度）  Ⅵ1n疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1n疾患 アルツハイマー病以外の認知症   
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7．タイムスタディ調査 別紙4参考資料  

番号   訂正   

1  Pl個別ケア  

内訳  

P2 患者1人二  

人件費重み付  

「職種」の名和   

2  P2職種別人  

H18年度調査  

査の表示順を  

（表の数値の…   

4  P4へノP17 Hl  

結果の各表  

H18年度の調  

て、医療区分  

の水準が顕宅  

及び別紙4と  

項目。   

5  P8 6疾患の  

間（Fl18年度）  

疾患名称   

訂正箇所   訂正内容   

Pl個別ケア時間の職種別  【誤】   

内訳  
（再掲）看護補助職  

P2患者1人1日当り職種別  

人件費重み付けケア時間  【正】  

（再掲）看護補助者   

「職種」の名称  

P2職種別人件費の相対比  

H16  H18  

職種  人件支  

H18年度調査とH16年度調  （円／時間）   （円／時間）  

医師   7．352円  Z．95  7′631円   3．35  

査の表示順を変更  書払師   Z．488円  1．∝I  2′Z76円   1．00  

（表の数値の変更はなし）   ： i・：1   2．023円  0．81  1′997円   0．88  

書護補助者   1．454円  0．58  1′349円   D．59  

リハスタッフ（PT，OT，ST）   2，046円  0．82  1′802円   0．79  

その他隈碓（MSW．薬剤師．栄養＝とその他）   2．139円  0．86  1′808円   0．79  

【  

H18  H16  

職種  人件文  
（円／時間）   （円／時間〉  

医師   7．631円  3．35   7．352円   之．95  

看護師   Z′276円  1．00   之′488円   1．00  

；iご当・   1．997円  0，88   之′Dか円   0．81  

書証補助嗜   1′349円  0，59   1．454円   0．58  

リハスタッフ（PT．OT．ST）   1′802円  0．79   乙046円   0．82  

その他職種（MSW．薬剤師．栄養；Lその他）   1′808円  0．79   Z，139円   0．86  

P4へノP17 H18年度の調査  【正】   

結果の各表   医療区分1のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より長い場   

H18年度の調査結果につい  合は†印、医療区分3全体のケア時間より長い場合は††印を付す。   

て、医療区分毎のケア時間  医療区分2のケア時間について、医療区分3全体のケア時間より長い場   

の水準が顕著に異なる項目  合は†印、医療区分1全体のケア時間より短い場合は1印を付す。   

及び別紙4と傾向が異なる  医療区分3のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より短い場   

項目。   合は1印、医療区分1全体ケア時間よりも短い場合は11印を付す。  

また、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたものについて  

は（矢印の向き又は有無）、項目名の左に＊印を付す。   

P8 6疾患の状態別ケア時  【誤】   

間（Fl18年度）  Ⅵ1q疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1q疾患 アルツハイマー病以外の認知症   

10   



番号   訂正箇所   訂正内容   

6  P9 6疾患の状態別ケア時  【誤】  

間（H16年度）  Ⅵ1n疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1n疾患 アルツハイマー病以外の認知症  

l
 
 
 



8．コスト調査 別紙5  

番号   訂正箇所   訂正内容   

1  P2箱ひげ図  【誤】  
箱ひげ図  

15朋○  

H18年度調査とH16年度調  

査の表示順を変更  

（グラフの変更はなし）  
10Jゆ○  － － －－ －－ － － － －  一 一 一 一 － － － － － － － － － － － －－ －  

5♪00  － － － － － － － 一 － － － － － 一 一 － － － － － － － － － － － － － －  

0   

Hl‘笛■＋憫幾疾患 Hlも匿■■義 H川嶋株貞慶■義 †‖l賢女■暮  

【正】  
福ひげ凪  

1位こ円  

15．∝氾  

l0．M  一一一－－－－－－－－－－－ －－－  一－－－－ －－－ －－  
5．∝）○  － －－ － － － － － － － － － － － － －－ － － － － － － － －一 －－・  

○  
ト‖8雷魚■■   Hll欝■⊥特殊疾患   Ht8霹■徽暮    日印I♯集塵■賽   

2  P3〔参考）上記の比較対象  【誤】  
（単位二円）  

病院のうちH16年度に特殊  H16医療療霊（nlll）  H18（∩←11）  

★用内訳   1日当りt用  株成比  1日当り暮用  楕成比  
疾患療養病棟のない病院に  給与★  u．127  55ヱ％  泣．459  56．8％  

材料暮  2．∽3  1ヱ．9％  3．】87  15．ヰ％  

ついて  委託費  1．8之1  8．3％  1卵5  9．1％  

散★関係t  2．3認  10．6％  2ヱ55  1D．ヨ％  

研究桝■  63  0．3％  91  0．ヰ％  

経t  之．1乃  11．】％  1．684  7．7％  

P4日16年度及びH18年度  その他  3∝〉  1．q％  49  0ユ％  

全体t用  21′953  1【肌0％  礼9Z】  100．0％  

の職種別人件費と相対比  

【正】  

上記2箇所について、H18  
Hl＄（∩－11）  H16匪丘珠暮（∩■11）  

年度調査とH16年度調査の   
t用内訳   1B当りt用  構成比  1日当り暮用  株成比  
給与t  泣．159  先月％  1Z．罠7  55．2％  

表示順を変更   
材料暮  3．刃7  15．1％  ヱβ】3  1Z．9％  

委託責  1．労5  9．1％  1βZ1  8．3％  

（表の数値の変更はなし）   

股■間作t  2，255  10．3％  Z，338  10．6％  

研究研♯十  ，4  0．1％  63  0．3％  

縁t  l．鎚ヰ  7．7％  之．172  11．】％  

その他  ヰ9  0ヱ％  3DD  l．q％  

全体十用  Zl．923  100．D％  之1．953  100．0％   

12  
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9．レセプト調査（タイムスタディ調査病棟）別紙6  

番号   訂正箇所   
訂正内容   

1  Pl～3（参照）H18年度患  【言呉】  

者特性調査  （参照）H18年度患者特性調査  

参照する先を「H18年度国   【正】  

保支払分レセプト調査」に変  （参照）H18年度国保支払分レセプト調査  

更する。  

参照先を変更したため数値も異なる。   

以上  

1j   



診調粗 慢－1－2  

1 9． 3． 1 4  

前回分科会（3月8日）での集計に関する要望事項について  

1．コスト調査について   

（1）患者分類別の医業収支の集計について  

コスト調査では、医業収入と医業費用を把握しているので、患者分類別に収支を  

算定することは出来ないか。  

【回害】  

現時点においては、患者分類別の費用までは算定できないが、病院全体の収支に   

関しては比較できる。   

病院によって収支構造が大きく異なるため、前回調査も実施した22病院に限って   

比較すると、包括評価導入後に、14病院は改善し、8病院は悪化していた。  

医療療養病棟を持つ病院の医業収支の変化状況  

（平成18年度調査と平成16年度調査との比較）   

収支率の比較差  
病院数   

平成18年度一平成16年度  内訳  

H18収支率一日16収支率  収入差   支出差   病院数  

†増   1減   7  

収  

支  
＋3％以上   10  †増   †増   

改  1減   1減   2  

蓋 l：：：コ  

0％～＋3％   4   1減   1減   4   

†増   †増   

収  0％～－3％   3  1減   †増   

支  

悪  
1減   1減   

化  †増   †増   
－3％以下   5  

1減   †増   4   

※1．収支率は次式による。収支率＝（医業収入一医業費用）／医業収入  

※2．収支率の比較差は、平成18年度調査での収支率から平成16年度調査での収支率を差し引いたもの。  

※3．平成16年度調査と平成18年度調査のコスト調査に参加した共通の病院（22病院）を集計対象とした。  

※4．平成16年度調査は平成15年度の年間データを用いて算出した。平成18年度調査は平成18年11  
月の1ケ月分のデータを用いて算出した。   



2．タイムスタディ調査について   

（1）医療処置のケア時間について  

今回の調査では、医療処置を明確に定義した上でケア時間を測定しているので、  

医療処置の時間の集計をして欲しい。  

【回答】   

医療処置のケア時間について、患者分類（11区分）別に集計を行った。集計結   

果は、下表のとおりである。  

患者分類（11区分）別の患者1人1日当り全体ケア時間  

平成18年度調査（70病  ）  単位：分  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   134．2   151．1   193．2   161．8   

ADL区分2   118．0   135．9   170．7   132．6   

93．5（認）   106．5（認）   

ADし区分1  118．8   97．3  

87，5   104．6   

全体   111．2   132．6   185．4   140．8   

※全体ケア時間とは、患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間（リハスタッフ分除く）である。  

患者分類（11区分）別の患者1人1日当り医療処置時間  

平成18年度調査（70病  院）  単位二分  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   24．6   40．1   60．0   44．1   

ADL区分2   12．6   17．9   35．5   17．8   

10．1（認）   9，1（認）   

ADL区分1  20．5   12．4  

10．5   15．4   

全体   14．9   30．2   54．1   30．7   

※「医療区分1・ADL区分1・認知機能障害有り」及び「医療区分2・ADL区分1・認知機能障害有り」にお   
いては処置時間の逆転現象が見られるが、例数が少ないことに注意（それぞれ80件、61件）。   

患者分類（11区分）別の患者1人1日当り医療処置以外のケア時間  

平成18年産調査（70病）  皇位：分  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   109．6   111．1   133．2   117．8   

ADし区分2   105．3   118．1   135．2   114．8   

83．4（認）   97．4（認）   

ADL区分1  98．3   84．8  

77．0   89．2   

全体   96．3   102．4   131．3   110．1   

潔医療処置以外のケア時間とは、全体ケア時間から医療処置時間を差し引いたもの。  



患者分類（11区分）別の患者1人1日当り医療処置時間の相対比  

平成18年度調査（70病院）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全休   

ADL区分3   0．802   1．305   1．954   1．435   

ADL区分2   0．411   0．582   1．155   0．579   

0．329   0．298   
ADL区分1  0．666   0．405  

0．341   0．501   

全体   0．487   0．983   1．761   1．000  

全体ケア時間に占める医療処置時間割合％  

平成18年度調査（70病院）  単位：％  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   18．3   26．5   31．1   27．2   

ADL区分2   10．7   13．1   20．8   13．4   

10．8  8．6   
ADL区分1  17．2   12．8  

12．0   14．7   

全体   13．4   22．8   29．2   21．8   

※全体ケア時間とは、患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間（リハスタッフ分除く）である。  

（参考）医療処置の範囲  

バイタルサインの測定、服薬援助・管理、点滴・注射、中心静脈栄養の管理、裾瘡・創傷部  

処置、経鼻栄養・胃ろう・経腸栄養の実施・管理、気管内吸引、気管切開の処置、酸素療法  

の管理、吸入、膳胱洗浄・膀胱留置カテーテルの管理、浣腸・摘便、人工旺門・人工膜胱の  

管理、人工呼吸器の管理、CAPD（腹膜透析）の管理、心電図モニター管理  

3   



3．患者特性調査（医療療養病棟）について  

（1）介護施設への退院見通しがあり、経菅栄妻を実施している患者について  

「退院の見通し」があり、退院先として介護施設（壱健・特薫）を挙げている患  

者について、経菅栄薫の実施状況を集計して欲しい。  

【回答】   

患者特性調査（医療療責病棟）票の「ⅩⅢ－2．退院先の見通し」で、今後の見通   

しとして最も可能性の高い退院先に「介護老人福祉施設」を挙げた患者（N＝444）、   

および「介護者人保健施設」を挙げた患者（N＝626）について、退院先の見通し別・   

医療区分別に経菅栄妻の実施率の集計を行った。集計結果は、下表のとおりである。   

なお、退院先の見通し別では、「1．90日以内に退院できる見通し」の場合と「2．   

90日以内に退院できる見通しはないが、今後の受け皿が整備されれば退院できる」   

場合の2つの選択肢別に集計した。  

■ 介護老人福祉施設経菅栄養（経鼻一胃療等）の実施率  

医療区分別内訳  

退院先の見通し   実施率  全 休  
医療区分1  医療区分2  医療区分3   

1．90日以内に退院できる見通し   15  3．4％  5  33．3％  9  60．0％   6．7％  15  100．0％   

2．90日以内に退院できる見通しはないが、   104  23．4％  27  26．0％  70  67．3％   7  6．7％  104  100．0％   
今後受け皿が整備されれば退院できる  

育十   119  26，8％  32  26．9％  79  66．4％   8  6．7％  119  100．0％   

■ 介護老人保健施設経菅栄養（経鼻・胃療等）の実施率  

医療区分別内訳  

退院先の見通し   実施率  全 体  
医療区分1  医療区分2  医療区分3   

1．90日以内に退焼できる見通し   14  2．2％  7  50．0％   5  35．7％   2  14．3％  14  100．0％   

2．90日以内に退院できる見通しはないが、   159  25．4％  36  22．6％  99  62．3％  24  15．1％  159  100．0％   
今後受け皿が整備されれば退院できる  

苫十   173  27．6％  43  24．9％  104  60．1％  26  15．0％  173  100．0％   

以上  

㊤   



診調粗 慢－1－3  

19．  3．14  現在の介護保険サービスにおける医療等への対応  

（1）介護保険3施設における医療処置への対応  

①介護保険3施設における医療処置の提供状況  

○ 介護保険3施設における医療処置の提供状況は、施設種別によって違いはあるが、いずれの施  
設においても、経菅栄養、暗疾吸引などの医療処置を実施している。  
○ 医療処置を受けた者の割合は、  
介護療養型医療施設＞特別養護老人ホーム＞老人保健施設 となっている。  

（％）  

介護保険3施設の利用者のうち医療処置を受けた者の割合  ■特養施設外  
囚特養施設内  
■老健施設外  
田老健施設内  
■・療養型施設外  
田療養型施設内  

‾‾‾ l    ‾‾‾ ■‾▼、‾  l   ‾‾‾             l‾     l▼ll‾ ’  

18．7  1  」  l  
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【資料】「介護サービス施設・事業所調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）  

注1）標記グラフは、「他の医療機関での処置を受けた者」又は「施設内で処置を受けた者」を合計した人数を、各介護保険施設の利用者数で除したものの  
割合を示したものである。なお、「他の医療機関での処置」と「施設内の拠点」の双方を受けた者は重複されている。  

注2）平成13年10月1日時点の抽出調査   



診調組慢 － 2  

19． 3．14  

平成18年度調査の結果速矧こついて  

1．結果速報の概要  

本資料では、前回2月21日の分科会提出資料に続き、2月16日まで  

に回収された「患者特性調査票（医療療養病棟）」、「患者特性調査票（介  

護療養病棟等）」、「タイムスタディ調査票」、「コスト調査票」、「レセプト  

調査票（タイムスタディ調査病棟）」、「青床診療所の患者分類分布調査票」、  

「介護療養病床のみを有する病院の調査票」のそれぞれについて集計を行  

った。  

集計の対象件数は以下のとおりである。  

集計対象数（2月16日時点回収分）  

調査票   現時点での件数  最終見込み件数   

1．患者特性調査票（医療療養病棟）   77病院   90病院   

2．患者特性調査票（介護療養病棟等）   31病院   37病院   

3．タイムスタディ調査票   70病院   90病院   

4．コスト調査票   50病院   90病院   

5．レセプト調査票（タイムスタディ調査病棟）   77病院   90病院   

6．青床診療所の患者分類分布調査票   109喜多療所  

7．介護療養病床のみを有する病院の調査票   16病院  



2．集計結果速幸引こついて  

集計結果速報について、それぞれ別紙1～7にまとめた。  

別紙1：患者特性調査（医療療養病棟） 集計結果速報（共通病院比較）  

別紙2：患者特性調査（介護療責病棟等） 集計結果速報（共通病院比較）  

別紙3：患者特性調査（介護療養病床のみを青する病院の調査） 集計結果速報  

別紙4：タイムスタディ調査 集計結果速報（共通病院比較）  

別紙5：コスト調査 集計結果速報  

別紙6：レセプト調査（タイムスタディ調査病棟） 集計結果速報  

別紙7：有床診療所の患者分類分布調査 集計結果  

別紙1参考資料：患者特性調査（医療療養病棟） 集計結果速報（全病院比較）  

別紙2参考資料：患者特性調査（介護療養病棟等） 集計結果速報（全病院比較）  

別紙4参考資料：タイムスタディ調査 集計結果速報（全病院比較）  

以上  

一 ‾ ←官■   



平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《患者特性調査（医療療養病棟） 集計結果速報》   

平成18年度調査集計対象：平成18年度調査対象病院のうち、平成17年度慢性期入院医療実態調査を実施した病院（42病院）の、  
療養病棟入院基本料2を算定している患者  

平成17年度調査集計対象：平成17年度慢性期入院医療実態調査の対象病院のうち、平成18年度調査を実施した病院（42病院）の、  
下記入院料を算定している患者  
・療養病棟入院基本料l，2・療養病棟入院基本料特別1，2  
・特殊疾患療養病棟入院料l・2、特殊疾患入院管理料   

（注）本集計における「医療区分」は、特殊疾患療養病棟等の経過措置については考慮していない。   

1ADL区分t医療区分、認知機能障害加算の状況  

平成18年度調査（∩＝2，210）  平成17年度調査（n＝2．222）  

ADL区分  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

ADL区分3   10．4％  25．9％  16．0％  52．3％   14．3％  18．5％  8．6（姑  41．4％   

AD」区分2   11．1％  11．4％  2．7％  25．2％   15．8％  10．3％  2．1％  28．1％   

2．4％（認）  1．3％（認〉   4．5％（認）  2．7％（認）   
ADL区分1  1．5％  22．4％  1．6％  30．5％  

10．5％  6．7％  15．2％  6．6％   

全 体   34．4％  45．3％  20．2％  100．0％   49．6％  38．1％  12．3％  100．0％   

無回答∩＝17  無回答n＝10  

2医療区分採用項目  

平成18年度調査（n＝2，227）  平成17年度調査（n＝2，232）  

医療区分採用項目  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

スモン   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

24時間の監視■管理   0．0％  0．0％  3．8％  0．8％   0．0％  0．0％  14．2％  1．7％   

中心静脈栄養   0．Oqゐ  0．0％  27．2q匂  5．S％†  0．Oq匂  0．Oqん  18．2％  2．2％   

24時間持続点滴   0．0％  0．0qん  33．7％  7．0％†  0．0％  0．0％  3Z．Sqん  4．Oqん   

人工呼吸器（レスピレーター）   0．0％  0．0％  3．1％  0．6％   0．0％  0．0％  4．0％  0．5％   

ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0％  0．0％  0．4％  0．1％   0．0％  0．0％  1．1％  0．1％   

気管切開・気管内挿管＜発熱を伴う＞   0．0％  0．0％  11．4％  2．3％   0．0％  0．0％  9．1％  1．1％   

酸素療法   0．0％  0．0％  47．5％  9．6qん†  0．Oqゐ  0．0％  50．4％  6．ヱ％   

感染隔離圭   0．0％  0．0％  9．4％  1．9％   0．0％  0．0％  10．2％  1．3％   

多発性硬化症   0．0％  0．4％  0．2％  0．2％   0．0％  0．4％  0．0％  0．1％   

パーキンソン病関連疾患   0．0％  16．0％  4．2％  臥1％   0．0％  14．5％  2．9％  5－9％   

その他神経難病   0．0％  3．2％  乙5％  1．9％   0．0％  3．5％  4．4％  1．9％   

神経難病以外の難病   0．0％  1．5％  0．7％  0．8％   0．0％  3．5％  4．4％  1．9％   

脊髄損傷＜四肢麻痔がみられる＞   0．0％  1．1％  0．4％  0．6％   0．0％  0．5％  0．0％  0．2％   

肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COPD）   0．0％  5．3％  12．9％  5．0％   0．0％  6，4％  13．5％  4．1％   

悪性腰痛＜痔痛コントロールが必要＞   0．0％  0．8％  2．9％  0．9％   0．0％  2．0％  0．4％  0．8％   

肺炎   0．0％  7．9％  24．6％  8．5％   0．0％  11．4％  21．5％  7．0％   

尿路感染症   0．0％  10．6％  11．8qん  7．2％†  0．0％  5．7qん  5．5％  之．8％   

創感染   0．0％  0．8％  0，9％  0．5％   0．0％  1．6％  0．4％  0．7％   

リハビリテーション   0．0％  6．5％  1．8％  3．3％   0．0％  7．1％  3．3％  3．1％   

脱水   0．0％  7．6％  13．8％  6．2％†  0．0％  3．2％  3．6％  1．7％   

体内出血   0．0％  1．4％  2．9％  1．2【旭   0．0％  0．6％  2．2％  0．5％   

嘔吐   0．0％  3．1％  3．3％  2．1％   0．0％  2．0％  2．9％  1．1％   

褐瘡   0．0％  6．3％  8．9％  4．6％   0．0％  14．4％  13．1％  7．1％   

うっ血性潰瘍   0．0％  0．0％  0．0％  0．0【姑   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

せん妄   0．0％  3．4％  3．3％  2．2％   0．0％  3．3％  3．3％  1．ア％   

うつ状態   0．0％  15．7％  5．6％  8．2％†  0．Oqん  12．1％  4．4％  5．Z％   

暴行   0．0％  2．8％  1．1％  1．5％   0．0％  2．0％  1．1％  0．9％   

透析   0．0％  5．7％  0．7％  2．7％   0．0％  4．8％  1．1％  2．0％   

経鼻胃管・胃痩の経腸栄養＜発熱または  0．0％  8．3％  19．4％  7．7％   
嘔吐を伴う＞  

0．0％  7．3％  19．3％  5．2％   

喀痍吸引（1日8回以上）   0．0％  20．4％  31．3％  15．5％†  0．Oqん  20．Oqん  38．0％  12．3％   

気管切開・気管内挿管   0．0％  9．2％  18．8％  7．9％   0．0％  10．7％  19．0％  6．4％   

血糖検査（1日3回以上）   0．0％  4．7％  乙5％  2．6％   0．0％  2．7％  1．8％  1．3％   

皮膚の潰瘍のケア   0．0％  10．6％  7．4％  6．3％   0．0％  9．0％  9．9％  4．6％   

創傷処置  0．Oqん  17．2％  13．6％  10．5q匂†  0．0％  11．4％  9．9％  5．6％  

＝主）†は平成17年度と比較して汎以上増加かみられたもの、Jは3り0以上減少がみられたもの  

1   



3入退院の状況  

平成18年度調査（n＝2．227）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1，自宅（家族等との同居も含む）   86  11．1qん   112  11．1％   29  6．5％   227  10．2qん1   
2．グループホーム   1   0．1％   5   0．5％   3   0．7％   9   0．4％   

3．有料老人ホーム   5   0．6％   10   1．0％   3   0．7％   18   0．8％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   1   0．1％   0   0．0％   0   0．0％   0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

5   0．6％   30   3．0％   16   3．6％   51   2．3％   

6．介護老人保健施設   29   3．8％   42   4．2％   32   7．1％   103   4．6％   

7．他の医療機関   364  47．2％  469  46．¢％   200  44．6％  1′033  46．4％†   
（再掲）他の医療機関の一般病床   314  40．7％   415  41．2％   185  41．3％   914  41．0％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   43   5．6％   39   3．9％   13   2．9％   95   4．3％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床（精  

神病床等）   
7   0．9％   15   1．5％   2   0．4％   24   1．1％   

8．自院の他の病床   271  35．1％  333  33．1％   164  36．6％  768  34．5％†   

（再掲）自院の一般病床（転棟）   210  27．2％   266  26．4％   132  29．5％   608  27．3％   

（再掲）自院のその他の病床（精神病床等）  

（転棟）   
61   7．9％   67   6．7％   32   7，1％   160   7．2％   

12．わからない   6   0．8％   3   0．3％   0．2％   10   0．4％   

03％   0   03％  無回答  4  0．5％  3      00％  7  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2．232）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅   232  20．9％   113  13．3％   31  11．3％   376  16．8％   

2．グループホーム   5   0．5％   3   0．4％   2   0フ％   10   0．4％   

3．有料老人ホーム   4   0．4％   8   0．9％   1   0．4％   13   0．6％   

4．ケアハウス   3   0．3％   3   0．4％   0   0．0％   6   0．3％   

5．特別養護老人ホーム   12   1．1％   33   3．9％   13   4．7％   58   2．6％   

6．介護老人保健施設   37   3．3％   38   4．5％   20   7．3％   95   4．3％   

7．他の医療機関   472  42．6％   340  40．0％   135  49．3％   947  42．4％   

8．自院の他の病棟   312  28．1％   272  3之．0％   68  24．8％   652  29．2％   

46％   4   34％  9．わからない  32  2．9％  39      15％  75  

平成18年度調査（n＝2．227）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合雷十   

急性期状態が安定   526  6臥1％   649  64．4％   255  56．9％  1．430  64．2％   

疾病の急性憎悪   63   8．2％   101  10．0％   89  19．9％   253  11．4％   

継続的高度医療管理が必要   55  7．1％   181  18．0％   161  35．9％  397  17．8％†   

継続的なリハビリが必要   338  43．8％  319  31．7％   98  21．9％  755  33．9％1   

他施設の空きがない   101  13．1％   103  10．2％   19   4．2％   223  10．0％   

自宅の体制が整わない   183  ヱ3．7％   224  22．2％   49  10．9％  456  20．5qね1   

本人、家族等が希望  380  49．ヱ％  495  49．2％  207  46．2qね  1082  48．6qん†  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（∩＝2，232）  

調査病棟に入院した背景（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

急性期状態が安定   664  59．9％   535  63．0％   177  64．6％  1．376  61．6％   

疾病の急性憎悪   67   6．0％   83   9．8％   45  16．4％   195   8．7％   

継続的高度医療管理が必要   56   5．0％   93  11．0％   40  14．6％   189   8．5％   

継続的なリハビリが必要   早65  50．9％   347  40．9％   76  27．7％   988  44．3％   

他施設の空きがない   116  10．5％   89  10．5％   16   5．8％   221   9．9％   

自宅の体制が整わない   283  25．5％   223  26．3％   48  17．5％   554  24．8％   

406  47．8％   129   45．0％  本人、家族等が希望  469  42．3％        47．1％  1004  

2   



平成18年度調査（n＝1，222）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   157  29．4％   109  21．0％   18  10．6％   284  23．2％   

2．グループホーム   11   2．1％   6   1．2％   2   1．2％   19   1．6％   

3．有料老人ホーム   5   0．9％   18   3．5％   2   1．2％   25   2．0％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   10   1．9％   5   1．0％   0．6％   16   1．3％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  123  23．0％   124  23．9％   15   8．8％   262  21．4％   
ム）  

6．介護老人保健施設   131  24．5％   122  23．6％   29  17．1％   282  23．1％   

7．他の医療機関   56  10．5％   94  18．1％   41  24．1％   191  15．6％   

（再掲）他の医療機関の一般病床   15   2．8％   13   2．5％   11   6．5％   39   3．2％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   35   6．6％   76  14．7％   27  15．9％   138  11．3％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床   6   1．1％   5   1．0％   3   1．8％   14   1．1％   

8．自院の他の病床   18   3．4％   22   4．2％   15   8．8％   55   4．5％   

（再掲）自院の障害者施設等入院基本料  

算定病棟   
1   0．2％   0   0．0％   1   0．6％   2   0・2   

（再掲）自院の一般病床（上記病棟を除く）   4   0．7％   8   1．5％   12   7．1％   24   2．0％   

（再掲）自院のその他の病床   13   乙4％   14   2．7％   2   1．2％   29   2．4％   

9．その他   20   3．7％   12   乙3％   38  22．4％   70   5．7％   

6   1．2％   9   1．5％  無回答  3  06％        5．3％  18  

※退院先の見通しは、平成17年度調査結果について「わからない」とする患者が多数いるため、退院先の割合の増減についての比較は行っていない。  

平成17年度調査（n＝2，232）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   210  18．9％   102  12．0％   21   7．7％   333  14．9％   

2．グループホーム   2   0．2％   2   0．2％   0   0．0％   4   0．2％   

3．有料老人ホーム   8   0．7％   3   0．4％   0．4％   12   0．5％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   3   0．3％   1   0．1％   0   0．0％   4   0，2％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
152  13．7％   109  12．8％   34  12．4％   295  13．2％   

ム）  

6．介護老人保健施設   99   8．9％   58   6．8％   8   2．9％   165   7．4％   

7．他の医療機関   73   6．6％   99  11．7％   25   9．1％   197   8．8％   

8．自院の他の病床   24   2．2％   18   2．1％   14   5．1％   56   2．5％   

9 わからない  ㌧   538  485％   457  53．8％   171  62．4％  1166  52．2％  

＜平成18年度のみ＞   
平成18年度調査（n＝2．227）  

退院の見通し  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．90日以内に退院できる見通し   177  22．9％   130  12．9％   21   4．7％   328  14．7％   

2．90日以内に退院できる見通しはない  
が、今後受け皿が整備されれば退院でき   334  43．3％   358  35．6％   76  17．0％   768  34．5％   

る  

3．悪化して転院・転棟・死亡する見通し   23   3．0％   30   3．0％   73  16．3％   126   5．7％   

4．退院（転院・転棟）の見通しはない   226  29．3％   482  47．9％   276  61．6％   984  44．2％   

7   07％   2   0．9％  口ご蜜ニ  12  16％        0．4％  21  

：〕   



＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝328）  

退院先の見通し（「1．90日以内に退院で   
きる見通し」の回答者）  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   89  50．3％   66  50．8％   5  23．8％   160  48．8％   

2．グループホーム   6   3．4％   0．8％   1   4．8％   8   2．4％   

3．有料老人ホーム   2   1．1％   7   5．4％   0   0．0％   9   2．7％   

4．ケアハウス（鼻糞老人ホーム含む）   0．6％   1   0．8％   0   0．0％   2   0．6％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

17   9．6％   24  18．5％   3  14．3％   44  13．4％   

6．介護老人保健施設   40  22．6％   16  12．3％   6  28．6％   62  18．9％   

7．他の医療機関の一般病床   9   5．1％   4   3．1％   0   0．0％   13   4．0％   

8．他の医療機関の療養病床   9   5．1％   9   6．9％   3  14．3％   21   6．4％   

9．他の医療機関のその他の病床   2   1．1％   2   1．5％   1   4．8％   5   1．5％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

12．自院のその他の病床   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

13．その他   2   1．1％   0   0．0％   0   0．0％   2   0．6％   

0   0．0％   2   0．6％  無回答  0  0．0％        9．5％  2  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度     調査（n＝768）  

退院先の見通し（「2．今後受け皿が整備  
されれば退院できる」の回答者）  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   68  20．4％   43  12．0％   12  15．8％   123  16．0％   

2．グループホーム   5   1．5％   5   1．4％   1．3％   11   1．4％   

3．有料老人ホーム   3   0．9％   11   3．1％   1   1．3％   15   2．0％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   9   2．7％   4   1．1％   1   1．3％   14   1．8％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

105  31．4％   100  27．9％   11  14．5％   216  28．1％   

6．介護老人保健施設   90  26．9％   104  29．1％   23  30．3％   217  28．3％   

7．他の医療機関の一般病床   3   0．9％   5   1．4％   5   6．6％   13   1．7％   

8．他の医療機関の療養病床   26   7．8％   66  18．4％   21  27．6％   113  14フ％   

9．他の医療機関のその他の病床   4   1．2％   3   0．8％   0   0．0％   7   0．9％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0   0．0％   1   0．3％   0   0．0％   1   0．1％   

12．自院のその他の病床   9   2．7％   10   2．8％   1．3％   20   2．6％   

13．その他   10   3．0％   3   0．8％   0   0．0％   13   1．7％   

3   0．8％   0   0，0％   5   0．7％  無回答  2  0．6％  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝126）  

退院先の見通し（「3，悪化して転院・転  
棟・死亡する見通し」の回答者）  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   0   0．0％   0   0．0％   1   1．4％   0．8％   

2．グループホーム   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

3．有料老人ホーム   0   0．0％   0   0．0％   1   1．4％   0．8％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

1   4．3％   0   0．0％   1   1．4％   2   1．6％   

6．介護老人保健施設   1   4．3％   2   6，7％   0   0．0％   3   2．4％   

7．他の医療機関の一般病床   3  13．0％   4  13．3％   6   8．2％   13  10．3％   

8．他の医療機関の療養病床   0   0．0％   1   3．3％   3   4．1％   4   3．2％   

9．他の医療機関のその他の病床   0   0．0％   0   0．0％   2   2．7％   2   1．6％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
4．3％   0   0．0％   1．4％   2   1．6％   

11．自院の一般病串（10．の病棟を除く）   4  17．4％   7  23．3％   12  16．4％   23  18．3％   

12．自院のその他の病床   4  17．4％   4  13．3％   1   1．4％   9   7．1％   

13．その他   8  34．8％   9  30．0％   38  52．1％   55  43．7％   

4．3％   3  10．0％   7   8．7％  無回答  ロ          9．6％  11  
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4その他の患者状態像（医療区分採用項目以外）  

平成18年度調査（∩＝2．227）  

疾患（複数回筈）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   90  11．7％   150  14．9％   53  11．8％   293  13．2％   

不整脈   39   5．1％   67   6．7％   33   7．4％   139   6．2％   

うっ血性心不全   16  之．1％   34  3．4％   39  8．7qん   89  4．0％1   

高血圧症   139  18．0％   189  18．8％   76  17．0％   404  18．1％   

虚血性心疾患   31   4．0％   64   6．4％   26   5．8％   121   5．4％   

大腿骨頚部骨折   59   7．6％   59   5．9％   24   5．4％   142   6．4％   

脊椎圧迫骨折   19   2．5％   37   3，7％   10   2．2％   66   3．0％   

その他の骨折   43   5．6％   54   5．4％   15   3．3％   112   5．D％   

関節リウマチ   23   3．0％   21   2．1％   4   0．9％   48   2．2％   

アルツハイマー病   23   3．0％   34   3．4％   28   6．3％   85   3．8％   

失語症   45   5．8％   91   9．0％   35   7．8％   171   7．7％   

脳性麻痺   2   0．3％   3   0．3％   2   0，4％   7   0．3％   

脳梗塞   275  35．6％  334  33．之％   142  31．7％   751  33．7％1   

脳出血   131  17．0％   157  15．6％   58  12．9【姑   346  15．5％   

アルツハイマー病以外の認知症   127  16．5％   212  21．1％   90  20．1％   429  19．3％   

片側不全麻痺   118  15．3％   143  14．2％   39   臥7％   300  13．5％   

四肢麻痺．   32  4．1％   116  11．S％   42  9．4％   190  8．5％†   

脊髄損傷 ■   4   0．5％   20   乙0％   2   0．4％   26   1．2％   

喘息   16   2．1％   24   2．4％   23   5．1％   63   2．8％   

腎不全   25   3．2％   61   6．1％   17   3．8％   103   4．6％   

がん（悪性腫瘍）   38   4．9％   46   4．6％   46  10．3％   130   5．8％   

腸閉塞（イレウス）＜新規＞   4   0．5％   9   0．9％   13   2．9％   26   1．2％   

肝不全 ＜新規＞   4   0．5％   10   1．0％   7   1．6％   21   0．9【旭   

急性心不全 ＜新規＞   0   0．0％   1   0．1％   8   1．8％   9   0．4％   

慢性心不全 ＜新規＞   49   6．3％   60   6．0％   51  11．4％   160   7．2％   

144  14．3％   64   278  12．5％  仮性球麻痔 ＜新規＞  70  9．1％        14．3％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2，232）  

疾患（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   149  13．4％   133  15．7％   38  13．9％   320  14．3％   

不整脈   51   4，6％   55   6．5％   16   5．8％   122   5．5％   

うっ血性心不全   83   7．5％   68   8．0％   26   9．5％   177   7．9％   

高血圧症   257  23．2％   165  19．4％   46  16．8％   468  21．0％   

虚血性心疾患   85   7．7％   60   7．1％   11   4．0％   156   7．0％   

大腿骨頚部骨折   78   7．0％   60   7，1％   14   5．1％   152   6．8％   

脊椎圧迫骨折   44   4．0％   23   2．7％   4   1．5％   71   3．2％   

その他の骨折   60   5．4％   29   3．4％   7   2．6％   96   4．3％   

関節リウマチ   29   2．6％   27   3．2％   2   0．7％   58   乙6％   

アルツハイマー病   35   3．2％   30   3．5％   11   4．0％   76   3．4％   

失語症   41   3．7％   59   6．9％   12   4．4％   112   5．0％   

脳性麻痺   3   0．3％   9   1．1％   3   1．1％   15   0．7％   

脳梗塞   429  38．7％   307  36．2％   105  38．3％   841  37．7％   

脳出血   156  14．1％   114  13．4％   37  13．5％   307  13．8％   

アルツ／ヽイマー病以外の認知症   202  18．2【姑   134  15．8％   37  13．5％   373  16フ％   

片側不全麻痔   181  16．3％   86  10．1％   33  12．0％   300  13．4％   

四肢麻痩   36   3．2％   63   7．4％   21   7．7％   120   5．4％   

脊髄損傷   6   0．5％   11   1．3％   2   0．7％   19   0．9％   

喘息   36   3．2％   20   2．4％   15   5．5％   71   3．2％   

腎不全   30   2．7％   65   7．7％   11   4．0％   106   4．7％   

43   6．2％   19   5．2％  がん（悪性腫瘍）    3．9％  53      6．9％  11S  
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平成18年度調査（n＝2．227）  
感染症（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   5   0．6％   42   4．2％   46  10．3％   93   4．2％   

後天性免疫不全症候群（HⅣ感染含む）   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

上気道感染   5   0．6％   14   1．4％   10   2．2％   29   1．3％   

敗血症   0   0．0％   0．1％   1   0．2％   2   0．1％   

多剤耐性結核   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

上記以外の結核   0   0．0％   0   0．0％   1   0．2％   1   0．0％   

ウイルス性肝炎   3   0．4％   4   0．4％   1   0．2％   8   0．4％   

皮庸の感染症   5   0．6％   17   1．7％   8   1．8％   30   1．3％   

急性胆嚢炎 ＜新規＞   0．1％   5   0．5％   3   0．7％   9   0．4％   

急性腹膜炎 ＜新規＞   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0，0％   

0．0％   1   01％   0   00％  急性膵炎 ＜新規二＞  0          00％  口  
（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2，232）  
感染症（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗生物質耐性菌慈染（たとえばMRSA）   25   2．3％   40   4．7％   30  10．9％   95   4，3％   

後天性免疫不全症候群（川∨感染含む）   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

上気道感染   12   1．1％   18   2．1％   4   1．5％   34   1，5％   

敗血症   3   0．3％   2   0．2％   3   1．1％   8   0．4％   

多剤耐性結核   0   0．0％   0．1％   0   0．0％   1   0．0％   

上盲己以外の結核   0   0．0％   3   0．4％   2   0．7％   5   0．2％   

ウイルス性肝炎   4   0．4％   4   0．5％   1   0．4％   9   0．4％   

4   12％  皮膚の感染症  5  0．5％  18  2．1％    15％  27  

平成18年度調査（∩＝2．227）  

問題状況（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   29   3．8％   72   7．1％   17   3．8％   118   5．3％   

発熱   17  2．ヱ％   110  10．9っん   177  39．5％   304  13．7％†   

幻覚   18   2．3％   37   3．7％   14   3．1％   69   3．1％   

嘔吐   0   0．0％   31   3．1％   15   3．3％   46   2．1％   

胸水 ＜新規＞   0．1％   16   1．6％   20   4．5％   37   1．7％   

腹水 ＜新規＞   0   0．0％   4   0．4％   13   2．9％   17   0．8％   

高カルシウム血症・：10．5mg／dg以上）  

＜新規＞   
0   0．0％   0   0．0％   1   0．2％   0．0％   

悪疫賞（癌を伴う）＜新規＞   2   0．3％   1   0．1％   10   2．2％   13   0．6％   

1   01％   8   04％  消化管の通過障害（癌を伴う）＜新規＞  日  0．1％        18％  10  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2，232）  
Ⅶ．1．問題状況（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   31   2．8％   27   3．2％   7   2．6％   65   2．9％   

発熱   23   2．1％   96  11．3％   98  35．8％   217   9．7％   

幻覚   14   1．3％   20   2．4％   5   1．8％   39   1．7％   

17   2．0％   8   25   11％  嘔吐  0  0．0％        29％  

6   



平成18年度調査（n＝2，227）  

処置・治療（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   5   0．6％   2   0．2％   4   0．9％   11   0．5％   

胃痩、腎痩、人工旺門などの痩の処置   77  10．0％   2之之  22．Oqん   107  ヱ3．9％  406  18．ヱ％†   

放射線治療   0   0．0％   0   0．0％   0．2％   1   0．0％   

吸引（1日1－7回）   30  3．9q匂   62  6．2％   52  11．6％   144  6．5％1   

輸血   0   0．0％   1   0．1％   2   0．4％   3   0．1％   

緩和ケア   4   0．5％   4   0．4％   6   1．3％   14   0．6％   

痔痛コントロール   32   4．1％   37   3．7％   18   4．0％   87   3．9％   

膀胱留置カテーテル   50  6．5％   138  13．7％   162  36．2％   350  15．7％†   

血糖チエツウ（週1回－1日2回）   19  2．5％   17  1．7q匂   7  1．6qん   43  1．9qん1   

51   5．1％   18   4．0％   93   4．2％  インシュリン皮下注  24  31％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2．232）  

処置・治療（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   1   0．1％   2   0．2％   0   0．0％   3   0．1％   

胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の処置   88   7．9％   165  19．4％   62  22．6％   315  14．1％   

放射線治療   0．1％   0   0．0％   0   0．0％   1   0．0％   

吸引（1日1～7回）   103   9．3％   116  13．7％   56  20．4％   275  12．3％   

輸血   2   0．2％   0   0．0％   1   0．4％   3   0．1％   

緩和ケア   9   0．8％   13   1．5％   5   1．8％   27   1．2％   

痺痛コントロール   41   3．7％   50   5．9％   3   1．1％   94   4．2％   

膜胱留置カテーテル   57   5．1％   105  12．4％   90  32．8％   252  11．3％   

血糖チエツウ（週1回～1日2回）   52   4．7％   41   4．8％   19   6．9％   112   5．0％   

10   4．0％  インシュリン皮下注射  39  35％  40  4，7％    3．6％  89  

平成18年度調査（n＝2，227）  

状態の安定性（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

個室における管理が必要   5   0．6％   19   1．9％   49  10．9％   73   3．3％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  
10   1．3％   50   5．0％   83  18．5％   143   6．4％   

が再燃した  
0．6％   34   2．1％  末期の疾畠であり余Aが6ケ月以下である  6  08％  6      7．6％  46  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2．232）  

状態の安定性（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

絶対安静   3   0．3％   7   0．8％   28  10．2％   38   1．7％   

個室における管理が必要   3   0．3％   13   1．5％   32  11．7％   48   2．2％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  
22   2．0％   62   7．3％   78  28．5％   162   7．3％   

が再燃した  
15   18％   14   1．6％  宣α 畠 H  Aが6 1； である  6  05％        51％  35  



平成18年度調査（∩＝2．227）  
栄養摂取の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0  0．0％   ○  0．0％   122  之7．2％   1ヱ2  5．5％†   

末梢静脈栄養   8   1．0％   28   2．8％   85  19．0％   121   5．4％   

撞菅栄養   155  20．1％  434  43．1％   185  41．3％   774  34．8％†   

いずれか1つ以上該当  162  21．0％  458  45．5％  364  813％  984  44之％†  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝2，232）  
栄養摂敬の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0   0．0％   0   0．0％   50  18．2％   50   2．2％   

末梢静脈栄養   19   1．7％   35   4．1％   58  21．2％   112   5．0％   

経菅栄養   221  19．9％   334  39．3％   115  42．0％   670  30．0％   

いずれか1つ以上該当  239  21．6％  366  431％  198  723％  803  360％  

リハビリテー・ションを要す状態   平成18年度調     査（n＝1，229）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0   0．0％   17   3．0％   5   2．8％   22   1．8％   

15日から30日以下   0   0．0％   48   8．4％   3   1．7％   51   4．1％   

31日から90日以下   8¢  18．0％   60  10．5％   28  15．5％   174  14．2％†   

91日から180日以下   86  18．0％   72  12．7％   33  18．2％   191  15．5％   
181日以上   297  62．0％   358  62．9％   105  58．0％   760  61，8％1   

14   25％   7   25％  無回答  10  2．1％        39％  31  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

リハビリテー・ションを要す状態   平成17年度調査（n＝1，379）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0   0．0％   29   5．8％   2   1．7％   31   2．2％   

15日から30日以下   0   0．0％   31   6．2％   7   5．8％   38   2．8％   

31日から90日以下   98  13．0％   43   8．5％   11   9．2％   152  11．0％   
91日から180日以下   118  15．6％   61  12．1％   9   7．5％   188  13．6％   
181日以上   518  68．6％   329  65．3％   89  74．2％   936  67．9％   

11   22％   2   25％  無回答  21  2．8％        17％  34  

平成18年度調査（n＝2．227）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   193  2S．0％   141  14．0％   31  6．9％   365  16．4％1   

限定的な自立   122  15．8％   105  10．4％   37   8．3％   264  11．9％   

軽度の障害   77  10．0％   94   9．3％   21   4．7％   192   8．6％   

中程度の障害   123  15．9％   147  14．6％   53  11．8％   323  14．5％   

重度の障害   15ヱ  19．7％   263  26．1％   153  34．ヱ％   568  ヱ5．5％†   

意識障害者   99  12．8％   之47  24．5％   151  33．7％  497  Z2．3％†   

10   1．0％   2   08％  無回答  6  0．8％        04％  18  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査・（∩＝2，232）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   279  25．2％   124  14，6％   45  16．4％   448  20．1％   

限定的な自立   157  14．2％   107  12．6％   24   8．8％   288  12．9％   

軽度の障害   104   9．4％   81   9．5％   8   2．9％   193   8．6％   

中程度の障害   193  17．4％   144  17．0【沌   30  10．9％   367  16．4％   

重度の障害   229  20．6％   198  23．3％   62  22．6％   489  21．9％   

意識障害者   138  12．4％   189  22．3％   104  38．0％   431  19．3％   

0．8％   6   0．7％   1   16   07％  無回答  9          04％  

む   



（別紙1）参考資料  

平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《患者特性調査（医療療養病棟） 集計結果速報》   

平成18年度調査集計対象：平成18年度調査対象病院（全77病院）の療養病棟入院基本料2を算定している患者  
平成17年度調査集計対象：平成17年度慢性期入院医療実態調査の対象病院（全428病院）の下記入院料を算定している患者  

・療養病棟入院基本料l，2 ・療養病棟入院基本料特別l，2  
・特殊疾患療養病棟入院料l，2、特殊疾患入院管理料   

（注）本集計における「医療区分」は、特殊疾患療養病棟等の経過措置については考慮していない。   

1ADL区分・医療区分、認知機能障害加算の状況  

平成18年度調査（n＝5．141）  平成17年度調査（∩＝21．425）  

ADL区分  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

ADL区分3   10．6（沌  26．1％  16．8％  53．4％   14．0％  18．3％  6．3％  38．6％   

AD」区分2   11．3％  12．9％  2．9％  27．1％   16．1％  10．2％  1．2％  27．5％   

2．6％（認）  2．0％（認）   
AD」区分1  

5．3％（認）  2．6％（認）   
1．2％  19．4％  1．3％  33．9％  

8．1％  5．5％  17．5％  7．2％   

全 体   32．6％  46．4％  20．9【姑  100．0％   53．0％  38．3％  8．8％  100．0％   

無回答n＝31  

2医療区分採用項目  

平成18年度調査（n＝5．172）  平成17年度調査（n＝21，425）  

医療区分採用項目  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   医療区分1  医療区分2    医療区分3  合計   

スモン   0．0％  0．0％  0．5％  0．1％   0．0％  0．0％    0．0％   0．0％   

24時間の監視・管理   0．0％  0．0％  4．8％  1．0％   0．0％  0．0％    9．7％   0．9％   

中心静脈栄養   0．0％  0．0％  30．0％  6．3％†  0．0％  0．Oqん    17．2％  1．6％   

24時間持続点滴   0．0％  0．0％  41．1qん  9．0％†  0．Oqも  0．0％    29．5％   2．7qん   

人工呼吸器（レスピレーター〉   0．0％  0．0％  4．9％  1．0％   0．0％  0．0％    5．7％   0，5％   

ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0％  0．0％  0．8％  0．2％   0．0％  0．0％    2．8％   0．3％   

気管切開■気管内挿管＜発熱を伴う＞   D．0％  0．0％  13．8％  2．9％   0．0％  0，0％    13．9％   1．3％   

酸素療法   0．0％  0．Oqん  44．8％  9．3％†  0．0％  0．0％    51．4％   4．7qん   

感染隔軌室   0．0％  0．0％  7．3％  1．5％   0，0％  0．0％    7．1％   0．6％   

多発性硬化症   0．0％  0．5％  0．3％  0．3％   0．0％  0．7％    0．3％   0．3％   

パーキンソン病関連疾患   0．0％  15．1％  6．8％  8．4％   0．0％  14．2％    5．0％   5．9％   

その他神経難病   0．0％  3．7％  2．2％  2，2％   0．0％  3．2％    3．8％   1．6％   

神経難病以外の難病   0．0％  3．3％  1．0％  1．7％   0．0％  3．2％    3．8％   1．6％   

脊髄損傷＜四肢麻痔がみられる＞   0．0％  1．7％  0．3％  0．9％   0．0％  0．7％    0．4％   0．3％   

肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COPD）   0．0％  3．7％  10．2％  3．8％   0．0％  4．2％    12．7％   2．8％   

悪性腫瘍＜疫病コントロールが必要＞   0．0％  0．8％  1．7％  0．7％   0．0％  1．2％    1．0％   0．6％   

肺炎   0．0％  9．2％  24．6％  9．4％   0．0％  11フ％    22．1％   6．5％   

尿路感染症   0．0％  11．0％  11．1％  7．4％†  0．0％  6．1qん    5．9qゐ   之．9qん   

創感染   0．0％  1．4％  1．1％  0．9％   0．0％  1．1％    1．0％   0．5％   

リハビリテーション   0．0％  5．1％  3．5％  3．1％   0．0％  7．4％    2．4％   3．1％   

脱水   0．0％  7．5％  13．3％  6．2％†  0．0％  2．5％    5．6％  1．5％   

体内出血   0．0％  1．3％  2．6％  1．1％   0．0％  0．9％    2．7％   0．6％   

嘔吐   0．0％  2．7％  3．4％  2．0％   0．0％  2．3％    3．9％   1．2％   

当裾瘡   0．0％  4．9％  6．8％  3．7％1  0．0％  14．2％    16．0％   6．9％   

うっ血性潰癌   0．0％  0．0％  0．0【沌  0．0％   0．0％  0．0％    0．0％   0．0％   

せん妄   0．0％  2．3％  2．7％  1．6％   0．0％  3．1％    3．1％  1．5％   
＊うつ状態   0．0％  14．1％  4．0％  7．4％   0．0％  11．9％    5．6％   5．1％   

暴行   0．0％  3．3％  1．1％  1．7％   0．0％  2．5％    1．2％   1．1％   

透析   0．0％  3．8％  0．4％  1．8％   0．0％  4．8％    1．0％   2．0％   

＊経鼻胃管・胃痩の経腸栄養＜発熱または   0．0％  10．Oq匂  23．5％  9．6q匂†  0．0％  7．6％    之1．9qん  4．9％   
嘔吐を伴う＞  

喀療吸引（1日8回以上）   0．0％  21．6％  36．1％  17．6％†  0．0％  18．8％    42．5％ 11．1％   

＊気管切開・気管内挿管   0．0％  11．2％  2之．2％  9．8％†  0．0％  10．7％    27．9％   6．7％   

血糖検査（1日3回以上）   0．0％  5．3％  3．5％  3．2％   0．0％  3．2％    2．3％   1．4％   

皮膚の潰瘍のケア   0．0％  8．6％  8．8％  5．8％   0．0％  9．4％    10．6％   4．6％   

創傷処置  0．0％  16．3％  13．3qん  10．3％†  0．0％  15．0％    11．0％   6．8qん  

（注）†は平成17年度と比較して3ワん以上増加がみられたもの、1は3軋以上減少がみられたもの   

左楕の痺口の項目は、別紙1♂）共通病院での比較と傾向（7バ重いが見・1れたもJJ（矢印の向き又は有無）  

1   



3入退院の状況  

平成18年度調査（n＝5．172）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合苫十   

1．自宅（家族等との同居も含む）   176  10．4％   222  9．3％   64  5．9％   462  8．9％1   

乙グループホーム   2  0．1％   7  0．3％   6  0．6％   15  0．3％   

3．有料老人ホーム   5  0．3％   13  0．5％   3  0．3％   21  0．4％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   4  0．2％   4  0．2％   1  0．1％   9  0．2％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

17  1．0％   62  2．6％   34  3．2％   113  2．2％   

6．介護老人保健施設   77  4．5％   95  4．0％   68  6．3％   240  4．6％   

7．他の医療機関   843  49．7％  1′150  48．0％   479  44．4％  2′472  47．8％†   

（再掲）他の医療機関の一般病床   731  43．1％  1′011  42．2％   443  41．1％  2．185  42．2％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   97  5フ％   109  4．5％   32  3．0％   238  4．6％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床（精  
神病床等）   

15  0．9％   30  1．3％   4  0．4％   49  0．9％   

8．自院の他の病床   549  32．4qん   800  33．4％   403  37．3％  1′752  33．9％1   

（再掲）自院の一般病床（転棟）   339  20．0％   511  21．3％   249  23．1％  1′099  21．2％   

（再掲）自院のその他の病床（精神病床等）  210  12．4％   
（転棟）  

289  12．1％   154  14．3％   653  12．6％   

9．わからない   8  0．5％   8  0．3％   5  0．5％   21  0．4％   

37  1．5％   16  1．5％   67  1．3％  無回答  14  0．8％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21，425）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   1′966  17．5％  1′105  13．4％   268  13．7％  3′339  15．6％   

2．グループホーム   30   0．3％   22  0．3％   5   0．3％   57   0．3％   

3．有料老人ホーム   28   0．2％   23  0．3％   5   0．3％   56   0．3％   

4．ケアハウス（軽糞老人ホーム含む）   28   0．2％   17  0．2％   3   0．2％   48   0．2％   

5．介護老人福祉施設（特別養護者人ホー  

ム）   

115   1．0％   122  1．5％   49   2．5％   286   1．3％   

6．介護老人保健施設   319   2．8％   278  3．4％   81   4．1％   678   3．2％   

7．他の医療機関   3′820  34．0％  2′802  34．0％   765  39．2％  7′387  34．5％   

8．自院の他の病床   4．528  40．3％  3′655  44．3％   733  37．6％  8，916  41．6％   

389   226  2．7％   43   3．1％  9．わからない    3．5％        2．2％  658  

平成18年度調査（n＝5．172）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合苫十   

急性期状態が安定   1，065  62．8％  1′505  62．8％   635  58．9％  3′205  62．0％   

疾病の急性憎悪   114  6．7％   223  9．3％   204  18．9％   541  10．5％   

継続的高度医療管理が必要   139  8．2％   4之3  17．6％   369  34．2％   931  18，0％1   

継続的なリハビリが必要   791  46．7％   952  39．7％   339  31．4％  2′082  40．3％   

他施設の空きがない   199  11．7％   192  8．0％   45  4．2％   436  8．4％   

自宅の体制が整わない   384  22．7q血   463  19．3％   95  8．8qん   94ヱ  18．2qん1   

455  42．2qん  2′522  48．8％†  本人、家族等が希望  858  50．6％  1209  50．4qん  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   
左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21，425）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

急性期状態が安定   6．846  61．0％  5，588  67．7％  1．341  68．7％  13．775  64．3％   

疾病の急性憎悪   727   6．5％   634  7．7％   242  12，4％  1′603   7．5％   

継続的高度医療管理が必要   654   5．8％  1．225  14．8％   530  27．2％  2，409  11．2％   

継続的なリハビリが必要   5，014  中年．7％  3′268  39，6％   479  24．5％  8．761  40．9％   

他施設の空きがない   1′177  10．5％   778  9．4％   93   4．8％  2．048   9．6％   

自宅の体制が整わない   2′659  23．7％  1′685  20．4％   266  13．6％  4．610  21．5％   

3′722  45．1％   851  43．6％  9′765  45．6％  本人、家族等が希望  5′192  46．3％  
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平成18年度調査（∩＝2，212）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   228  25．0％   193  19．8％   31   9．6％   452  20．4％   

2．グループホーム   24   2．6％   15  1．5％   4   1．2％   43   1．9％   

3．有料老人ホーム   9   1．0％   22  2．3％   5   1．5％   36   1．6％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   17   1．9％   16  1．6％   2   0．6％   35   1．6％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

207  22．7％   211  21．6％   26   8．0％   444  20．1％   

6．介護老人保健施設   267  29．3％   288  29．5％   71  21．9％   626  28．3％   

7．他の医療機関   88   9．7％   163  16．7％   81  25．0％   332  15．0％   

（再掲）他の医療機関の一般病床   24   2．6％   27  2．8％   24   7．4％   75   3．4％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   56   6．1％   128  13．1％   53  16．4％   237  10．7％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床（精  

神病床等）   
8   0．9％   8  0．8％   4   1．2％   20   0．9％   

8．自院の他の病床   36   4．0％   41  4．2％   30   9．3％   107   4．8％   

（再掲）自院の障害者施設等入院料算定  

病棟   
0．1％   2  0，2％   1   0．3％   4   0．2％   

（再掲）自院の一般病床（上記病棟を除く）   5   0．5％   12  1．2％   19   5．9％   36   1．6％   

（再掲）自院のその他の病床   30   3．3％   27  2．8％   10   3．1％   67   3．0％   

9．その他   30   3．3％   20  2．0％   60  18．5％   110   5．0％   

8  0．8％   14   1．2％  無回答  5  0．5％        4．3％  27  

※退院先の見通しは、平成17年度調査結果について「わからない」とする患者が多数いるため、退院先の割合の増減についての比較は行っていない。  

平成17年度調査（∩＝21，425）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   2′096  18．7％  1′127  13．7％   162   8．3％  3′385  15．8％   

2．グループホーム   66   0．6％   36  0．4％   2   0．1％   104   0．5％   

3．有料老人ホーム   65   0．6％   31  0．4％   2   0．1％   98   0．5％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   53   0．5％   25  0．3％   1   0．1％   79   0．4％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

968   8．6％   645  7．8％   127   6．5％  1′740   8．1％   

6．介護老人保健施設   973   臥7％   628  7．6％   57   2．9％  1′658   7．7％   

7．他の医療他聞   567   5．1％   607  7．4％   130   6．7％  1．304   6．1％   

8．自院の他の病床   201   1．8％   177  2．1％   72   3．7％   450   2．1％   

6′234  55．5％  4．974  60．3％  1．399   12′607  58．8％  9．わからない            71．7％  

＜平成18年度のみ＞   
平成18年度調査（n＝5．172）  

退院の見通し  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．90日以内に退院できる見通し  254  15．0％   204  8．5％   37  3．4％   495  9．6％  

2．90日以内に退院できる見通しはない  
が、今後受け皿が整備されれば退院でき  624  36．8％   716  29．9％   156  14．5％  1．496  28．9％   

る  

3．悪化して車云院・転棟・死亡する見通し   33  1．9％   57  2．4％   131  12．1％   221  4．3％   

4．退院（転院・転棟）の見通しはない   769  45．4％  1′412  58．9％   750  69．5％  2．931  56．7％   

9  0．4％   5  0．5％   29  0．6％  無回答  15  0．9％  

：∋   



＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝495）  

退院先の見通し（「1．90日以内に退院で   

きる見通し」の回答者）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   117  46．1％   99  48．5％   8  21．6％   224  45．3％   

2．グループホーム   8  3．1％   2  1．0％   1  2．7％   11  2．2％   

3．有料老人ホーム   2  0．8％   8  3．9％   0  0．0％   10  2，0％   

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）   0．4％   4  2．0％   0  0．0％   5  1．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護者人ホー  
25  9，8％   42  20．6％   9  24．3％   76  15．4％   

ム）  

6．介護老人保健施設   72  28．3％   29  14．2％   12  32．4％   113  22．8％   

7．他の医療機関の一般病床   10  3．9％   4  2．0％   0  0．0％   14  2．8％   

8．他の医療機関の療養病床   9  3．5％   11  5．4％   4  10．8％   24  4．8％   

9．他の医療機関のその他の病床   3  1．2％   3  1．5％   1  2．7％   7  1．4％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  0  0．0％   1  0．5％   0  0．0％   1  0．2％   
病棟  
11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

12．自院のモの他の病床   4  1．6％   0  0．0％   0  0．0％   4  0．8％   

13．その他   3  1．2％   0  0．0％   0  0．0％   3  0．6％   

1  0．5％   2   3  0．6％  無回答  0  00％        5．4％  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（∩＝1．496）  

退院先の見通し（「2．今後受け皿が整備  
されれば退院できる」の回答者）  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   110  17．6％   94  13．1％   19  12．2％   223  14．9％   

2．グループホーム   16  2．6％   13  1．8％   2  1．3％   31  2．1％   

3．有料老人ホーム   7  1．1％   14  2．0％   1  0．6％   22  1．5％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   16  2．6％   12  1．7％   2  1．3％   30  2．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
181  29．0％   169  23．6％   16  10．3％   366  24．5％   

ム）  

6．介護老人保健施設   194  31．1％   257  35．9％   58  37．2％   509  34．0％   

7．他の医療機関の一般病床   8  1．3％   9  1．3％   7  4．5％   24  1．6％   

8．他の医療機関の療養病床   47  7．5％   115  16．1％   46  29．5％   208  13．9％   

9．他の医療機関のその他の病床   5  0．8％   5  0．7％   1  0．6％   11  0．7％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  
0  0，0％   1  0．1％   0  0．0％   1  0．1％   

病棟  

11．白焼の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   2  0．3％   1  0．6％   3  0．2％   

12．自院のその他の病床   20  3．2％   15  2．1％   2  1．3％   37  2．5％   

13．その他   16  2．6％   6  0，8％   1  0．6％   23  1．5％   

4  0．6％   0  0．0％   8  0．5％  無回答  4  0．6％  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝221）  

退院先の見通し（「3．悪化して転院・転  
医療区分1  棟・死亡する見通し」の回答者）  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   1  3．0％   0  0，0％   4  3．1％   5  2．3％   

2．グループホーム   0  0．0％   0  0．0％   1  0．8％   1  0．5％   

3．有料老人ホーム   0  0．0％   0  0．0％   4  3．1％   4  1．8％   

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
1  3．0％   0  0．0％   1  0．8％   2  0．9％   

ム）  

6．介護老人保健施設   3．0％   2  3．5％   1  0．8％   4  1．8％   

7．他の医療機関の一般病床   6  18．2％   14  24．6％   17  13．0％   37  16．7％   

8．他の医療機関の療養病床   0  0．0％   2  3．5％   3  2．3％   5  2．3％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   2  1．5％   2  0．9％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  
1  3．0％   0  0．0％   1  0．8％   2  0．9％   

病棟  

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   5  15．2％   10  17．5％   18  13．7％   33  14．9％   

12．自院のその他の病床   6  18．2％   12  21．1％   8  6．1％   26  11．8％   

13．その他   11  33．3％   14  24．6％   59  45．0％   84  38．0％   

3  5．3％   12  9．2％   16  7．2％  無回答  1  3．0％  
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4その他の患者状態像（医療区分採用項目以外）  

平成18年度調査（n＝5，172）  

疾患（複数国答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   224  13．2％   362  15．1％   136  12．6％   722  14．0％   

不整脈   104   6．1％   130  5．4％   70   6．5％   304   5．9％   

うっ血性心不全   48  2．8％   82  3．4％   74  6．9％   204  3．9％1   

高血圧症   373  22．Oq匂   448  18．7％   178  16．5％   999  19．3qん1   

虚血性心疾患   89   5．3％   129  5．4％   46   4．3％   264   5．1％   

大腿骨頚部骨折   122   7．2％   149  6．2％   55   5．1％   326   6．3％   

脊椎圧迫骨折   45   2．7％   72  3．0％   23   2．1％   140   2．7％   

その他の骨折   75   4．4％   80  3．3％   30   2．8％   185   3．6％   

関節リウマチ   36   2．1％   59  2．5％   13   1．2％   108   2．1％   

アルツハイマー病   68   4．0％   90  3．8％   48   4．4％   206   4．0％   

失語症   138  8．1％   217  9．0％   98  9．1％   4S3  8．8％†   

脳性麻痩   4   0．2％   18  0．8％   6   0．6％   28   0．5％   

脳梗塞   655  38．6％   801  33．4％   397  36．8％  1′853  35．8％   

脳出血   315  18．6％   391  16．3％   174  16．1％   880  17．0％   

アルツハイマー病以外の認知症   エフ8  16．4％  478  19．9％   172  15．9％   928  17．9qん†   

片側不全麻痔   300  17．7％   307  12．8％   105   9．7％   712  13．8％   

四肢麻痩   81  4．8％   エフ3  11．4％   120  11．1％   474  9．2％†   

脊髄損傷   31   1．8％   77  3．2％   5   0．5％   113   乙2％   

喘息   34   2．0％   62  2．6％   51   4．7％   147   2．8％   

腎不全   55   3．2％   116  4．8％   45   4．2％   216   4．2％   

がん（悪性腫癌）   76   4．5％   119  5．0％   100   9．3％   295   5．7％   

腸閉塞（イレウス）＜新規＞   9   0．5％   24  1．0％   28   2．6％   61   1．2％   

肝不全 ＜新規＞   9   0．5％   15  0．6％   17   1．6％   41   0．8％   

急性心不全 ＜新規＞   3   0．2％   4  0．2％   12   1．1％   19   0．4％   

慢性心不全 ＜新規＞   130   7．7％   165  6．9％   144  13．3％   439   8．5％   

402  16．8％   213  19．7％   865  16．7％  仮性球麻痺 ＜新規＞  250  14．7％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（∩＝21．425）  

疾患（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   1．529  13．6％  1，228  14．9％   218  11．2％  2′975  13．9％   

不整脈   517   4．6％   419  5．1％   114   5．8％  1′050   4．9％   

うっ血性心不全   970   8．6％   685  8．3％   256  13．1％  1′911   8．9％   

高血圧症   2′777  24．7％  1′696  20．6％   321  16．4％  4′794  22．4％   

虚血性心疾患   839   7．5％   525  6．4％   127   6．5％  1′491   7暮0％   

大腿骨頚部骨折   913   8．1％   534  6．5％   71   3．6％  1′518   7．1％   

脊椎圧迫骨折   421   3．8％   255  3．1％   24   1．2％   700   3．3％   

その他の骨折   526   4．7％   295  3．6％   47   2．4％   868   4．1％   

関節リウマチ   305   2．7％   183  2．2％   51   2．6％   539   2．5％   

アルツハイマー病   395   3．5％   316  3．8％   50   2．6％   761   3．6％   

失語症   477   4．3％   441  5．3％   111   5．7％  1′029   4．8％   

脳性麻痩   123   1．1％   73  0．9％   17   0．9％   213   1．0％   

脳梗塞   4．353  38．8％  2′849  34．5％   695  35．6％  7′897  36．9％   

脳出血   1．619  14．4％  1′177  14．3％   312  16．0％  3′108  14．5％   

アルツハイマー病以外の認知症   1′717  15．3％  1′207  14．6％   245  12．6％  3′169  14．8％   

片側不全麻痔   1′643  14．6％   888  10．8％   176   9．0％  2．707  12．6％   

四肢麻痔   368   3．3％   643  7．8％   221  11．3％  1′232   5．8％   

脊髄損傷   111   1．0％   154  1．9％   24   1．2％   289   1．3％   

喘息   244   2．2％   219  2．7％   102   5．2％   565   2．6％   

腎不全   320   2．9％   581  7．0％   78   4．0％   979   4．6％   

498  6．0％   163   8．4％  1．176   5．5％  がん（悪性腫瘍）  515  4．6％  
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平成18年度調置（n＝5，172）  

感染虚（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   17   1．0％   72  3．0％   97   9．0％   186   3．6％   

後天性免疫不全症侯群（HⅣ感染含む）   0   0．0％   0  0．0％   1   0．1％   0．0％   

上気道感染   15   0．9％   65  2．7％   37   3．4【施   117   2．3％   

敗血症   0．1％   3  0．1％   8   0．7％   12   0．2％   

多剤耐性結核   0   0．0％   0  0．0％   0   0．0％   0   0．0％   

上古己以外の結核   2   0．1％   3  0．1％   2   0．2％   7   0．1％   

ウイルス性肝炎   13   0．8％   12  0．5％   5   0．5％   30   0．6％   

皮膚の感染症   10   0．6％   35  1．5％   18   1．7％   63   1．2％   

急性月旦嚢炎 ＜新規＞   4   0．2％   10  0．4％   9   0．8％   23   0．4％   

急性腹膜炎 ＜新規＞   0   0．0％   0．0％   0   0．0％   0．0％   

2  0．1％   2   0．1％  負性膵炎 ＜新規＞  0  0．0％        0．2％  4  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21．425）  

感染症（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   108   1．0％   246  3．0％   180   9．2％   534   2．5％   

後天性免疫不全症侯群（HⅣ感染含む）   4   0．0％   1  0．0％   1   0．1％   6   0．0％   

上気道感染   72   0．6％   172  2．1％   71   3．6％   315   1．5％   

敗血症   9   0．1％   22  0．3％   13   0．7％   44   0．2％   

多剤耐性結核   1   0，0％   9  0．1％   3   0．2％   1亨   0．1％   

上記以外の結核   18   0．2％   20  0．2％   16   0．8％   54   0．3％   

ウイルス性肝炎   102   0．9％   84  1．0％   20   1．0％   206   1．0％   

161  2．0％   43   287   1．3％  皮膚の感染症  83  0．7％        2．2％  

平成18年度調査（n＝5，172）  

問題状況（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   51  3．0％   176  7．3％   33  3．1％   260  5．0％   

発熱   46  2．7％   323  13．5％   457  4之．4q血   826  16．0％ †   

幻覚   33  1．9％   97  4．0％   24  2．2％   154  3．0％   

嘔吐   0  0．0％   64  2フ％   37  3．4％   101  2．0％   

胸水 ＜新規＞   2  0．1％   24  1．0％   62  5．7％   88  1フ％   

腹水 ＜新規＞   0  0．0％   7  0．3％   21  1．9％   28  0，5％   

高カルシウム血症（10．5mg／d〃以上）  
0  0．0％   4  0．2％   2  0．2％   6  0．1％   

＜新規＞  

悪疫賞（癌を伴う）＜新規＞   3  0．2％   8  0．3％   22  2．0％   33  q■6％   

4  0．2％   15   0．4％  消化管の通過障害（癌を伴う）＜新規＞  2  01％        1．4％  21  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（∩＝21．425）  

問題状況（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   236   2．1％   292  3．5％   60   3．1％   588   2．7％   

発熱   199   1．8％   886  10．7％   733  37．6％  1′818   8．5％   

幻覚   118   1．1％   209  2．5％   34   1．7％   361   1．7％   

0．0％   190  2．3％   76   266   1．2％  嘔吐  0          3．9％  
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平成18年度調査（∩＝5－172）  

処置・治療（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   6  0．4％   6  0．3％   4  0．4％   16  0．3【沌   

胃癌、腎痩、人工肛門などの痩の処置   216  1之．7q匂   637  26．6％   309  之8．6％  1′162  22．5％ †   

放射線治療   1  0．1％   0  0．0％   0．1％   2  0．0％   

吸引（1日1・・■7回）   62  3．7％   146  6．1％   123  11．4％   331  6．4qん1   

輸血   0  0．0％   4  0．2％   12  1．1％   16  0．3％   

緩和ケア   5  0．3％   11  0．5％   12  1．1％   28  0．5％   

療病コントロール   45  2．7％   90  3．8％   35  3．2％   170  3．3％   

膀胱留置カテーテル   9Z  5．4％   Z83  11．8％   3之7  30．3％   702  13．6％ †   

血糖チエツウ（週1回－1日2回）   41  2．4％   53  2．2％   54  5．0％   148  2．9％   

135  5．6％   58  5．4％   4．8％  インシュリン皮下注射  53  3．1％          246  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、Jは39乙以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21．425）  

処置・治療（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   21   0．2％   16  0．2％   5   0．3％   42   0．2％   

胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の処置   955   8．5％  1．666  20．2％   487  24．9％  3′108  14．5％   

放射線治療   3   0．0％   4  0．0％   5   0．3％   12   0．1％   

吸引（1日1－7回）   916   8．2％  1′188  14．4％   399  20．4％  2．503  11．7％   

輸血   8   0．1％   7  0．1【姑   6   0．3％   21   0．1％   

緩和ケア   122   1．1％   148  1．8％   52   2．7％   322   1．5％   

療病コントロール   452   4．0％   419  5．1％   89   4．6％   960   4．5％   

膀胱留置カテーテル   484   4．3％   924  11．2％   596  30．5％  2．004   9．4％   

血糖チエツウ（週1回～1日2回）   590   5．3％   420  5．1％   106   5．4％  1′116   5．2％   

398  4．8％   52   2．7％   780   3．6％  インシュリン皮下注射  330  29％  

平成18年度調査（n＝5，172）  

状態の安定性（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

個室における管理が必要   9  0．5％   36  1．5％   90  8．3％   135  2．6％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  40  2」4％   185  7．7％   229  21．2％   454  8．8q匂†   
が再燃した  

12  0．5％   70  6．5％   92  1．8％  末期の疾轟であり余念が6ケ月以下である  10  06％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の達しくが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21．425）  

状態め安定牲（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

絶対安静   55   0．5％   157  1．9％   256  13．1％   468   2．2％   

個室における管理が必要   62   0．6％   142  1．7％   199  10．2％   403   1．9％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  210   1．9％   500  6．1％   393  20．1％  1．103   5．1％   
が再燃した  

末期の疾畠であり余命が6ケ月以下である   35   0．3％   91  1．1％   126   6．5％   252   1．2％  
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平成18年度調査（∩＝5．172）  
栄養摂取の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0  0．0％   0  0．Oqん   324  30．0％   324  6．3％†   

末梢静脈栄養   17  1．0％   83  3．5％   208  19．3％   308  6．0％   

権菅栄養   363  ヱ1．4％  1，071  44．7％   488  45．2％  1．92之  37．之％†   

890  82．5％  2′399  46．4％†  いすれか1つ以上該当  377  、三三．2％  1132  47．2％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21．425）  
栄養摂取の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0   0．0％   0  0．0％   335  17．2％   335   1．6％   

末梢静脈栄養   120   1．1％   228  2．8％   371  19．0％   719   3．4％   

経菅栄養   1′816  16．2％  3′128  37．9％   907  46．5％  5′851  27．3％   

いずれか1つ以上該当   1925  17．2％  3312  40．1％  1409  72．2％  6646  31．0％  

リハビリテーションを要す状態   
平成18年度調査（n＝3．413）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0  0．0％   33  2．1％   22  3．6％   55  1．6％   

15日から30日以下   0  0．0％   90  5．6％   16  2．6％   106  3．1％   

31日から90日以下   142  11．8％   139  8．7％   73  11．9％   354  10．4％   

91日から180日以下   150  12．5％   167  10．4％   72  11．7％   389  11．4％   

181日以上   894  74，6％  1．154  72．1％   420  68．5％  2．468  72．3％   

18  1．1％   10  1．6％   41  1．2％  無回答  13  1．1％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

リハビリテーションを要す状態   
平成17年度調査（n＝14，273）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0   0．0％   269  4．9％   19   2．0％   288   2．0％   

15日から30日以下   0   0．0％   342  6．2％   27   2．9％   369   2．6％   

31日から90日以下   986  12．6％   415  7．5％   87   9．4％  1′488  10．4％   

91日から180日以下   1，094  13．9％   578  10．5％   93  10．0％  1′765  12．4％   

181日以上   5′554  70．8％  3′ファ4  68．6％   683  73．5％  10′011  70．1％   

122  2．2％   20   2．5％  無回答  210  2．7％        2．2％  352  

平成18年度調査（n＝5，172）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   337  19．9q血   303  12．6％   63  5．8％   703  13．6％1   

限定的な自立   283  16．7％   243  10．1％   65  6．0％   591  11．4％   

軽度の障害   180  10．6％   224  9．3％   47  4．4％   451  8．7％   

中程度の障害   321  18．9％   417  17．4％   142  13．2％   880  17．0％   

重度の障害   356  21．0％   650  27．1qん   391  36．ヱqん  1′397  エフ．0％†   

意識障害者   209  1ヱ．3％   546  22．8qん   366  33．9％  1，1ヱ1  21．7％†   

15  0．6％   5   0．6％  無回答  9  0．5％        0．5％  29  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   
左端の＊印の項削ま、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝21．425）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   2′955  26．3％  1′398  16．9％   255  13．1％  4．608  21．5％   

限定的な自立   1′773  15．8％   951  11．5％   139   7．1％  2′863  13．4％   

軽度の障害   1′121  10．0％   695  8．4％   96   4．9％  1′912   8．9％   

中程度の障害   1．940  17．3％  1．310  15．9％   205  10．5％  3′455  16．1％   

重度の障害   2．194  19．5％  1′980  24．0（沌   424  21．7％  4′598  21．5％   

意識障害者   1′158  10．3％  1．872  22．7％   822  42．1％  3′852  18．0％   

82   0．7％   44  0．5％   11   0．6％   137   0．6％  無回答  
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平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《患者特性調査（介護療養病棟） 集計結果速報》   

平成】8年度調査集計対象：平成18年度調査対象病院のうち、平成17年度慢性期入院医療実態調査を実施した病院（16病院）の、  
療養型介護療養施設サービス費を算定している患者  

平成17年度調査集計対象：平成17年度慢性期入院医療実態調査の対象病院のうち、平成18年調査を実施した病院（16病院）の、  
療養型介護療養施設サービス費を算定している患者  

1ADL区分・医療区分、認知機能障害加算の状況  

平成18年度調査（n＝678）  平成17年度調査（∩＝760）  
ADL区分  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  計   医療区分1  医療区分2  医療区分3  計   

ADL区分3   29．4％  20．6％  7．1％  57．1％   31．3％  19．2【姑  5．1％  55．7％   

ADL区分2   20．5％  8．6％  1．3％  30．4％   19．9％  12．8％  0．8％  33．4％   

3．2％（認）  1．2％（認）   4．1％（認）  1．6％（認）   
AD」区分1  0．1％  12．5％  0．0％  10．9％  

5．9％  1．5％  3．9％  1．3％   

計   59．6％  31．9％  8．6％  100．0％   59．2％  34．9％  5．9％  100．0％   

無回答n＝之  無回答n＝6  

2医療区分採用項目  

平成18年度調査（n＝680）  平成17年度調査（n＝766）  

医療区分採用項目  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

スモン   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

24時間の監視・管理   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．0％  4．4％  0．3％   

中心静脈栄養   0．0％  0．0％  15．3％  1．3％   0．0％  0．0％  28．9％  1．7％   

24時間持続点滴   0．0％  0．0％  32．2％  2．8％   0．0％  0．0％  37．8％  2．2％   

人工呼吸器（レスピレーター）   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．0％  2，2％  0．1％   

ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

気管切開▼気管内挿管＜発熱を伴う＞   0．0％  0．0％  6．8％  0．6％   0．0％  0．0％  2．2％  0．1％   

酸素療法   0．0％  0．0％  28．8％  2t5％   0．0％  0．0％  35．6％  2．1％   

感染隔離圭   0．0％  0．0％  18．6％  1．6％   0．0％  0．0％  15．6％  0．9％   

多発性硬化症   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．0％  乙2％  0．1％   

パーキンソン病関連疾患   0．0％  12．9％  3．4％  4．4％   0．0％  11．3％  13．3％  4．7％   

その他神経難病   0．0％  0．9％  0．0％  0．3％   0．0％  1，5％  0．0％  0．5％   

神経難病以外の難病   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  1．5％  0．0％  0．5％   

脊髄損傷＜四肢麻痔がみられる＞   0．0％  1．4％  0．0％  0．4％   0．0％  0．4％  0．0％  0．1％   

肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COPD）   0．0％  5．1％  6．8％  2．2％   0．0％  3．8％  13．3％  2．1％   

悪性腫瘍＜疫病コントロールが必要＞   0．0％  0．5％  0．0％  0．1％   0．0％  0．4％  0．0％  0．1％   

肺炎   0．0％  5．5％  23．7％  3．8％   0．0％  7．5％  26．7％  4．2％   

尿路感染症   0．0％  6．5％  8．5％  乙8％   0．0％  5．3％  2．2％  2．0％   

創感染   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   0．0％  0．8％  0．0％  0．3％   

リハビリテーション   0，0％  0．5％  1．7％  0．3％   0．0％  0．8％  0，0％  0．3％   

脱水   0．0％  10．6％  13．6％  4．6％   0．0％  4．1％  8．9％  Z．0％   

体内出血   0．0％  1．8％  0．0％  0．6％   0．0％  1．1％  6．7％  0．8％   

嘔吐   0．0％  1．4％  0．0％  0．4％   0，0％  1．5％  0．0％  0．5％   

褐癒   0．0％  6．0％  6．8％  2．5％   0．0％  13．2％  13．3％  5．4％   

うっ血性潰癌   0．0％  0．0％  0．0【姑  0．0％   0．0％  0．0％  0．0％  0．0％   

せん妄   0．0％  2．3％  0．0％  0．7％   0．0％  3．4％  2．2％  1．3％   

うつ状態   0．0％  14．7％  1．7％  4．9％1  0．0％  27．8％  6．7％  10．1％   

暴行   0．0％  7．4％  3．4％  2．6％   0．0％  3．0％  2．2％  1．2％   

透析   0．0％  1．4％  0．0％  0．4％   0．0％  0．4％  0．0％  0．1％   

経鼻胃管・胃痩の経腸栄養＜発熱または  0．0％  7．8％  16．9％  4．0％   
嘔吐を伴う＞  

0．0％  8．3％  6．7％  3．3％   

喀疾吸引（1日8回以上）   0．0％  14．7％  32．2％  7．5％   0．0％  15，8％  31．1％  7．3％   

気管切開・気管内挿管   0．0％  3．2％  11．9％  Z．1％   0．0％  3．4％  15．6％  2．1％   

血糖検査（1日3回以上）   0．0％  2．3％  0．0％  0．7％   0．0％  1．1％  2．2％  0．5％   

皮膚の潰瘍のケア   0．0％  15．2％  10．2％  5．7％   0．0％  8．6％  8．9％  3．5％   

0．0％  21．8％  13．3％  8．4％  創傷処置  0．0％  23．0％  13．6％   8．5％  

（注）†は平成17年度と比較して3ワ以上増加がみられたもの、1は3ワん以上減少がみられたもの  
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3入退院の状況  

平成18年度調査（n＝680）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   25  6．2％   10  4．6％   3  5．1％   38  5．6％   

2．グループホーム   1  0．2％   0  0．0％   0  0．0％   1  0．1％   

3．有料老人ホーム   10  2，5％   1  0．5％   3  5．1％   14  2．1％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

3  0．7％   2  0．9％   0  0．0％   5  0．7％   

6．介護老人保健施設   16  4．0％   5  2．3％   1．7％   22  3．2％   

7．他の医療機関   116  28．7％   87  40．1％   25  42．4％   228  33．5％   

（再掲）他の医療機関の一般病床   105  26．0％   75  34．6％   22  37．3％   202  29．7％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   8  2．0％   11  5．1％   3  5．1％   22  3．2％   

（再掲）他の医療枚関のその他の病床（精  

神病床等）   
3  0．7％   0．5％   0  0．0％   4  0．6％   

8．自院の他の病床   232  57．4％   11Z  51．6％   27  45．8％   371  54．6％†   

（再掲）自院の一般病床（転棟）   105  26．0％   64  29．5％   21  35．6％   190  27．9％   

（再掲）自院のその他の病床（精神病床等）  127  31．4％   
（転棟）  

48  22．1％   6  10．2％   181  26．6％   

9．わからない   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

0  0．0％   0  0．0％   0．1％  無回答  1  0．2％          口  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   41  9．0％   16  6．0％   4  8．9％   61  8．0％   

2．グループホーム   0  0．0％   0  0．0％   0  0，0％   0  0．0％   

3．有料老人ホーム   9  2．0％   0  0．0％   2．2％   10  1，3％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   1  0．2％   0  0．0％   0  0．0％   1  0，1％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

5  1．1％   7  2．6％   0  0．0％   12  1．6％   

6．介護老人保健施設   28  6．2％   12  4．5％   5  11．1％   45  5．9％   

7．他の医療機関   145  31．9％   89  33．5％   9  20．0％   243  31．7％   

8．白院の他の病床   214  47．0％   140  52．6％   25  55．6％   379  49．5％   

2  0．8％   2．2％   15  2．0％  9．わからない  12  2．6％      口  

平成18年度調査（∩＝680）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

急性期状態が安定  304  75．2『ぬ   185  85．3％   46  78．0％   535  78，7％†   

疾病の急性憎悪   22  5．4％   11  5．1％   4  6．8％   37  5．4％   

継続的高度医療管理が必要   15  3．7％   6  2．8％   10  16．9％   31  4．6％   

継績的なリハビリが必要   1Z7  31．4％   54  24．9qん   10  16．9％   191  28．1％1   

他施設の空きがない   73  18．1％   27  12．4％   4  6．8％   104  15．3％   

自宅の体制が整わない   168  41．6％   95  43．8％   之1  35．6％   ヱ84  41．8qん†   

18之  83．9％   49  83．1％   517  76．0q血†  本人、家族等が希望  之86  70．8％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年虔と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

急性期状態が安定   276  60．7％   168  63．2％   30  66．7％   474  61．9％   

疾病の急性憎悪   24  5．3％   9  3．4％   7  15．6％   40  5．2％   

継続的高度医療管理が必要   12  2．6％   8  3．0％   5  11．1％   25  3．3％   

継続的なリハビリが必要   198  43．5％   121  45．5％   17  37．8％   336  43．9％   

他施設の空きがない   69  15．2％   34  12．8％   2  4．4％   105  13．7％   

自宅の体制が整わない   121  26．6％   81  30．5％   5  11．1％   207  27．0％   

174  65．4％   18  40．0％   494  64．5％  本人、家族等が希望  302  66．4％  
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平成18年度調査（n＝195）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   13  10．2％   4  7．1％   0  0．0％   17  8．7％   

2．グループホーム   16  12．6％   3  5．4（払   0  0．0％   19  9．7％   

3．有料老人ホーム   0．8％   2  3，6％   1  8．3％   4  2．1％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   6  4．7％   0  0．0％   0  0．0％   6  3．1％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
60  47．2％   25  44．6％   2  16．7％   87  44．6％   

ム）  

6．介護老人保健施設   25  19．7％   14  25．0％   2  16．7％   41  21．0％   

7．他の医療機関   0  0．0％   3  5．4％   0  0．0％   3  1．5％   

（再掲）他の医療機関の一般病床   0  0．0％   1  1．8％   0  0．0％   1  0．5％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   0  0．0％   2  3．6％   0  0．0％   2  1．0％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

8．自院の他の病床   0  0．0％   3  5．4％   2  16．7％   5  2．6％   

（再掲）自院の障害者施設等入院基本料  

算定病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

（再掲）白院の一般病床（上記病棟を除く）   0  0．0％   3  5．4％   0  0．0％   3  1．5％   

（再掲）自院のその他の病床   0  0．0％   0  0，0％   2  16．フ％   2  1．0％   

9．その他   0  0．0％   1  1．8％   1  8．3％   2  1．0％   

1  1．8％   4  33．3％   11  5．6％  無回生‘  6  4．7％  

※退院先の見通しは、平成17年度調査結果について「わからない」とする患者が多数いるため、退院先の割合の増減についての比較は行っていない。  

平成17年度調査（n＝766）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   13  2．9％   4  1．5％   0  0．0〔姑   17  2．2％   

2．グループホーム   2  0．4％   0  0．0％   0  0．0％   2  0．3％   

3．有料老人ホーム   2  0．4％   2  0．8％   0  0．0％   4  0．5％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
31  6．8％   21  7．9％   1  2．2％   53  6．9％   

ム）  

6．介護老人保健施設   16  3．5％   16  6．0％   1  乙2％   33  4．3％   

7．他の医療機関   7  1，5％   4  1．5％   0  0．0％   11  1．4％   

8，自院の他の病床   10  2．2％   19  7．1％   4  8．9％   33  4．3％   

200  75．2％   39  86．7％   613  80．0％  9 わからない  374  822％  

＜平成18年度のみ＞   
平成18年度調査（n＝680）  

退院の見通し  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．90日以内に退院できる見通し   16  4．0％   5  2．3％   0  0．0％   21  3．1％   

2．90日以内に退院できる見通しはない  
が、今後受け皿が整備されれば退院でき   106  26．2％   47  21．7％   5  8．5％   158  23．2％   

る  

3．悪化して転院・転棟・死亡する見通し   5  1．2％   4  1．8％   7  11，9％   16  2．4％   

277  686％   161  74．2％   47  79．7％   485  71．3％  4、艮院転院・転棟の見補しはない  

：〕   



＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝21）  

退院先の見通し（「1．90日以内に退院で   

きる見通し」の回答者）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   5  31．3％   1  20．0％   0  6  28．6％   

2．グループホーム   6．3％   1  20．0％   0  2  9．5％   

3．有料老人ホーム   0  0．0％   0  0．0％   0  0  0．0％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
3  18．8％   2  40．0％   0  

ム）  

5  23．8％   

6．介護老人保健施投   6  37．5％   0  0．0％   0  6  28．6％   

7．他の医療機関の一般病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0  0．0％   

8．他の医療機関の療養病床   0  0．0％   1  20．0％   0  4．8％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0  0．0％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  
0  0．0％   0  0．0％   0  

病棟  
0  0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0  0，0％   0  0  0．0％   

12．自院のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0  0．0％   

13．その他   0  D．0％   0  0．0％   O 0  0．0％   

0  0．0％   0  4．8％  無回答  1  6．3％         口  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝158）  

退院先の見通し（「2．今後受け皿が整備  
医療区分1  されれば退院できる」の回答者）  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   8  7．5％   3  6．4％   0  0．0％   11  7．0％   

2．グループホーム   15  14．2％   2  4．3％   0  0．0％   17  10．8％   

3．有料老人ホーム   0  0．0％   2  4．3％   0  0．0％   2  1．3％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   6  5．7％   0  0．0％   0  0．0％   6  3．8％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

57  53．8％   23  48．9％   2  40．0％   82  51．9％   

6．介護老人保健施設   19  17．9％   14  29．8％   2  40．0％   35  22．2％   

7．他の医療機関の一般病床   0  0．0％   1  2．1％   0  0．0％   1  0．6％   

8．他の医療機関の療養病床   0  0．0％   1  2．1％   0  0．0％   1  0．6％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

12．自院のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

13．その他   0  0．0％   2．1％   0  0．0％   0．6％   

0  0．0％   20．0％   2  1．3％  無回答  1  0．9％      口  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝16）  

退院先の見通し（「3．悪化して転院・転  
医療区分1  棟・死亡する見通し」の回答者）  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

2．グループホーム   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

3．有料老人ホーム   20．0％   0  0．0％   14．3％   2  12．5％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

6．介護老人保健施設   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

7．他の医療機関の一般病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0，0％   0  0．0％   

8．他の医療機関の療養病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0【姑   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   3  75．0％   0  0．0％   3  18．8％   

12．自院のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   2  28．6％   2  12．5％   

13．その他   0  0．0％   0  0．0％   14．3％   6．3％   

25．0％   3  42．9％   8  50．0％  無回答  4  80．0％  日  
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4その他の患者状態像（医療区分採用項目以外）  

平成18年度調査（n＝680）  

疾患（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   42  10．4％   30  13．8％   8  13．6％   80  11．8％   

不整脈   19  4．7％   19  8．8％   5  8．5％   43  6．3％   

うっ血性心不全   36  8．9％   23  10．6％   10  16．9％   69  10．1％1   

高血圧症   80  19．8％   47  21．7qん   7  11．9％   134  10．7qん†   

虚血性心疾患   25  6．2％   21  9，7％   8  13．6％   54  7．9％   

大腿骨頚部骨折   44  10．9％   18  8．3％   4  6．8％   66  9．7％   

脊椎圧迫骨折   18  4．5％   16  7．4％   2  3．4％   36  5．3％   

その他の骨折   13  3．2％   12  5．5％   1．7％   26  3．B％   

関節リウマチ   2  0．5％   4  1．8％   1  1．7％   7  1．0％   

アルツハイマー病   38  9．4％   9  4．1％   5  8．5％   52  7．6％   

失語症   42  10．4％   36  16．6％   10  16．9qん   88  12．9％†   

脳性麻痺   4  1．0％   0  0．0％   0  0．0％   4  0．6％   

脳梗塞   201  49．8％   105  48．4％   22  37．3％   328  48．2％   

脳出血   51  12．6％   28  12．9％   11  18．6％   90  13．2％   

アルツハイマー病以外の認知症   130  32．2qん   80  36．9qん   15  之5．4％   225  33．1％†   

片側不全麻痺／片麻痩   105  26．0％   57  之6．3qん   19  32．2qん   181  26．6％†   

四肢麻痔   28  6．9％   23  10．6％   7  11．9％   58  8．5％†   

脊髄損傷   2  0．5％   4  1．8％   0  0．0％   6  0．9％   

喘息   6  1．5％   4  1．8％   2  3．4％   12  1．8％   

腎不全   9  2．2％   14  6．5％   4  6．8％   27  4．0％   

がん（悪性腫瘍）   8  乙0％   9  4．1％   4  6，8％   21  3．1％   

腸閉塞（イレウス）＜新規＞   1  0，2％   2  0．9％   0  0．0％   3  0．4％   

肝不全 ＜新規＞   1  0．2％   2  0．9％   0  0．0％   3  0．4％   

急性心不全 ＜新規＞   0  0．0％   2  0．9％   0  0．0％   2  0．3％   

慢性心不全 ＜新規＞   42  10．4％   20  9．2％   8  70  10．3％   

22  101％  4   43  6．3％  伎性球麻痩 ＜新規＞  17  42％       6．8％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3つら以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（∩＝766）  

疾患（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   60  13．2％   21  7．9％   8  17．8％   89  11．6％   

不整脈   17  3．7％   11  4．1％   3  6．7％   31  4．0％   

うっ血性心不全   49  10．8％   39  14．7％   15  33．3％   103  13，4％   

高血圧症   60  13．2％   56  21．1％   7  15．6％   123  16．1％   

虚血性心疾患   46  10．1％   24  9．0％   3  6．7％   73  9．5％   

大腿骨頚部骨折   46  10．1％   21  7．9％   2  4．4％   69  9．0％   

脊椎圧迫骨折   17  3．7％   7  2．6％   0  0．0％   24  3．1％   

その他の骨折   13  2．9％   18  6．8％   2  4．4％   33  4．3％   

関節リウマチ   10  2．2％   5  1．9％   2  4．4％   17  2．2％   

アルツハイマー病   25  5．5％   16  6．0％   3  6．7％   44  5．7％   

失語症   19  4．2％   8  3．0％   3  6．7％   30  3．9％   

脳性麻痔   2  0．4％   0  0．0％   0  0．0％   2  0．3％   

脳梗塞   244  53．6％   124  46．6％   20  44．4％   388  50．7％   

脳出血   62  13．6％   38  14．3％   4  8．9％   104  13．6％   

アルツハイマー病以外の認知症   117  25．7％   69  25．9％   8  17．8％   194  25．3％   

片側不全麻痔／片麻痔   79  17．4％   29  10．9％   2  4．4％   110  14．4％   

四肢麻痺   23  5．1％   12  4．5％   3  6フ％   38  5．0％   

脊髄損傷   0．2％   4  1．5％   0  0．0％   5  0．7％   

喘息   3  0．7％   8  2．2％   12  1．6％   

腎不全   10  2．2％  4  3  17  2．2％   

がん（重性腫瘍）   10  22％  4．1％  4   25  3．3％  

5   



平成18年度調査（n＝680）  
感染症（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分・3  合計   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   2  0．5％   2  0．9％   12  20．3％   16  乙4％   

後天性免疫不全症侯群（HⅣ感染含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上気道感染   0  0．0％   3  1．4％   1  1．7％   4  0．6％   

敗血症   0  0．0％   0  0．0％   1  1．7％   0．1％   

多剤耐性結核   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上記以外の結核   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

ウイルス性肝炎   3  0．7％   0  0．0％   0  0．0％   3  0．4％   

皮膚の感染症   0．2％   2  0．9％   2  3．4％   5  0．7％   

急性胆嚢炎 ＜新規＞   2  0．5％   0  0．0％   0  0．0％   2  0．3％   

急性腹膜炎 ＜新規＞   0  0．0％   0  0．0％   0  0，0％   0  0．0％   

急性膵炎 ＜新規＞   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  
感染症（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   11  2．4％   11  4．1％   9  20．0％   31  4．0％   

後天性免疫不全症侯群（HⅣ感染含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上気道感染   3  0．7％   3  1．1％   1  2．2％   7  0．9％   

敗血症   0  0．0％   0  0．0％   2  4．4％   2  0．3％   

多剤耐性結核   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上記以外の結核   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

ウイルス性肝炎   4  0．9％   3  1．1％   0  0．0％   7  0．9％   

5  1．9％   1  2．2％   1．4％  皮庸の感染症  5  1．1％          四  

平成18年度調査（∩＝680）  
問題状況（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   15  3．7％   24  11．1％   1  1．7％   40  5．9％   

発熱   8  2．0％   21  9．7％   17  28．8％   46  6．8％   

幻覚   7  1．7％   15  6．9％   2  3．4％   24  3．5％   

嘔吐   0  0．0％   3  1．4％   0  0．0％   3  0．4％   

胸水 ＜新規＞   2  0．5％   0．5％   5  8．5％   8  1．2％   

腹水 ＜新規＞   1  0．2％   0．5％   0  0，0％   2  0．3％   

高カルシウム血症（10．5mg／dg以上）  

＜新規＞   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

悪疫賞（癌を伴う）＜新規＞   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％  消化管の通過障害（癌を伴う）＜新規＞  0  0．0％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  
問題状況（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   10  2．2％   14  5．3％   0  0．0％   24  3．1％   

発熱   9  2．0％   28  10．5％   17  37．8％   54  7．0％   

幻覚   5  1．1％   9  3．4％   0  0．0％   14  1．8％   

4  1．5％   0  0．0％   4  0．5％  咽吐  0  0．0％  
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平成18年度調査（n＝680）  

処置・治療（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   0．2％   0  0．0％   0  0．0％   1  0．1％   

胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の処置   36  8．9％   37  17．1％   12  20．3％   85  12．5％   

放射線治療   0  0．0％   0  ■0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

吸引（1日1′、■7回）   32  7．9％   18  8．3％   9  15．3％   59  8．7％   

輸血   0  0．0％   1  0．5％   0  0．0％   1  0．1％   

緩和ケア   0  0．0％   2  0．9％   0  0．D％   2  0．3％   

療病コントロール   4  1．0％   8  3．7％   0  0．0％   12  1．8％   

膜胱留置カテーテル   17  4．2％   21  9．7％   10  16．9％   48  7．1％   

血糖チエツウ（週1回－1日2回）   4  1．0％   6  2．8％   5  8．5％   15  2．2％   

12  5．5％   1  1．7％   19  2．8％  インシュリン皮下注射  6  1．5％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  

処置・治療（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   0  0．0％   1  0．4％   0  0．0％   0．1％   

胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の処置   38  8．4％   39  14．7％   7  15．6％   84  11．0％   

放射線治療   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

吸引（1日1～7回）   41  9．0％   30  11．3％   15  33．3％   86  11．2％   

輸血   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

緩和ケア   1  0．2％   3  1．1％   2  4．4％   6  0．8％   

痔痛コントロール   7  1．5％   9  3．4％   0  0．D％   16  2．1％   

膀胱留置カテーテル   30  6．6％   28  10．5％   13  28．9％   71  9、3％   

血糖チエツウ（週1回～1日2回）   17  3．7％   4  1．5％   1  2．2％   22  2．9％   

インシュリン皮下注射   16  3．5％   5  1．9％   1  2．2％   22  2．9％  

平成18年度調査（n＝680）  
状態の安定性（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

個室における管理が必要   5  1．2％   5  2．3％   4  6．8％   14  2．1％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  
3  0．7％   9  4．1％   16  27．1％   28  4．1％   

が再燃した  

3  1．4％   2  3．4％   8  1．2％  末期の疾患であり余命が6ケ月以下である  3  0．7％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  

状態の安定性（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

絶対安静   2  0．4％   2  0．8％   8  17．8％   12  1．6％   

個室における管理が必要   0  0．0％   0  0．0％   5  11．1％   5  0．7％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  
8  1．8％   13  4．9％   10  22．2％   31  4．0％   

が再燃した  

0  0．0％   2  4．4％   2  0．3％  末期の疾患であり余命が6ケ月以下である  0  0．0％  
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平成18年度調査（∩＝680）  
栄養摂取の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0  0．0％   0  0．0％   9  15．3％   9  1．3％   

末梢静脈栄養   3  0．7％   5  2．3％   14  23．7％   22  3．2％   

経菅栄妻   112  27．7％   90  41．5％   26  44．1％   2ヱ8  33．Sqん†   

94  43．3％   44  746％   253  372％†  いずれか1つ以上該当  115  28．5％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  
栄養摂取の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0  0．0％   0  0．0％   13  28．9％   13  1．7％   

末梢静脈栄養   8  1．8％   7  2．6％   6  13．3％   21  2．7％   

経菅栄養   115  25．3％   97  36．5％   12  26．7％   224  29．2％   

いずれか1つ以上該当   123  27．0％   104  39．1％   30  66．7％   257  336％  

リハビリテーションを要す状態   平成18年度調査（n＝547）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0  0．0％   1  0．6％   0  0．0％   1  0．2％   

15日から30日以下   0  0．0％   0  0．0％   1  2．6％   0．2％   

31日から90日以下   0  0．0％   2  1．1％   1  2．6％   3  0．5％   

91日から180日以下   15  4．5％   11  6．3％   1  2．6％   27  4．9％   

181日以上   313  94．0％   16ヱ  92．0％   35  92．1％   510  93．2％†   

0  0．Oqも   0  0．0％   5  09％1  無回答  5  1．5％  

（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、Jは3％以上減少がみられたもの  

リハビリテーションを要す状態   平成17年度調査（n＝528）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合吉十   

14日以下   0  0．0％   1  0．6％   0  0．0％   0．2％   

15日から30日以下   0  0．0％   0．6％   0  0．0％   1  0．2％   

31日から90日以下   3  0．9％   5  2．8％   0  0．0％   8  1．5％   

91日から180日以下   8  2．4％   9  5．1％   4．8％   18  3．4％   

181日以上   295  89．4％   151  85．3％   20  95．2％   466  88．3％   

10  5．6％   0  0．0％   34  64％  無回答  24  7．3％  

平成18年度調査（n＝680）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   37  9．2％   10  4．6％   5  8．5％   52  7．6％   

限定的な自立   28  6．9％   22  10．1％   4  6．8％   54  7．9％   

亜度の障害   32  7．9％   12  5．S％   2  3．4％   4¢  6．8％l   

中程度の障害   86  21．3％   40  18．4％   8  13．6％   134  19．7％l   

重度の障害   157  38．9％   90  41．5％   19  32．2％   266  39．1％   

意鼓障害者   62  15．3％   43  19．8％   21  35．6％   126  18．5％†   

0  00％   0  00％   2  03％  無回答  2  05％  
（注）平成18年度集計表の、†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

平成17年度調査（n＝766）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   28   6．2％   15  5．6％   2   4．4％   45   5．9％   

限定的な自立   39   8．6％   19  7．1％   2．2％   59   7．7％   

軽度の障害   47  10．3％   28  10．5％   6  13．3％   81  10．6％   

中程度の障害   104  22．9％   69  25．9％   4   8．9（沌   177  23．1％   

重度の障害   196  43．1％   96  36．1％   18  40．0％   310  40．5％   

意識障害者   38   8．4％   38  14．3％   14  31．1％   90  11．7％   

0．7％   1  0．4％   0   0．0％   4   05％  無回答  3  
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（別紙2）参考資料  

平成18年鹿「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《患者特性調査（介護療養病棟） 集計結果速報》   

平成18年度調査集計対象：平成18年度調査対象病院（全31病院）の療養型介護療養施設サービス費を算定している患者  
平成17年度調査集計対象：平成17年度慢性期入院医療実態調査の対象病院（全186病院・医療介護の混合病棟保有含む）の  

療養型介護療養施設サービス費を算定している患者  

1ADL区分・医療区分、認知機能障害加算の状況  

平成18年度調査（n＝2，378）  平成17年度調査（n＝7，606）  
ADL区分  

医療区分1  医療区分2  医療区分3   計   医療区分2  医療区分3  計   

ADL区分3   22．3％  17．5％  5．5％  45．3％   25．8％  22．2％  5．2％  53．1％   

ADL区分2   23．3％  12．2％  1．5％  37．0％   23．0％  10．4％  0．8％  34．3％   

5．9％（認）  2．1％（認）   4．1％（認）  1．6％（認）   
ADL区分1  0．3％  17．7％  0．2％  12．6％  

7．4％  1．9％  5．0％  1．6％   

計   58．9％  33．8％  7．3％  100．0％   57．9％  35．8％  6．2％  100．0％   

無回答n＝8  無回答n＝43  

2医療区分採用項目  

平成18年度調査（n＝2．386）  平成17年度調査（∩＝7，649）  

医療区分採用項目  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計  医療区分1  医療区分2    医療区分3 合計   

スモン   0．0％  0．0％  1．1％  0．1％   0．0％  0．0％    0．0％   0．0％   

24時間の監視・管理   0．0％  0．0％  5．7％  0．4％   0．0％  0．0％    11．7％   0．7％   

中心静脈栄養   0．0％  0．0％  15．4％  1．1％   0．0％  0．0（姑    16－8％   1．0％   

24時間持続点滴   0．0％  0．0％  36．6％  2．8％   0．0％  0．0％    37．1％   2．3％   

人工呼吸器（レスピレーター）   0．0％  0．0％  1／7％  0．1％   0．0％  0．0％    0．6％   0．0％   

ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0％  0．0％  0．6％  0．0％   0．0％  0．0％    4．8％   0．3％   

気管切開・気管内挿管＜発熱を伴う＞   0．0％  0．0％  7．4％  0．5％   0．0％  0．0％    7．8％   0．5％   

酸素療法   0．0％  0．0％  25．7％  1．9％   0．0％  0．0％    47．6％   3．0％   

感染隔離室   0．0％  0．0％  9．1％  0．7％   0．0％  0．0％    11．3％   0．7％   

多発性硬化症   0．0％  0．9％  0，0％  0．3％   0．0％  0．7％    0．2％   0．3％   

パーキンソン病関連疾患   0．0【姑  13．6％  4．0％  4．9％   0．0％  13．9％    6．7％   5．4【施   

その他神経難病   0．0％  1．1％  1．1％  0．5％   0．0％  1．3％    0．4％   0．5％   

神経難病以外の難病   0．0％  0．5％  0．0％  0．2％   0．0％  1．3％    0．4％   0．5％   

脊髄損傷＜四肢麻痛がみられる＞   0．0％  1．4％  0．0％  0．5％   0．0％  0．3％    0．0％   0．1％   

肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COPD）   0．0％  6．3％  8．6％  2．8％   0．0％  3．7％    7．8％   1．8％   

悪性腰痛＜痔痛コントロールが必要＞   0．0％  0．5％  1．1％  0．3％   0．0％  0．3％    0．4％   0．1％   

肺炎   0．0％  7．8％  26．9％  4．6％   0．0％  10．8％    24．7％   5．4％   

尿路感染症   0．0％  6．4％  9．7％  2．9％   0．0％  6．7％    8．6％   2．9％   

創感染   0．0％  0．5％  1．1％  0．3％   0．0％  1．3％    1．5％   0．5％   

リハピー」テーション   0．0％  1．0％  1．1％  0．4％   0．0％  2．2％    1．5％   0．9％   

脱水   0．0％  8．3％  22．9％  4．5％   0．0％  3．9％    7．1％  ′1．8％   

体内出血   0．0％  1．0％  1．1％  0．4％   0．0％  0．8％    4．6％   0．6％   

嘔吐   0．0％  1．0％  5．1％  0．7％   0．0％  2．4％    6．7％  1．3％   

＊裾瘡   0．0％  4．5％  8．6qも  2．1％1  0．0％  15．8％    16，8％   6．7％   

うっ血性潰癌   0．0％  0．0％  0．0％  0－0％   0．0％  0．0％    0．0％   0．0％   

せん妄   0．0％  4．5％  4．0％  1．8％   0．0％  3．5％    2．5％  1．4％   
＊うつ状態   0．0％  19．3％  7．4％  7．1％   0．0％  14．5％    3．4％   5．4％   

暴行   0．0％  5．3％  2．9％  2，0％   0．0％  4．9％    1．5％  1．8％   

透析   0．0％  0．6％  0．0％  0．2％   0．0％  0．4％    0．0％   0．1％   

経鼻胃管・胃痩の経腸栄養＜発熱または  0．0％  6．2％  20．0％  3．6％   
嘔吐を伴う＞  

0．0％  8．9％    20．8％   4．5％   

干喀痍吸引（1日8回以上）   0．0％  11．8％  24．0％  5．7％1  0．0％  19．7％    40．3％   9．6％   

気管切開・気管内挿管   0．0％  4．2％  10．9％  乙2％   0．0％  5．9％    14．9％   3．0％   

血糖検査（1日3回以上）   0．0％  2．7％  0．6％  1．0％   0．0％  2．0％    1．9％   0．8％   

皮膚の潰瘍のケア   0．0％  9．0％  8．6％  3．7％   0．0％  9．4％    9．4％   3．9％   

0．0％  18．1％    10．7％   7．1％  創傷処置  0．0％  18．1％  9．7％  6．8％  

（注）†は平成17年度と比較して3ウん以上増加がみられたもの、1は3ワ。以上減少がみられたもの   

左端の種口の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向打）違いが見られたも♂ノ（実印の向き又は有無）  
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3入退院の状況  

平成18年度調査（n＝2．386）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   189  13．5％   100  12．4％   17  9．7％   306  12．8％   

2．グループホーム   10  0．7％   2  0．2％   0  0．0％   12  0．5％   

3．有料老人ホーム   14  1．0％   5  0，6％   3  1．7％   22  0．9％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   4  0．3％   5  0．6％   0  0．0％   9  0．4％   

5．介護老人福祉施投（特別養護老人ホー  

ム）   

13  0．9％   12  1．5％   3  1．7％   28  1．2％   

6．介護老人保健施設   59  4．2％   23  2．9％   5  2．9％   87  3．6％   

7．他の医療機関   542  38．6％   380  47．1％   78  44．6％  1．000  41．9％†   

（再掲）他の医療機関の一般病床   464  33．0％   321  39．8％   67  38．3％   852  35．7％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   51  3．6％   48  S．9％   8  4．6％   107  4．5％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床（楕  
神病床等）   

27  1．9％   11  1．4％   3  1．7％   41  1．7％   

8．自院の他の病床   570  40．¢％   278  34．4％   67  38．3％   915  38．3％1   

（再掲）自院の一般病床（転棟）   235  16．7％   129  16．0％   34  19．4％   398  16．7％   

（再掲）自院のその他の病床（精神病床等）  
335  23．9％   

（転棟）  
149  18．5％   33  18．9％   517  21．7％   

9．わからない   1  0．1％   0  0．0％   2  1．1qん   3  0．1％1   

2  0．2％   0  0．0％   4  0．2％  無回答  2  0．1％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7．649）  
調査病棟に入院する前の状況  

医療区分1  医療区分2   医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   473  10．7％   268   9．8％   51  10．7％   792  10．4％   

2．グループホーム   4   0．1％   7   0．3％   0   0．0％   11  0．1％   

3．有料老人ホーム   13   0．3％   9   0．3％   0．2％   23  0．3％   

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）   7   0．2％   0   0．0％   0   0．0％   7  0．1％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

71   1．6％   58   2．1％   18   3．8％   147  1．9％   

6．介護老人保健施設   177   4．0％   106   3．9％   19   4．0％   302  3．9％   

7．他の医療機関   1．399  31．5％   837  30．6％   151  31．7％  2．387  31．2％   

8．自院の他の病床   2．117  47．7％  1．350  49．3％   220  46．1％  3．687  48．2％   

3．6％   293  3．8％  9．わからない  175  3．9％  101  3．7％  17  

平成18年度調査（n＝2．386）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

急性期状態が安定   865  61．6％   559  69．3％   120  68．6％  1′544  64．7％†   

疾病の急性憎悪   76  5．4％   48  5．9％   11  6．3％   135  5．7％   

継続的高度医療管理が必要   53  3．8％   73  9．0％   22  12．6％   148  6．2％   

継続的なリハビリが必要   5SO  39．2％   307  38．0％   53  30．3％   910  38．1％†   

他施設の空きがない   194  13．8％   86  10．7％   6  3．4％   286  1之．0％1   

自宅の体制が整わない   390  27．8％   192  23．8％   31  17．7％   613  Z5．7％†   

709  87．9％   151  86．3％  2．030  85．1％†  本人、家族等が希望  1′170  83．3q匂  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項冒は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（∩＝7，649）  
調査病棟に入院した背景（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

急性期状態が安定   2．638  59．5％  1′708  62．4％   294  61．6％  4．640  60．7％   

疾病の急性憎悪   242   5．5％   165   6．0％   49  10．3％   456   6．0％   

継続的高度医療管理が必要   230   5．2％   299  10．9％   111  23．3％   640   8．4％   

継続的なリハビリが必要   1′544  34．8％   903  33．0％   119  24．9％  2′566  33．5％   

他施設の空きがない   739  16．7％   386  14．1％   28   5．9％  1′153  15．1％   

自宅の休制が整わない   1′052  23．7％   577  21．1％   51  10．7％  1．680  22．0％   

281  58．9％  4830  63．1％  本人、家族等が希望  2．800  63．1％  1749  63．9％  
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平成18年度調査（n＝587）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   49  13．5％   19  10iO％   6  17．6％   74  12．6％   

2．グループホーム   31  8．5％   7  3．7％   0  0．0％   38  6．5％   

3．有料老人ホーム   10  2．8％   5  2．6％   1  2．9％   16  2．7％   

4．ケアハウス（喪章老人ホーム含む）   14  3．9％   0．5％   2  5．9％   17  2．9％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

165  45．5％   71  37．4％   3  8．8％   239  40．7％   

6．介護老人保健施設   60  16．5％   42  22．1％   3  8．8％   105  17．9％   

7．他の医療機関   22   6．1％   24  12．6％   4  11．8％   50   8．5％   

（再掲）他の医療機関の一般病床   0  0．0％   5  2．6％   0  0．0【姑   5  0．9％   

（再掲）他の医療機関の療養病床   21  5．8％   17  8．9％   4  11．8％   42  7．2％   

（再掲）他の医療機関のその他の病床   1  0．3％   2  1．1％   0  0．0％   3  0．5％   

8．自院の他の病床   1   0．3％   14   7．4％   5  14．7％   20   3．4％   

（再掲）自院の障害者施設等入院基本料  

算定病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

（再掲）自院の一般病床（上記病棟を除く）   0  0．0％   8  4．2％   2  5．9％   10  1．7％   

（再掲）自院のその他の病床   1  0．3％   6  3．2％   3  8．8％   10  1．7％   

9．その他   4  1．1％   3  1．6％   6  17．6％   13  乙2％   

4  2．1％   4  11．8％   15  2．6％  無回答  7  1．9％  

※退院先の見通しは、平成17年度調査結果について「わからない」とする患者が多数いるため、退院先の割合の増減についての比較は行っていない。  

平成17年度調査（∩＝7．649）  

退院先の見通し  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   237   5．3％   134   4．9％   10   2．1％   381  5．0％   

2．グループホーム   21   0．5％   11   0．4％   0   0．0％   32  0．4％   

3．有料老人ホーム   9   0．2％   7   0．3％   0   0．0％   16  0．2％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   11   0．2％   3   0．1％   0．2％   15  0．2％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  
690  15．6％   415  15－2％   40   8．4％  1′145  15．0％   

ム）  

6．介護老人保健施設   266   6．0％   140   5．1％   19   4．0％   425  5．6％   

7．他の医療機関   105   2．4％   107   3．9％   15   3．1％   227  3．0％   

8．自院の他の病床   83   1．9％   75   2．7％   17   3．6％   175  2．3％   

9．わからない  3014  67．9％  1′844  67．4％  375  78．6％  5．233  68．4％  

＜平成18年度のみ＞  
平成用年度調査（∩＝2，386）  

退院の見通し  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．90日以内に退院できる見通し  35  2．5％   14  1．7％   0．6％   50  2．1％  

2．90日以内に退院できる見通しはない  
が、今後受け皿が整備されれば退院でき  316  22．5％   150  18．6％   12  6．9％   478  20．0％   

る  

3．悪化して転院・転棟・死亡する見通し   12  0．9％   26  3．2％   21  12．0％   59  乙5％   

4．退院（転院・転棟）の見通しはない   1′037  73．9％   616  76．3％   141  80．6％  1′794  75．2％   

1  0．1％   0  0．0％   5  0．2％  無回答  4  0．3％  
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＜平成18年虔のみ＞  平成18年度調査（n＝50）  

退院先の見通し（「1．90日以内に退院で   

きる見通し」の回答者）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   14  40．0％   7  50．0％   1  100．0％   22  44．0％   

2．グループホーム   4  11．4％   7．1％   0  0．0％   5  10．0％   

3．有料老人ホーム   1  2．9％   0  0．0％   0  0．0％   2．0％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   2  5．7％   7．1％   0  0．0％   3  6．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

3  8．6％   3  21．4％   0  0．0％   6  12．0％   

6．介護老人保健施設   8  22．9％   1  7．1％   0  0．0％   9  18．0％   

7．他の医療機関の一般病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

8．他の医療機関の療養病床   2．9％   1  7．1％   0  0．0％   2  4．0％   

9．他の医療概関のモの他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

12．白焼のその他の病床   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

13．その他   0  0．0％   0   0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

0  0．0％   0  0．0％   2  4．0％  無回答  2  5．7％  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝478）  

退院先の見通し（「2．今後受け皿が整備  
医療区分1  されれば退院できる」の回答者）  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   33  10．4％   12  8．0％   2  16．7％   47  9．8％   

2．グループホーム   27  8．5％   6  4．0％   0  0．0％   33  6．9％   

3，有料老人ホーム   8  2．5％   4  2．7％   0  0．0％   12  2．5％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   12  3．8％   0  0．0％   0  0．0％   12  2．5％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

161  50．9％   67  斗年．7％   3  25．0％   231  48．3％   

6．介護老人保健施設   52  16．5％   41  27．3％   3  25．0％   96  20．1％   

7．他の医療機関の一般病床   0  0，0％   1  0．7【沌   0  0．0％   1  0．2％   

8．他の医療機関の療葺病床   20  6．3％   15  10．0％   3  25．0％   38  7．9％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0．7％   0  0．0％   0．2％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

12．自院のその他の病床   1  0．3％   0  0．0％   0  0．0％   1  0．2％   

13．その他   0．3％   2  1．3％   0  0．0％   3  0．6％   

0．7％   1  8．3％   3  0．6％  無回答  ロ  0．3％  ロ  

＜平成18年度のみ＞  平成18年度調査（n＝59）  

退院先の見通し（「3．悪化して転院・転  
棟・死亡する見通し」の回答者）  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

1．自宅（家族等との同居も含む）   2  16．7％   0  0．0％   3  14．3％   5  8．5％   

2．グループホーム   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

3．有料老人ホーム   8．3％   3．8％   4．8％   3  5．1％   

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   2  9．5％   2  3．4％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）   

1  8．3％   1  3．8％   0  0．0％   2  3．4％   

6．介護老人保健施設   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

7．他の医療機関の一般病床   0  0．0％   4  15．4％   0  0．0％   4  6．8％   

8．他の医療機関の療養病床   0  0．0％   1  3．8％   4．8％   2  3．4％   

9．他の医療機関のその他の病床   1  8．3％   3．8％   0  0．0％   2  3．4％   

10．自院の障害者施設等入院基本料算定  

病棟   
0  0．0％   0  0．0％   0  ・0．0％   0  0．0％   

11．自院の一般病床（10．の病棟を除〈）   0  0．0％   8  30．8％   2  9，5％   10  16．9％   

1之．白院のその他の病床   0  0．0％   6  23．1％   3  14．3％   9  15．3％   

13．その他   3  25．0％   1  3．8％   6  28．6％   10  16．9％   

3  11．5％   3  14．3％   10  16．9％  無回答  4  33，3％  
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4その他の患者状態像（医療区分採用項目以外）  

平成18年度調査（n＝2，386）  
疾患（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   160  11．4％   111  13，8％   25  14．3％   296  12．4％   

不整脈   90  6．4％   52  6．4％   15  8．6％   157  6．6％   

うっ血性心不全   91  6．5％   67  8．3％   23  13．1％   181  7．6％   

高血圧症   376  26．8％   198  24．Sqん   28  16．0％   602  25．2q匂†   

虚血性心疾患   91  6．5％   61  7．6％   20  11．4％   172  7．2％   

大腿骨頚部骨折   195  13．9％   82  10．ヱ％   11  6．3％   ヱ88  1之．1％†   

脊椎圧迫骨折   63  4．5％   57  7．1qん   10  5．7％   130  5．4％†   

その他の骨折   73  5，2％   31  3．8％   11  6．3％   115  4．8％   

関節リウマチ   19  1．4％   13  1，6％   3  1，7％   35  1．5％   

アルツハイマー病   214  15，2qん   88  10．9％   18  10．3qん   320  13．4q匂†   

失語症   144  10．3％   108  13．4％   37  21．1％   289  12．1％†   

脳性麻痺   7  0，5％   3  0．4％   0  0．0％   10  0．4％   

脳梗塞   647  46．1％   359  44．5％   73  41．7％  1．079  45．2％   

脳出血   230  16．4％   127  15．7％   32  18．3％   389  16．3％   

アルツハイマー病以外の認知症   497  35．4％   Z73  33．8％   53  30．3％   823  34．5％†   

片側不全麻痺／片麻痩   338  24．1％   181  2之．4％   44  ヱ5．1％   563  23．6％†   

四肢麻痔   65  4．6％   54  6．7％   24  13．7％   143  6．0％   

脊髄損傷   7  0．5％   15  1．9％   0  0．0％   22  0．9％   

喘息   30  2．1％   15  1．9％   8  4．6％   53  2．2％   

腎不全   48  3．4％   45  5．6％   10  5．7％   103  4．3％   

がん（悪性腫瘍）   49  3．5％   50  6．2％   18  10．3％   117  4．9％   

腸閉塞（イレウス）＜新規＞   11  0．8％   17  2．1％   8  4．6％   36  1．5％   

肝不全 ＜新規＞   4  0．3％   8  1．D％   4  2．3％   16  0．7％   

急性心不全 ＜新規＞   3  0．2％   3  0．4％   0  0．0％   6  0．3％   

慢性心不全 ＜新規＞   116  8．3％   70  8．7％   25  14．3％   211  8．8％   

68  8．4％   23  13．1％   164  6．9％  仮性球麻痩 ＜新規＞  73  5．2％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3乍ら以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7，649）  

疾患（複数回筈）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

糖尿病   538  12．1％   316  11．5％   50  10．5％   904  11．8【姑   

不整脈   155  3．5％   92  3．4％   29  6．1％   276  3，6％   

うっ血性心不全   307  6．9％   227  8．3％   74  15．5％   608  7．9％   

高血圧症   963  21．7％   502  18．3％   98  20．5％  1′563  20．4％   

虚血性心疾患   312  7．0％   184  6．7％   37  7．8％   533  7．0％   

大腿骨頚部骨折   399  9．0％   213  7．8％   30  6．3％   642  8．4％   

脊椎圧迫骨折   116  2．6％   49  1．8％   8  1．7％   173  乙3％   

その他の骨折   145  3．3％   99  3．6％   6  1．3％   250  3．3％   

関節リウマチ   86  1．9％   40  1．5％   11  乙3％   137  1，8％   

アルツハイマー病   261  5．9％   171  6．3％   22  4．6％   454  5．9％   

失語症   234  5．3％   161  5．9％   33  6．9％   428  5．6％   

脳性麻痩   15  0．3％   7  0．3％   2  0．4％   24  0．3％   

脳梗塞   2′168  48，9％  1′239  45．3％   239  50．1％  3′646  47．7％   

脳出血   647  14．6％   384  14．0％   72  15．1％  1′103  14．4％   

アルツハイマー病以外の認知症   1′094  24．7％   628  23．0％   86  18．0％  1′808  23．6％   

片側不全麻痩   645  14．5％   309  11．3％   45  9．4％   999  13．1％   

四肢麻痔   172  3．9％   144  5．3％   44  9．2％   360  4．7％   

脊髄損傷   13  0．3％   21  0．8％   0．2％   35  0．5％   

喘息   88  2．0％   68  2．5％   22  4．6％   178  2．3％   

腎不全   86  1．9％   58  2．1％   22  4．6％   166  2．2％   

117  4．3％   33  6．9％   300  3．9％  がん（悪性腫瘍）  150  3．4％  
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感染症（複数回答）   
平成18年度調査（n＝2．386）  

医療区分1  医療区分1  医療区分2  医療区分2  医療区分3  医療区分3  全 休  全 体   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   5  0．4％   11  1．4％   18  10．3％   34  1，4％   

後天性免疫不全症侯群（HIV感染含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上気道感染   5  0．4％   21  2．6％   5  2．9％   31  1．3％   

敗血症   0  0．0％   0．1％   1  0．6％   2  0．1％   

多剤耐性結核   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上記以外の結核   2  0．1％   2  0．2％   0  0．0％   4  0．2％   

ウイルス性肝炎   18  1．3％   14  1．7％   2  1．1％   34  1．4％   

皮膚の感染症   7  0．5％   4  0．5％   2  1．1％   13  0．5％   

急性膿嚢炎 ＜新規＞   6  0．4％   2  0．2％   1  0．6％   9  0．4％   

急性腹膜炎 ＜新規＞   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

1  0．1％   0  0．0％   0．0％  急性謄炎 ＜新規＞  0  0．0％          口  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

感染症（複数個答）   
平成17年度調     査（n＝7，649）  

医療区分1  医療区分1  医療区分2  医療区分2  医療区分3  医療区分3  全 体  全 体   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   41  0．9％   90  3．3％   73  15．3％   204  2．7％   

後天性免疫不幸症候群（HⅣ感染含む）   0  0．0％   2  0．1％   1  0．2％   3  0．0％   

上気道感染   26  0．6％   59  2．2％   19  4．0％   104  1．4％   

敗血症   0  0．0％   6  0．2％   3  0．6％   9  0．1％   

多剤耐性結核   0  0．0％   7  0．3％   0  0．0％   7  0．1％   

上言己以外の結核   9  0．2％   8  0．3％   0  0．0％   17  0．2％   

ウイルス性肝炎   28  0．6％   33  1．2％   3  0．6％   64  0．8％   

45  1．6％   15  3．1％   94  1．2％  皮膚の感染症  34  0．8％  

平成18年度調査（n＝2．386）  
問題状況（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   58  4．1％   55  6．8％   7  4．0％   120  5．0％   

発熱   16  1．1％   75  9．3％   66  37．7％   157  6．6％   

幻覚   38  2．7％   34  4．2％   7  4．0％   79  3．3％   

嘔吐   0  0．0％   8  1．0％   9  5．1％   17  0．7％   

胸水 ＜新規＞   5  0．4％   10  1．2％   13  7．4％   28  1．2％   

腹水 ＜新規＞   4  0．3％   3  0．4％   2  1．1％   9  0．4％   

高カルシウム血症（10．5mg／dβ以上）  

＜新規＞   
0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

悪疫賞（癌を伴う）＜新規＞   0．1％   3  0．4％   2  1．1％   6  0．3％   

消化管の通過障害（癌を伴う）＜新規＞   0  0．0％   0．1％   4  2．3％   5  0．2％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7β49）  
問題状況（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

妄想   79   1．8％   113   4．1％   6   1．3％   198  2．6％   

発熱   83   1．9％   342  12．5％   188  39．4％   613  8．0％   

幻覚   53   1．2％   69   2．5％   4   0．8％   126  1．6％   

65   2．4％   32   6．7％   97  1．3％  嘔吐  0  0．0％  
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平成18年度調査（n＝2，386）  
処置・治療（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   2  0．1％   2  0．2％   0  0．0％   4  0．2％   

胃痩、腎痩、人工旺門などの痩の処置   123  8．8％   156  19．3％   44  25．1％   323  13．5％   

放射線治療   1  0．1％   0  0．0％   0  0．0％   1  0．0％   

吸引（1日1■－7回）   53  3．8％   51  6．3％   之2  1Z．6％   126  5．3％1   

輸血   1  0．1％   1  0．1％   0  0．0％   2  0．1％   

緩和ケア   0  0．0％   4  0．5％   0．6％   5  0．2％   

療病コントロール   23  1．6％   34  4．2％   3  1．7％   60  2．5％   

膜胱留置カテーテル   48  3．4％   81  10．0％   35  20．0％   154  6．9％   

血糖チエツウ（週1回～1日2回）   26  1．9％   23  乙9％   7  4．0％   56  2．3％   

37  4－6％   4  2．3％   64  2．7％  インシュリン皮下注射  23  1．6％  

（注）†は平成1・7年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7，649）  
処置・治療（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

抗がん剤療法   2  0．0％  3  0．1％   0  0．0％   5  0．1％   

胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の処置   S26  11．7％   603  22，4％   125  26．2％  1．254  16．4％   

放射線治療   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0，0％   

吸引（1日1～7回）   421  9．4％   379  14．1％   126  26．4％   926  12．1％   

輸血   2  0．0％   3  0．1％   3  0．6％   8  0．1％   

緩和ケア   39  0．9％   53  2．0％   18  3．8％   110  1．4％   

痔痛コントロール   72  1．6％   71  乙6％   9  1．9％   152  2．0％   

膜胱留置カテーテル   185  4．1％   304  11．3％   139  29．1％   628  8．2％   

血糖チエツウ（週1回～1日2回）   187  4．2％   119  4．4％   22  4．6％   328  4，3％   

98  3．6％   15  3．1％   229  3．0％  インシュリン皮下注射  116  2．6％  

平成18年度調査（∩＝2，386）  
状態の安定性（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

個室における管理が必要   17  1．2％   31  3．8％   15  8．6％   63  2．6％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  
18  1．3％   43  5．3％   46  26．3％   

が再燃した  
107  4．5％   

12  1．5％   12  6．9％   31  1．3％  末期の疾患であり余命が6ケ月以下である  7  0．5％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7，649）  
状態の安定性（複数回答）  

医療区分・1  医療区分2  医療区分3  合計   

絶対安静   8   0．2％   ヰ0   1．5％   70  14，7％   118  1．5％   

個室における管理が必要   14   0．3％   31   1．1％   39   8．2％   84  1．1％   

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題  
69   1．6％   118   4．3％   121  25．4％   308  4．0％   

が再燃した  

7   0．3％   2．3％   20  D．3％  末期の疾患であり余命が6ケ月以下である  2  0．0％      四  
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平成18年度調査（n＝2．386）  

栄養摂取の方法（複数回答）  
医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0  0．0％   0  0．0％   27  15，4％   27  1．1％   

末梢静脈栄養   9  0．6％   33  4．1％   65  37．1％   107  4．5％   

経菅栄葺   283  20．2％   284  35．之％   66  37．7％   633  26．5％1   

308  38．2％   138  78．9％   735  30．8％  いずれか1つ以上該当  289  20．6％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7，649）  
栄養摂取の方法（複数回答）  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

中心静脈栄養   0   0．0％   0   0．0％   80  16．8％   80  1．0％   

末梢静脈栄養   25   0．6％   70   2．6％   100  21．0％   195  2．5％   

経菅栄養   1′103  24．9％  1，158  42．3％   216  45．3％  2′477  32．4％   

362  75．9％  2．706  32．4％  いずれか1つ以上該当  1126  25．4％  1218  44．5％  

平成18年度調査（n＝1β77）  
リハビリテwションを要す状態   

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0  0．0％   3  0．5％   0  0．0％   3  0．2％   

15日から30日以下   0  0．0％   5  0．8％   2  1．7％   7  0．4％   

31日から90日以下   10  0．9％   4  0．6％   5  4．2％   19  1．0％   

91日から180日以下   43  3．9％   30  4．6％   8  6．7％   81  4．3％   

181日以上   1′04Z  94．3％   609  93．3％   104  87．4％  1′755  93．5％†   

2  0．3％   0  0．0％   12  0．6％  無回答  10  0．9％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

リハビリテーションを要す状態   
平成17年度調査（n＝4β92）  

発症してからの日数  医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

14日以下   0   0．0％   32   1．8％   2   0．8％   34  0．7％   

15日から30日以下   0   0．0％   27   1．6％   5   2．1％   32  0．6％   

31日から90日以下   74   2．5％   47   2．7％   7   2．9％   128  2．6％   

91日から180日以下   134   4．4％   90   5．2％   12   5．0％   236  4．7％   

181日以上   2．703  89．5％  1．483  85．6％   209  87．1％  4′395  88．0％   

5   2．1％   167  3．3％  無回答  108  3．6％  54  3．1％  

平成18年度調査（n＝2．386）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   132  9．4％   54  6．7％   12  6．9％   198  臥3％   

限定的な自立   145  10．3％   78  9／7％   13  7．4％   236  9．9％   

軽度の障害   149  10．6％   78  9．7％   12  6．9％   239  10．0％   

中程度の障害   338  24．1％   156  19．3％   23  13．1％   517  21．7％   

重度の障害   506  36．0％   337  41．8％   71  40．6％   914  38．3％   

意鼓障害者   128  9．1％   101  12．5％   44  25．1％   273  11．4％1   

3  0．4％   0  0．0％   9  0．4％  無回答  6  0．4％  

（注）†は平成17年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの   

左端の＊印の項目は、別紙1の共通病院での比較と傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）  

平成17年度調査（n＝7．649）  
日常の意思決定を行うための認知能力  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  合計   

自立   344  7．7％   133  4．9％   20  4．2％   497  6．5％   

限定的な自立   442  9．9％   165  6．1％   15  3．1％   622  8．1％   

軽度の障害   459  10．2％   225  8．4％   23  4．8％   707  9．2％   

中程度の障害   1．066  23．8％   549  20．4％   54  11．3％  1．669  21．8％   

重度の障害   1′610  35．9％  1′076  40．0％   162  34．0％  2′848  37．2％   

意識障害者   535  11．9％   528  19．6％   199  41．7％  1′262  16．5％   

17  0．6％   4  0．8％   44  0．6％  無回答  23  0．5％  

∫ 



平成18年鹿「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《介護療養病床のみを有する病院の調査 集計結果速報》   

介護療養病床（介護保険適用病床）のみを有する病院（16病院）を対象に、入院患者像について患者特性調査を行った。  
集計対象：療養型介護療養施設サービス費を算定している患者  

1ADL区分・医療区分、認知機能障害加算の状況  

ADL区分   医療区分1  医療区分2  医療区分3  計  医療区分1  医療区分2  医療区分3  計   

ADL区分3   25．1％  28．5％  6．8％  60．4％   589   668   159  1′416   

ADL区分2   19．3％  11．3％  1．0％  31．6％   453   265   23   741   

2フ％（認）  1．1％（認）   64（認）  25（認）   
AD」区分1  0．2％  8．0％  4   187  

2，8％  1．2％  65   29   

計   50．0％  42．1％  7．9％  100．0％   1′171   987   186  2′3年4   

無回答∩＝14   

2 医療区分採用項目  

医療区分採用項目   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

スモン   0  0．0％   0  0．0％   1  0．5％   1  0．0％   

24時間の監視・管理   0  0．0％   0  0．0％   17  8．9％   17  0．7％   

中心静脈栄養   0  0．0％   0  0．0％   14  7．3％   14  0．6％   

24時間持続点滴   0  0．0％   0  0．0％   97  50．8％   102  4．3％   

人工呼吸器（レスピレーター）   0  0．0％   0  0．0％   2  1．0％   2  0．1％   

ドレーン法・胸腹腔洗浄   0  0．0％   0  0．0％   3  1．6％   3  0．1％   

気管切開・気管内挿管＜発熱を伴う＞   0  0．0％   0  0．0％   12  6．3％   12  0．5％   

酸素療法   0  0．0％   0  0．0％   59  30．9％   59  2．5％   

感染隔離室   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

多発性硬化症   0  0．0％   3  0，3％   0．5％   4  0．2％   

パーキンソン病関連疾患   0  0．0％   132  13．3％   15  7．9％   147  6．2％   

その他神経難病   0  0．0％   13  1．3％   2  1．0％   15  0．6（沌   

神経難病以外の難病   0  0．0％   6  0．6％   0  0．0％   6  0．3％   

脊髄損傷＜四肢麻痺がみられる＞   0  0．0％   3  0．3％   2  1．0％   5  0．2％   

肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（⊂OPD）   0  0．0％   26  2．6％   9  4．7％   35  1．5％   

悪性腫瘍＜療病コントロールが必要＞   0  0．0％   2  0．2％   0  0．0％   2  0．1％   

肺炎   0  109  11．0％   46  24．1％   155  6．6％   

尿路感染症  0  95  14  109  4．6％   

創感染  0  9  4  13  0．6％   

リハビリテーション  0  14   2  16  0．7％   

脱水  0  52  25  77  3．3％   

体内出血  0  9  7  16  0．7％   

嘔吐  0  23   12   35  1．5％   

祷瘡  0  73  15  88  

うっ血性潰瘍  0  0  0  0  

せん妄  0  24   2  26   

うつ状態  0  142  14．3％  8  150  6．4％   

暴行  0  69  4  73  

透析  0  0  0  0  

経鼻胃管■胃痩の経腸栄養＜発熱または嘔  0  122   40   162   
吐を伴う＞  

嗜癖吸引（1日8回以上）  0  234  23．6％   58  30．4％   292  1乙4％   

気管切開・気管内挿管  0  54  5．4％   19  73  3．1％   

血糖検査（1日3回以上）  0  12  1．2％  3  15  0．6％   

皮膚の潰療のケア  0  93  9．4％  17   110  4．7％   

創傷処置  0   214  216％   16  84％   230  9．8％  



3 入退院の状況  

調査病棟に入院する前の状況   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

1．自宅（家族等との同居も含む）   128  10．9％   91  9．2％   20  10．5％   239  10．1％   
2．グループホーム   14  1．2％   12  1．2％   0  0．0％   26  1．1％   
3．有料老人ホーム   2  0．2％   0  0．0％   1  0．5％   3  0．1％   

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）   2  0．2％   3  0．3％   0  0．0％   5  0．2％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）   20  1．7％   15  1．5％   5  2．6％   40  1．7％   

6．介建老人保健施設   93  7．9％   84  8．5％   11  5．8％   188  8．0％   

7．他の医療機関の一般病床   694  59．0％   617  62．3％   125  65．4％  1．436  60．9％   

8．他の医療機関の医療保険適用療養病床   114  9．7％   94  9．5％   18  9．4％   226  9．6％   

9．他の医療機関の介護保険適用療養病床   54  4．6％   31  3．1％   6  3．1％   91  3．9％   

10．他の医療機関のその他の病床（精神病  

床等）   

33  2．8％   25  2．5％   3  1．6％   61  2．6％   

11．わからない   13  1．1％   9  0，9％   0  0．0％   22  0．9％   

無回答   9  0．8％   10  1．0％   2  1．0％   21  0．9％  

調査病棟に入院した背景（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

急性期状態が安定   669  56．9％   610  61．6％   127  66，5％  1．406  59．6％   
疾病の急性憎悪   131  11．1％   76  7．7％   14  7．3％   221  ■ 9．4％   

継続的高度医療管理が必要   83  7．1％   149  15．0％   25  13．1％   257  10．9％   
継続的なリハビリが必要   402  34．2％   331  33．4％   56  29．3％   789  33．5％   
他施設の空きがない   51  4．3％   32  3．2％   4  2．1％   87  3フ％   
自宅の体制が整わない   184  15．6％   110  11．1％   17  8．9％   311  13．2％   

本人、家族等が希望   810  68．9％   737  74．4％   119  62．3％  1666  70．7％  

退院先の見通し   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

1．自宅（家族等との同居も含む）   41  11．3％   24  8．2％   1  1．9％   66  9．3％   
2．グループホーム   21  5．8％   4  1．4％   1．9％   26  3．7％   
3．有料老人ホーム   1  0．3％   1  0．3％   2  3．8％   4  0．6％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   2  0．6％   4  1．4％   0  0．0％   6  0．8％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）   153  42，3％   97  33．3％   3  5．7％   253  35．8％   

6．介護老人保健施投   51  14．1％   30  10．3％   3  5．7％   84  11．9％   

7．他の医療機関の一般病床   5  1．4％   12  4．1％   10  18．9％   27  3．8％   

8．他の医療機関の療養病床   79  21．8％   101  34．7％   14  26．4％   194  27．5％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   6  2．1％   1  1．9％   7  1．0％   

10．その他   2  0．6％   3  1．0％   9  17．0％   14  2．0％   
無回答   7  1．9％   9  3．1％   9  17．0％   25  3．5％  

2   



退院の見通し   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

1．90日以内に退院できる見通し   18  1．5％   13  1．3％   1  0．5％   32  1．4％   

2．90日以内に退院できる見通しはないが、今  

後受け皿が整備されれば退院できる   
331  28．1％   235  23．7％   24  12．6％   590  25．0％   

3．悪化して転院・死亡する見通し   13  1．1％   43  4．3％   28  14．7％   84  3．6％   

4．退院（転院）の見通しはない   797  67．8％   694  70．0％   138  72．3％  1．629  69．1％   

無回答   17  1．4％   6  0．6％   0  0．0％   23  1．0％  

退院先の見通し（「1．90日以内に退院でき  医療区分1  医療区分2  医療区分3  
る見通し」の回答者）  

全 体   

1．自宅（家族等との同居も含む）   11  61．1％   5  38．5％   0  0．0％   16  50．0％   

2．グループホーム   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

3．有料老人ホーム   0  0．0％   0  0．0％   1  100．0％   1  3．1％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）   3  16．7％   2  15．4％   0  0．0％   5  15．6％   

6．介護老人保健施設   5．6％   2  15．4％   0  0．0％   3  9．4％   

7．他の医療機関の一般病床   之  11．1％   1  7．7％   0  0．0％   3  9．4％   

8．他の医療機関の療養病床   1  5．6％   2  15．4％   0  0．0％   3  9．4％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   1  7．7％   0  0．0％   1  3．1％   

0  0．0【姑   0  0．0％   0  0．0％  10．その他  0  0．0％  

退院先の見通し（r2．今後受け皿が整備さ  
れれば退院できる」の回答者）   

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

1．自宅（家族等との同居も含む）   30  9．1％   17  7．2％   0  0．0％   47  8．0％   

2．グループホーム   21  6．3％   4  1フ％   1  4．2％   26  4．4％   

3．有料老人ホーム   0．3％   0  0．0％   1  4．2％   2  0．3％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   2  0．6％   4  1．7％   0  0．0％   6  1．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）   150  45．3％   95  40．4％   3  12．5％   248  42．0％   

6．介護老人保健施設   50  15．1％   28  11．9％   3  1之．5％   81  13．7％   

7．他の医療機関の一般病床   1  0．3％   0  0．0％   0  0．0％   1  0．2％   

8．他の医療機関の療養病床   68  20．5％   81  34．5％   14  58．3％   163  27．6％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   0．4％   0  0．0％   1  0．2％   

10．その他   0．3％   0  0．0％   0  0．0％   1  0．2％   

無回答   7  2．1％   5  2．1％   2  8．3％   14  乙4％  

ウ
リ
 
 
 



退院先の見通しく「3．悪化して転院・死亡す  医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   
る見通し」の回答者）  

1．自宅（家族等との同居も含む）   0  0．0％   2  4．7％   1  3．6％   3  3．6％   

2．グループホーム   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

3．有料老人ホーム   0  0．0％   1  2．3％   0  0．0％   1  1．2％   

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

6▲介護老人保健施設   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

7．他の医療杜関の一般病床   2  15．4％   11  25．6％   10  35．7％   23  27．4％   

8．他の医療機関の療養病床   10  76．9％   18  41．9％   0  0．0％   28  33．3％   

9．他の医療機関のその他の病床   0  0．0％   4  9．3％   1  3．6％   5  6．0％   

10．その他   7．7％   3  7．0％   9  32．1％   13  15．5％   

無回答   0  00％   4  9．3％   7  25．0％   11  13．1％  

4その他の患者状態像（医療区分採用項目以外）  

疾患（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 休   

糖尿病   162  13．8％   125  12．6％   25  †13．1％   312  13．2％   

不整脈   50  4．3％   54  5．4％   9  4．7％   113  4．8％   

うっ血性心不全   38  3．2％   46  4．6％   5  2．6％   89  3．8％   

高血圧症   238  20．2％   166  16．8％   25  13．1％   429  18．2％   

虚血性心疾患   38  3．2％   49  4．9％   9  4．7％   96  4．1％   

大腿骨頚部骨折   91  7．7％   73  7．4％   15  7．9％   179  7．6％   

脊椎圧迫骨折   35  3．0％   50  5．0％   5  2．6％   90  3．8％   

その他の骨折   31  2．6％   26  2．6％   5  2．6％   62  2．6％   

関節リウマチ   20  1．7％   11  1．1％   2  1．0％   33  1．4％   

アルツハイマー病   97  8．2％   101  10．2％   23  12．0％   221  9．4％   

失言吾症   112  9．5％   93  9．4％   22  11．5％   227  9．6％   

脳性麻痺   4  0．3％   2  0．2％   0  0．0％   6  0．3％   

脳梗塞   498  42．3％   448  45．2％   87  45．5％  1′033  43．8％   

脳出血   203  17．3％   143  14．4％   31  16．2％   377  16．0％   

アルツハイマー病以外の認知症   432  36．7％  300  30．3％   44  23．0％   776  32．9％   

片側不全麻痔／片麻痔   223  19．0％   176  17．8％   21  11．0％   420  17．8％   

四肢麻痩   81  6．9％   100  10．1％   24  12．6％   205  8．7％   

脊髄損傷   1  0．1％   9  0．9％   2  1．0％   12  0．5％   

喘息   24  2．0％   17  1．7％   6  3．1％   47  2．0％   

がん（悪性腫瘍）   34  2．9％   36  3．6％   10  5．2％   80  3．4％   

腸閉塞（イレウス）   7  0．6％   3  0．3％   6  3．1％   16  0．7％   

腎不全   27  2，3％   28  2．8％   9  4．7％   64  2．7％   

肝不全   7  0．6％   3  0．3％   2  1．0％   12  0．5％   

急性心不全   0．1％   2  0．2％   0．5％   4  0，2％   

慢性心不全   107  9．1％   95  9．6％   24  12．6％   226  9．6％   

76  7．7％   17  8．9％   141  6．0％  仮性球麻痔  48  41％  

4   



感染症（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 イ本   

抗生物質耐性菌感染（たとえばMRSA）   10  0．9％   15  1．5％   6  3．1％   31  1．3％   

後天性免疫不全症候群（HIV感染含む）   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上気道感染   19  1．6％   56  5．7％   12  6．3％   87  3．7％   

敗血症   0．1％   5  0．5％   1  0．5％   7  0．3％   

多剤耐性結核   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

上記以外の結核   0－1％   1  0．1％   0  0．0％   2  0．1％   

ウイルス性肝炎   9  0．8％   10  1．0％   2  1．0％   21  0．9％   

皮膚の感染症   17  1．4％   19  1．9％   3  1．6％   39  1．7％   

急性胆嚢炎   0．1％   2  0．2％   3  1．6％   6  0．3％   

急性腹膜炎   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

急性謄炎   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％  

問題状況（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

妄想   33  2．8％   57  5．8％   3  1．6％   93  3．9％   

発熱   23  2．0％   151  15．2％   58  30．4％   232  9．8％   

幻覚   22  1．9％   28  2．8％   0  0．0％   50  2．1％   

嘔吐   0  0．0％   23  2．3％   12  6．3％   35  1．5％   

胸水   6  0．5％   7  0．7％   4  2．1％   17  0．7％   

腹水   1  0．1％   2  0．2％   1  0．5％   4  0．2％   

高カルシウム血症（10．   0  0．0％   1  0．1％  5mg O  0．0％   1  0．0％   

悪疫質（癌を伴う）   2  0．2％   0  0．0％   0  0．0％   2  0．1％   

消化管の通過障害（癌を伴う）   0  0．0％   2  0．2％   2  1．0％   4  0．2％  

処置・治療（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

抗がん剤療法   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   0  0．0％   

胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の処置   162  13．8％   228  23．0％   49  25．7％   439  18．6％   

放射線治療   0  0．0％   1  0．1％   1  0，5％   2  0．1％   

吸引（1日1～7回）   92  7．8％   95  9．6％   22  11．5％   209  8．9％   

輸血   0  0．0％   0  0．0％   1  0．5％   1  0．0％   

緩和ケア   9  0．8％   3  0．3％   2  1．0％   14  0．6％   

痺痛コントロール   14  1．2％   16  1．6％   0．5％   31  1．3％   

膀胱留置カテーテル   41  3．5％   89  9．0％   37  19．4％   167  7．1％   

血糖チェツウ（過1回～1日2回）   40  3．4％   38  3．8％   10  5．2％   88  3フ％   

インシュリン皮下注射   45  3．8％   36  3．6％   7  3．7％   88  3．7％  
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状態の安定性（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 休   

個室における管理が必要  5  0．4％   12  1．2％   11  5．8％   28  1．2％  

急性症状が発生したり再発性や慢性の問題が  

再燃した  
23  2．0％   44  4．4％   39  20．4％   106  4．5％   

末期の疾患であり余命が6ケ月以下である   2  0．2％   2  0．2％   12  6．3％   16  0．7％  

栄養摂取の方法（複数回答）   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

中心静脈栄葦   0  0．0％   0  0．0％   14  7．3％   14  0．6％   

末梢静脈栄養   8  0．7％   23  2．3％   74  38．7％   105  4．5％   

経菅栄養   318  27．0％   475  47．9％   96  50．3％   889  37．7％   
いずれか1つ以上該当   325  27．6％   488  49．2％   157  82．2％   970  41．1％  

リハビリテーションを要す状態  
発症してからの日数   

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 休   

14日以下   0  0．0％   9  1．4％   2  2．0％   11  0．7％   

15日から30日以下   0  0．0％   5  0．8％   0  0．0％   5  0．3％   

31日から90日以下   14  1．8％   16  2．4％   3  3．0％   33  2．2％   

91日から180日以下   21  2．8％   18  2．7％   5  5．0％   44  2．9％   

181日以上   722  94．9％   614  92．2％   88  87．1％  1．424  93．2％   

無回答   4  0．5％   4  0．6％   3  3．0％   11  0．7％  

日常の意思決定を行うための認知能力   医療区分1  医療区分2  医療区分3  全 体   

自立   60  5．1％   48  4．8％   5  2．6％   113  4．8％   

限定的な自立   111  9．4％   49  4．9％   3  1．6％   163  6．9％   

軽度の障害   119  10．1％   65  6．6％   10  5．2％   194  8．2％   

中程度の障害   260  22．1％   191  19．3％   18  9．4％   469  19．9％   

重度の障害   489  41．6％   449  45．3％   102  53．4【姑  1．040  44．1％   

意識障害者   111  9．4％   175  17．7％   50  26．2％   336  14．2％   

無回答   26  2．2％   14  1．4％   3  1．6％   43  1．8％  
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平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《タイムスタディ調査 集計結果速報》  

1患者1人1日当り総ケア時間  

■医療療養病棟における患者1人1日当り総ケア時間（平均）  

平成18年度調査   平成16年度調査   

患者数   1．550人   1，666人   

総ケア時間   209分   177分   

（再掲）間接ケア時間   28分   26分   

（再掲）個別ケア時間   181分   150分   

※平成16年度調査と平成18年度調査に共通する33病院について、集計比較を行ったもの。  

平成16年度調査は、療養病棟入院基本料及び特殊疾患療養病棟入院基本料を算定している病棟を対  

象とした。  

※間接ケア時間は、「食事・休憩等」と「病棟外の活動」の時間を除く、「会議・研修等」、「定期的書類作成」、  

「管理・運営」、「病棟維持・管理」の時間とした。  

個別ケア時間は、調査対象病棟の各患者のケアに要した時間とした。  

t個別ケア時間の特種別内訳  

平成18年度調査   平成16年度調査   

個別ケア時間   181分   150分   

（再掲）医師   5分   3分   

（再掲）看護師   36分   31分   

（再掲）准看護師   42分   33分   

（再掲）看護補助者 75分   65分   

（再掲）リハスタップ   13分   11分   

（再掲）その他職種   10分   6分  



■患者1人1日当り撮種別人件費重み付けケア時間  

平成18年度調査   平成16年度調査   

個別ケア時間   151分   121分   

（再掲）医師   15分   10分   

（再掲）看護師   36分   31分   

（再掲）准看護師   37分   27分   

（再掲）看護補助者   44分   38分   

（再掲）リハスタッフ   10分   9分   

（再掲）その他職種   8分   5分   

※職種別人件費重み付けケア時間は、患者1人1日当りの個別ケア時間に職種別の人件費の相対比を乗じ  

て算定した。平成18年度と平成16年度の職種別人件費の相対比は、下表のとおりとした。  

職種別人件費の相対比  
H18  H16  

職種  人件費  相対比   人件費  相対比   
（円／時間）  （円／時間）  

医師   7′631円   3．35  7．352円   2．95   

看護師   2′276円   1．00  2．488円   1．00   

准看護師   1′997円   0．88  2，023円   0．81   

看護補助者   1′349円   0．59  1′454円   0．由   

・）ハスタッフ（PT．OT．ST）   1′802円   0．79  之．046円   0．8之   

その他職種（MSW，薬剤師，栄養士．その他）   1．808円   0．79  2′139円   0．86  



2 患者分類（11区分）別のケア時間の状況  

■患者分類（11区分）別の患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間（リハスタツフ分を除く）  

平成16年度  調査  単位：分  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

AD」区分3  111   124   164   130   

ADL区分2  102   115   155   109   

88（認）  98（認）   

AD」区分1  116   85  

77   89   

全体   97   114   158   112   

平成18年度  調査              単位：分  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  130   148   197   161   

AD」区分2  112   130   169   127   

84（認）  106（認）   

ADし区分1  13434 101  

84   117   

全体   109   127   190   141  

※リハスタッフ分を除いた患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間である。  

■患者分類（11区分）別の患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間の相対比  

平成16年度調査  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  0．993   1．108   1．462   1．163   

AD」区分2  0．912   1．028   1．383   0．978   

0．785   0．872   
AD」区分1  1．037   0．761  

0．690   0．800   

全体   0．866   1．D22   1．408   1．000   

平成18年度調査  

医療区分1  医療区分2  医療区分a  全体   

ADL区分3  0．920   1．050   1．396   1．140   

ADL区分2  0．793   0．925   1．195   0，904   

0．592   0．752   
AD」区分1  0．953   0．713  

0．594   0．833   

全体   0，772   0，904   1．344   1．000   

※最大値と最小値に網掛け  

■患者分類（11区分）別の患者数分布  

平成18年度調査  単位：％  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

AD」区分3  8．8   28．7   17．6   55．1   

ADL区分2  10．9   13．1   3．2   27．2   

2，3   2，5   
AD」区分1  1．1   17．7  

6．3   5．6   

全体   28．3   49．9   21．9   100．0  

平成16年度調査  単位：％  

直療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  13．9   17．5   11．1   42．5   

ADL区分2  18．5   11．1   1．7   31．3   

3．7   1．9   
ADL区分1  1．5   26．2  

13．2   5．8   

全休   49．4   36．3   14．3   100．0   
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3医師による直接医療提供頻度及び看護師による直接看護提供頻度別ケア時間  

■H18年度 医師による直接医療提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間  
（分）   

Ⅰ31医師医療提供頻度 指示ほとんどなし  40．4   22．8   129   6．8   160   24．3  122   

Ⅰ32 医師医療提供頻度 遇1回程度   45．9   108   46．4   138   35．7   162   43．9  133   

Ⅰ33 医師医療提供頻度 週2－3匡l程度   7．8   121   23．0   144   30．7   204   20．4  162   

Ⅰ34 医師医療提供頻度 毎日   1．1   ‖8   4．5   180   17．7   209   6．5   194   

Ⅰ35 医師医療提供頻度1日数回   0．0  0．3   751  1．8   224   0．5   187   

Ⅰ36 医師医療提供頻度 24時間体制   0．0  0．0  5．3   261   1．2  261   

全休   100．0   109   100．0   138   100．0   190   10P．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  

■H16年度 医師による直接医療提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％   
ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

Ⅰ31医師医療提供頻度 指示ほとんどなし  53．8   89   32．9   105   8．8   122   39．8   95   

Ⅰ32 医師医療提供頻度 週1回程度   35．8   104   47．1   113   29．8   143   39．1  112   

Ⅰ33 医師医療提供頻度 週2－3同程度   8．4   116   15．5   129   33．2   163   14．5  136   

Ⅰ34 医師医療提供頻度 毎日   0．9   89   2．8   149   16．4   171   3．8   156   

Ⅰ35 医師医療提供頻鷹1日数回   0．0  0．5   233   4．2   207   0．8  213   

Ⅰ36 医師医療提供頻度 24時間体制   0．2   189   0．7   119   7．6   174   1．4   166   

全体   100．0   97   100．0   114   100．0   158   100．0  112   

r   



■H18年度 看護師による直接看護提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％  ケア時間  
（分）   

Ⅰ41看護提供頻度 定時の観察のみ   51．1   105   23．7   122   7，4   154   27．9  115   

142 看護提供頻度 定時以外1日1回一致回  41，1   112   48．1   142   36．9   180   43．7  141   

Ⅰ43 看護提供頻度 頻回の観察   5．5   120   19．3   153   36．0   192   19．D  166   

Ⅰ44 看護提供頻度 24時間観察   1．8   106   8．9   124   19．5   212   9．2   164   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  

■H16年度 看護師による直接看護提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％   
ケア時間  

ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  （分）   

Ⅰ41看護提供頻度 定時の観察のみ   62，9   90   36．0   98   10．1   121   45．6  93   

Ⅰ42 看護提供頻度 定時以外1日1回～数回  31．0   107   50．2   119   39．5   152   39．2  119   

Ⅰ43 看護提供頻度 頻回の観察   4．7   121   10．1   146   31．9   167   10，6  150   

Ⅰ44 看護提供頻度 24時間観察   0．6   117   3．1   121   18．5   172   4．1   154   

全体   100．0   97   10D．0   114   100．0   158   100．0  112   

b   



4記憶に関する状態別のケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％   ・ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅱ1意敵陣害者である   8．0   115   22．6   145   32．7   195   20．7  159   

Ⅱ4a－fせん妄の兆候がみられる   0．0  8．0   153   47．1   253   6．5   198   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注1）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  

（注2）「せん妄の兆候」は、以下の6項目のうち「この7日間は通常の状態と異なる」に該当する項目が1つ以上ある場合とした。  
a／注意がそらされやすい／b．周囲の環境に関する認識が変化する／c．支離滅裂な会話が時々ある／  
d．落ち着きがない／e．無気力／f■．認知能力が1日の中で変動する  

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

Ⅱ1意識障害者である   8．7   116   20．2   124   43．7   169   17．9  138   

Ⅱ4aイせん妄の兆候がみられる   0．0  2．3   136   3．8   139   1．4  137   

全体   100．0   97   100，0   114   100．0   158   100．0  112   

（注）「せん妄の兆候」は、以下の6項目のうち「この7日間は通常の状態と異なる」に該当する項目が1つ以上ある場合とした。  
a．注意がそらされやすい／b．周囲の環境に関する認識が変化する／c．支離滅裂な会話が時々ある／  
d．落ち着きがない／e．無気力／f■．認知能力が1日の中で変動する  

1F －   



5 気分と行動に関する状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  （分）   

Ⅳla－gうつ状態（回答点数合計が4点以上）  0．0  15．5   124   1．5   206   8．1   127   

Ⅳ2a問題行動 彿錮が毎日   1．1   105   2．8   129   0．3   153   1．8  125   

Ⅳ2b問題行動 暴言が毎日   1．1   127   4．7   120   1．2   201   2．9  128   

Ⅳ2c問題行動 暴行が毎日   0．0  4．3   122   0．9   174   2．3  127   

Ⅳ2d問題行動 不適当行為が毎日   2．3   152†  6．0   129   1，5   227   3．9   141   

Ⅳ2e問題行動 ケア抵抗が毎日   2．7   136   6．9   127   4．4   222   5．2  146   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注1）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  

（注2）「うつ状態」は、以下の7項目の回答点数（1点：3日間のうち1・2日観察された／2点：3日間のうち毎日観察された）の合計が4点  
以上の場合とした。  
a．否定的な言葉を言った／b．自分や他者に対する継続した怒り／c．現実には起こりそうもないことに対する恐れを表現した／  
d．健康上の不満を繰返した／e．たびたび不安、心配事を訴えた／r．悲しみ、苦悩、心配した表情／g．何回も泣いたり涙もろい  

1H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅳ1a－gうつ状態（回答点数合計が4点以上）  0．0  12．2   113   5．0   144   5．2  117   

Ⅳ2a問題行動 排掴が毎日   2．4   103   1．8   125   0．0  †．9  110   

Ⅳ2b問題行動 暴言が毎日   1．3   103   3．5   129   2．1   134   2．2   122   

Ⅳ2c問題行動 暴行が毎日   0．0  2．6   132   1．3   186   1，1   141   

Ⅳ2d問題行動 不適当行為が毎日   3．0   104   4．0   116   1．7   145   3．2   112   

Ⅳ2e問題行動 ケア抵抗が毎日   1．8   126   4．6   125   2．9   163   3．0  130   

全体   100．0   97   100．0   114   100，0   158   100．0  112   

（注）「うつ状態」は、以下の7項目の回答点数（1点：3日間のうち1・2日観察された／2点：3日間のうち毎日観察された）の合計が4点以上の  
場合とした。  
a．否定的な言葉を言った／b．自分や他者に対する継続した怒り／c．現実には起こりそうもないことに対する恐れを表現した／  
d．健康上の不満を繰返した／e．たびたび不安、心配事を訴えた／f■．悲しみ、苦悩、心配した表情／g．何回も泣いたり涙もろい  
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6疾患の状態別ケア時間  

■H18年鹿  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％   
ケア時間 （分）  割合％   

ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   
ケア時間  

（分）   

Ⅵ1a疾患 糖尿病   15．5   108   17．7   151   13．0   211   16，1  150   

Ⅵ1b疾患 不整脈   6．2   108   3．6   160   4．7   180   4．6  145   

Ⅵ1c疾患 うっ血性心不全   3．7   100   3．4   172   5．6   218   3．9   167   

Ⅵ1d疾患 急性心不全   0．5   139†  0．3   1001  0．3   385   0．3  173   

Ⅵ1e疾患 饅性心不全   11．0   118   9，4   139   16．5   188   ‖．4  149   

Ⅵ1f疾患 高血圧症   25．1   105   19．7   141   12．4   184   19．6  134   

Ⅵ1g疾患 虚血性心疾患   5．7   111   3．9   141   2．9   224   4．2  142   

Ⅵ1h疾患 大腿骨頚部欄折   8．2   111   6．9   136   3．5   221   6．5   137   

Ⅵ1i疾患 脊椎圧迫サ折   1．6   103   2．7   112   2．4   197   2．3   129   

Ⅵ1j疾患 その他の甘折   3．9   132   1．3   133   1．2   193   2．0  140   

Ⅵ1k疾患 関節リウマチ   1．4   120   2．8   118   1．5   249   2．1   138   

Ⅵ11疾患 アルツハイマー病   2．7   131   3．6   157   4．1   219   3．5   167   

Ⅵ1m疾患 失語症   8．4   106   7．2   138   8．3   189   7．8   140   

Ⅵ1n疾患 脳性麻痔   0．0  0．9   159   0．6   143   0．6   155   

Ⅵ10疾患 脳梗塞   43．2   111   33．8   143   38．6   195   37．5  144   

Ⅵ1p疾患 脳出血   20．5   115   16．6   140   18．3   185   18．1  142   

Ⅵ1q疾患 アルツハイマー病以外の認知症  18．3   120   21．2   135   8．3   215   17．5  139   

Ⅵ1r疾患 片側不全麻痺／片麻痔   21．2   109   9．4   146   8．3   175   12．5  132   

Ⅵ1s疾患 多発性硬化症   0．0  0．5   931  0．3   162   0．3   106   

Ⅵ1t疾患 パーキンソン病関連疾患   0．0  14．1   132   10．6   199   9．4  149   

Ⅵ1u疾患 四肢麻ヰ   5．5   117   9．1   143   10．9   195   8．5   153   

Ⅵ1v疾患 仮性球麻痺   18．0   120   16．9   139   21．8   203   18．3  150   

Ⅵ1w疾患 スモン   0．0  0．0  0．6   232   0．1   232   

Ⅵ1x疾患 その他の神経難病   0．0  3，6   135   2．4   202   2．3   150   

Ⅵ1y疾患 神経難病以外の難病   0．0  5．2   122   2．1   183   3．0   131   

Ⅵ1z疾患 脊髄損傷   4．3   127   3．9   148   0．9   311   3．4   150   

Ⅵ1zu疾患 脊髄損傷（四肢麻痺が伴う）   0．0  1．7   150   0．3   305   0．9   161   

Ⅵ1aa疾患 喘息   1．8   105   3．1   156   4．1   158   3．0  148   

Ⅵ1ab疾患 肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（CO  0．0  2．5   119   8．6   167   3．1   148   

Ⅵ1ac疾患 がん（悪性腫瘍）   5．0   114   4．9   140   6．8   195   5．4  148   

Ⅵ1acx疾患 がん（痔痛コントロールが必要）  0．0  1．3   148   0．6   223   0．8   160   

Ⅵ1ad疾患 腸閉塞   0．7   142†  0．8   130   2．7   178   1．2   156   

Ⅵ1ae疾患 腎不全   3．4   107   4．5   182   5．0   210   4．3  172   

Ⅵ1af疾患 肝不全   0．5   108   0．1   931  0．0  0．2   103   

Ⅵ2a感染症 抗生物質耐性菌感染（たとえば  1．6   138†  乙7   173   10．9   183   4．2   175   

Ⅵ2b感染症 後天性免疫不全症候群（HⅣ感一  0．0  0．0  0．3   163   0．1   163   

Ⅵ2c感染症 肺炎   0．0  10．6   147   26，5   206   11．1  178   

Ⅵ2d感染症 上気道感染   1．1   141T  3．5   145   4．4   212   3．0  166   

Ⅵ2e感染症 敗血症   0．2   160†  0．0  0．9   204   0．3   193   

Ⅵ2f感染症 多剤耐性結核   0．0  0．0  0．0  0．0  

Ⅵ2g感染症 上‡己以外の結核   0．2   87   0．4   152   0．0  0．3   136   

Ⅵ2h感染症 尿路感染症（過去30日間）   0．0  10．1   159   9．1   243   7．0   183   

Ⅵ2i感染症 ウイルス性肝炎   1．4   131   0．8   171   0．0  0．8   151   

Ⅵむ感染症 急性胆嚢炎   0．5   138   0．3   204†  1．8   181   0．6   177   

Ⅵ2k感染症 急性腹膜炎   0．0  0．0  0．0  0．0  

Ⅵ21感染症 急性膵炎   0．0  0．1   1061  0．3   1281  0．1   117   

Ⅵ2m感染症 創感染   0．0  1．7   133  1．5   187   1．2   148   

Ⅵ2n感染症 皮膚の感染症   0．2   148†  1．8   161   2．7   249   1．5   193   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医凍区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの∩  

8   



■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％・  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間   割合％  ケア時間   割合％   ケア時間  
（分）  （分）  （分）   

Ⅵ1a疾患 糖尿病   16．2  100  16，4  115  12．2  156  15．7  112   

Ⅵ1b疾患 不整脈   3．9   100   3．8   103   5．0   149   4．0   110   

Ⅵ1c疾患 うっ血性心不全   7．5   103   105  16．4  8．6   122   

Ⅵ1d疾患 高血圧症   20．3   99   16．0  109  15．5  166  18．1   

Ⅵ1e疾患 虚血性心疾患   5．2   6．1   121   7．1   156   5．8   116   

Ⅵ1f疾患 大腿骨頚部骨折   8．3   102   7．6   108   5．9   173   7．7   112   

Ⅵ1g疾患 脊椎圧迫骨折   2．6   94   2．5   109   0．4   208   2．2   103   

Ⅵ1h疾患 その他の骨折   4．1   88   3．3   105   3．4   138   3．7   100   

Ⅵ1i疾患 アルツハイマー病   5．7   10   6．3   119   2．5   192   5．5   116   

Ⅵ1j疾患 失語症   4．1   98   3．8   102   5．9   176   4．3   115   

Ⅵ1k疾患 脳性麻痔   0．9   82   0．3   71   0．4   90   0．6   80   

Ⅵ11疾患 脳梗塞   39．0  101  36．0  116  33．6  168  37．2  115   

Ⅵ1m疾患 脳出血   15．3   97   13．2  115  21．4  175  15．4  118   

Ⅵ1n疾患 アルツハイマー病以外の痴呆症   19．6  104  17．5  120  11．3  184  17．6  117   

Ⅵlo疾患 片側不全麻痩／片麻痔   14．1   100  11．9  125   6．7   159  12．2  113   

Ⅵ1p疾患 多発性硬化症   0．0  1．0   131   0．4   145   0．4   133   

Ⅵ1q疾患 パーキンソン病関連疾患   0．0  18．2  101   7．1   160   7．6   109   

Ⅵ1「疾患 四肢麻痔   3．9   104   8．1   127  10．9  179   6．4   133   

Ⅵ1s疾患 その他の神経難病   0．0  5．5   127   2．9   149   2．4   131   

Ⅵ1t疾患 神経難病以外の難病   0．0  1．5   123   0．0  0．5   123   

Ⅵ1∪疾患 脊髄損傷   1．3   79   3．6   118   1．3   171   2．2   

Ⅵ1u疾患 四肢麻痔を伴う脊髄損傷   0．0  1．5   153   0．0  0．5   153   

Ⅵ1v疾患 喘息   2．7   103   3．3   5．0   127   3．2   111   

Ⅵlw疾患 肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COPD  0．0  1．8   114   9．7   163   2．0   147   

Ⅵ1x疾患 がん（悪性腫瘍）   5．3   103   6．6   117   7．6   146   6．1   116   

Ⅵ1x疾患 痔痛コントロールが必要な悪性新生物   0．0  1．0   137   0．8   164   0．5   143   

Ⅵ2a感染症 抗生物質耐性菌感染（たとえばMR  0．5   110   2．3   122   7．6   158   2．2   139   

Ⅵ2b感染症 後天性免疫不全症候群（HⅣ感染  0．0  0．3   86   0．0  0．1   86   

Ⅵ2c感染症肺炎   0．0  ＝．1  117  23．1   175   7．3   143   

Ⅵ2d感染症 上気道感染   1．2   94   4．3   117   5．0   156   2．9   122   

Ⅵ2e感染症 敗血症   0．1   130   0．0  1．3   186   0．2   172   

Ⅵ2f感染症 多剤耐性結核   0．1   72   0．2   188   0．0  0．1   130   

Ⅵ2g感染症 上記以外の結核   0．1   100   0．7   88   1．3   102   0．5   95   

Ⅵ2h感染症 尿路感染症（過去30日間）   0．0  7．8   110   7．1   157   3．8   122   

Ⅵ2i感染症 ウイルス性肝炎   1．0   93   0．5   113   2．1   232   1．0   140   

Ⅵ力感染症 創感染   0．0  0．8   119   2．1   167   0．6   143   

Ⅵ2k感染症 皮膚の感染症   0．6   96   1．5   122   2．5   201   1．2   139   

全体   100．0  97  100．0  114  100．0  158  100．0  112   
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7 症状と状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅶ1a問題状況 脱水   0．0  5．6   151   9．1   228   4．8   183   

Ⅶ1b問題状況 妄想   2．3   116   7．5   125   1．8   257   4．8   135   

Ⅶ1¢問題状況 発熱   3．9   156†  15．9   161   45．4   201   19．0  182   

Ⅶ1d間遠状況 幻覚   1．8   101   4．8   114   1．8   227   3．3   125   

Ⅶ1e問題状況 体内出血   0．0  1．D   193†  2．7   250   1．1   223   

Ⅶげ問題状況 嘔吐   0．0  2．7   133   2．4   165   1．9   142   

Ⅶ1g問題状況 胸水   0．2   132   0．8   163   4．7   232   1．5  210   

Ⅶ1h間超状況 腹水   0．0  0．1   97l  0．9   219   0．3   188   

Ⅶ1i問題状況 高カルシウム血しよう   0，0  0．4   115   0．0  0．2   115   

Ⅶ1j開運状況 悪疫賞   0．0  0．5   131   1．8   226   0．6   188   

Ⅶ1k問題状況 消化管の通過障害   0．0  0．1   971  0．9   253   0．3  214   

Ⅶ2a痛み 頻度（痛みあるが毎日ではない以  21．0   106   19．3   140   10．3   191   17．8  135   

Ⅶ2a痛み 頻度（毎日）   8．0   102   9．7   147   5．9   212   8．4   145   

Ⅶ2b痛み 程度（中程度の痛み以上）   8．7   113   8．5   147   5．6   203   7．9   145   

Ⅶ2b痛み 程度（激しい痛み）   0．5   113   0．8   139   1．2   230   0．8   165   

Ⅶ3a状態の安定性 個室管理   0．5   115   1．3   109   8．8   207   2．7   179   

Ⅶ3b状態の安定性 急性症状発生   4．6   77   11．4   142   24．5   218   12．3  168   

Ⅶ3c状態の安定性 余命6ケ月以下   0．7   136   0．4   236†  3．5   261   1．2  236   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2：の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分：iの1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、1J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
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■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   
ケア時間  
（分）   

Ⅶ1a問題状況 脱水   0．0  2．5   145   4．6   144   1．6   145   

Ⅶ1b問題状況 妄想   1．7   123   3．8   115   2．1   131   2．5   120   

Ⅶ1c問題状況 発熱   3．6   104  13．7  136  46．2  158  13．4  143   

Ⅶ1d問題状況 幻覚   1．6   102   3．0   125   1．7   139   2．1   118   

Ⅶ1e問題状況 休内出血   0．0  1．7   118   5．9   163   1．4   144   

Ⅶ1f問題状況 嘔吐   0．0  1．7   158   3．4   147   1．1   153   

Ⅶ2a痛み頻度（痛みあるが毎日ではない以ヰ）  20．2   94   23．5  114  14．3  168  20．5  110   

Ⅶ2a痛み 頻度（毎日）   9．0   95   11．7  111   8．4   167   9．9   111   

Ⅶ2b痛み 程度（中程度の痛み以上）   6．6   98   10．7  109  10．5  179   8．6   117   

Ⅶ2b痛み 程度（激しい痛み）   0．4   112   0．8   129   1．7   177   0．7   141   

Ⅶ3a状態の安定性 絶対安静   0．1   116   0．5   94   12．6  190   2．0   179   

Ⅶ3b状態の安定性 個室管理   0．4   130   1．2   97   6，7   206   1．6   168   

Ⅶ3c状態の安定性 急性症状発生   2．6   98   6．6   126  30．3  175   8．0   148   

Ⅶ3d状態の安定性 余命6ケ月以下   0．5   129   1．2   154   8．0   171   1．8   162   

全体   100．0  97  100．0  114  100．0  158  100，0  112   

11   



8栄養状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅷ2a中心静脈栄兼   0．0  0．0  33．9   206   7．4  206   

Ⅷ2b末梢静脈栄養   1．8   130   4．5   171   18．9   203   6．9   187   

Ⅷ2c撞菅栄養（種▲、胃瘍等）   20．5   119   44．9   146   44．5   192   37．9  154   

Ⅷ2G発熱のある経菅栄養（経1、胃優等）   0．0  9．8   163   25．7   202   10．5  184   

Ⅷ2G嘔吐のある緩菅栄養（種■、胃痩等）   0．0  1．9   145   1．8   178   1．4   155   

Ⅷ2 摂取加コリーの割合1％以上   20．8   120   49．2   146   80．2   195   47．9  161   

Ⅷ2 摂取加リーの割合 26％以上   20．1   119   47．5   147   77．6   194   46．3  161   

Ⅷ2 摂取加り疇の割合 51！i以上   19．9   119   46．8   147   74．6   193   45．3  160   

Ⅷ2 摂取如リーの割合 76％以上   18．9   118   45．8   146   72．6   192   車‖  160   

Ⅷ2 摂取水分土 1cc以上   21．2   120   49．5   147   82．3   194   48．7  161   

Ⅷ2 摂取水分t 501GC以上   20．5   121   47．2   148   77．6   195   46．3  162   

Ⅷ2 摂取水分11001cc以上   17．8   120   40．9   148   69．0   196   40．5  162   

Ⅷ2 摂取水分11501cc以上   8．0   106   20．2   139   42．8   193   21．7  159   

Ⅷ2 摂取水分12001cc以上   150†  0．5   185   0．2  ‘4，7   202   1．4  196   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医棟区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全休のケア時間より短い場合のもの。   

TH16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分〉  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅷ2a中心静脈栄養   0．0  0．0  29．4   157   4．2   157   

Ⅷ2b末梢静脈栄養   1．2   117   4．8   162   23．5   182   5．7  169   

Ⅷ2G経菅栄養（経▲、胃療等）   17．1   109   36．0   121   37．0   169   26．8  127   

Ⅷ2c発熱のある経菅栄養（桂■、胃優等）   0．0  6．9   125   18．1   149   5．1   137   

Ⅷ2c嘔吐のある撞菅栄養（経1、胃優等）   0．0  0．2   174   1．7   172   0．3   173   

Ⅷ2 摂取加コリーの割合1％以上   19．0   109   39．5   124   75．6   164   34．5  133   

Ⅷ2 摂取加】リーの割合 26，i以上   18．3   108   38．3   123   73．1   166   33．4  132   

Ⅷ2 摂取加コリーの割合 51％以上   17．9   108   36．7   123   69．3   166   32．1  132   

Ⅷ2 摂取カロリーの割合 76％以上   17．7   107   36．0   123   66．0   165   31．3  131   

Ⅷ2 摂取水分11cc以上   19．6   110   40．5   126   76．5   166   35．3  134   

Ⅷ2 摂取水分1 501cc以上   18．3   110   37．9   124   71．8   166   33．1  133   

Ⅷ2 摂取水分11001cc以上   15．7   107   34．2   123   59．7   166   28．7  131   

Ⅷ2 摂取水分土1501cc以上   5．5   115   13．6   118   26．9   152   11．5  129   

Ⅷ2 摂取水分王2001cc以上   0，2   1DO   0．8   102   1．3   135   0．6   112   

全体   10D．0   97   100．0   114   100．0   158   100．0  112  

l       ■   



9皮膚の状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分〉  割合％   ケア時間   割合％  ケア時間  
（分）  （分）   

Ⅸ1祷瘡・潰瘍 2箇所以上   0．0  4．4   172   5．9   237   3．5  196   

Ⅸ2a梢瘡 2度以上   0．0  9．2   154   19．2   233   8．8   191   

Ⅸ2bうっ血性潰瘍 2度以上   0．0  1．7   180   1．5   241   1．2  197   

Ⅸ3a皮席他聞題すり傷、内出血   1．1   130   5．3   168   3．5   236   3．7   178   

Ⅸ3b皮膚他聞題 Ⅱ度以上の火傷   0．2   118   0．5   171   0．3   168   0．4  161   

Ⅸ3c皮膚他聞題 潰瘍、発疹、切り傷以外の愕  0．2   3．1   153   2．7   233   2．2  173   

Ⅸ3d皮席他聞題 発疹   9．4   106   13．2   137   15．6   183   12．6  143   

Ⅸ3e皮膚他聞題痛みや圧迫に対して皮膚が  6．2   108   12．0   155   16．8   209   11．4  165   

Ⅸ3f皮庸他聞題 裂傷または切り傷（手術創じ  0．2   170†  1．4   146   1．5   241   1．1   175   

Ⅸ3g皮膚他問題 手術創   0．0  2．3  122  1．2   139   1．4  125   

Ⅸ4a皮膚のケア 圧迫を取り除く用具を使用  47．5   122   66．8   146   85．8   194   65．5 55   

Ⅸ4b皮膚のケア体位変換   52．5   121   71．7   144   89．7   192   70．2  153   

Ⅸ4c皮膚のケア 皮膚の治療を目的とした栄  3．2   136   11．4   163   10．9   203   9．0  171   

Ⅸ4d皮膚のケア 潰瘍のケア   0．0  8．2   153   13．9   229   7．1   185   

Ⅸ4e皮膚のケア 手術創のケア   0．0  3．4   148   1★8   150   2．1   148   

Ⅸ4f皮膚のケア 足以外の創傷処置（外用薬  0．0  5．3   171   7．1   259   4．2  203   

Ⅸ4g皮膚のケア 軟膏や薬剤の使用（足以外）  18．0   101   27．2   145   28．9   205   25．0  151   

Ⅸ4h皮膚のケア 広範な皮膚の処置   7．5   100   8．9   141   11．5   202   9．1   149   

Ⅸ嘲皮膚のケア その他の予防的・保護的皮  10．3   134   19．4   155   27．1   222   18．5  173   

Ⅸ5a足の問題とケア うおのめ、たこ等   0．9   64   1．7   152   1．2   191   1．4   

Ⅸ5b足の問題とケア 感染症（蜂巣炎、膿等）  0．0  1，4   142   2．7   185   1．3   162   

Ⅸ5c足の問題とケア 開放創   0．0  0．6   178   0．3   363   0．4  209   

Ⅸ5d足の問題とケア 過去90日間に爪やたこ  7．5   108   7．5   159   8．3   212   7．7  157   

Ⅸ5e足の問題とケア 保護的なケア   2．1   144†  乙1   161   2．9   216   2．3  172   

Ⅸ5f足の問題とケア 足の創傷処置   0．0  6．9  155   5．0   220   4．5  171   

全休   1DO．0   109   100．0  138  100．0  190  100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医凍区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、1J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
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■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間   割合％  ケア時間   割合％  ケア時間 （）  割合％  ケア時間 （分）   

（分）  （分）  分  

Ⅸ1裾瘡・潰瘍 2箇所以上   0．0  8．1   129   8．8   143   4．2   133   

Ⅸ2a裾瘡 2度以上   0．0  14．5  125  16，0  164   7．6   136   

Ⅸ2bうっ血性潰瘍 2虔以上   0．0  1．0   123   1．3   157   0．5   134   

Ⅸ3a皮膚他聞超 すり傷、内出血   1．1   100   4．0   113   5．0   164   2．7   124   

Ⅸ3b皮席他聞堰 Ⅱ度以上の火傷   0．0  0．2   87   0．0  0．1   87   

Ⅸ3c皮膚他問題 潰瘍、発疹、切り傷以外の開  0．4   65   3．0   125   2，9   141   1．7   123   

Ⅸ3d皮膚他聞題 発疹   11．2   96   13．9  118  15．5  167  12．8  117   

Ⅸ3e皮膚他聞超 痛みや圧迫に対して皮膚が  4．7   112  11．6  118  10．9  187   8．1   129   

Ⅸ3f皮膚他聞題 裂傷または切り傷（手術創以  0．4   167   2．0   100   1．3   138   1．1   118   

Ⅸ3g皮膚他問題 手術創   0．1   101   0．2   102   0．8   141   0．2   121   

Ⅸ4a皮膚のケア 圧迫を取り除く用具を使用   39．2  107  58．2  121  80，3  162  52．0  125   

Ⅸ4b皮膚のケア 休位変換   54．2  107  70．7  120  84．9  162  64．6  123   

Ⅸ4c皮膚のケア 皮膚の治療を目的とした栄養  1．9   108  10．6  115  14．7  177   6．9   133   

Ⅸ4d皮膚のケア 潰瘍のケア   0．0  11．2  119  10．5  168   5．6   132   

Ⅸ4e皮膚のケア 手術創のケア   0．0  1．0   126   0．8   123   0．5   125   

Ⅸ4f皮膚のケア 足以外の創傷処置（外用薬便  0．0  7．1   118   6．7   159   3．5   129   

Ⅸ4g皮膚のケア 歌書や薬剤の使用（足以外）  18．2   95   30．7  110  28．6  165  24，2  113   

Ⅸ4h皮膚のケア その他の予防的・保護的皮庸  19．9   98   30．2  115  32．8  159  25．5  116   

Ⅸ3 皮膚のケアの伴う開放創又は手術創   0，5   74   3．1   124   3．8   141   1．9   123   

Ⅸ5a足の問題とケア うおのめ、たこ等   3．8   88   5．6   104   2．9   121   4．3   99   

Ⅸ5b足の問題とケア 感染症（蜂巣炎、膿等）   0．0  1．2   139   1．3   183   0．6   152   

Ⅸ5¢足の問題とケア 開放刺   0．0  0．5   130   0．8   0．3   122   

Ⅸ5d足の問題とケア 過去90日間に爪やたこが  8．6   90   7．9   110   4．2   120   7．7   100   

Ⅸ5e足の問題とケア 保護的なケア   1．6   86   6．1   106   6．3   158   3．9   114   

Ⅸ5f足の問題とケア 足の創傷処置   0．0  8．6   116   6．3   196   4．0   134   

全体   100．0  97  100．0  114  100．0  158  100．0  112   
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10注射・点滴別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

ケア時間  
割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分〉  割合％  （分）   

Ⅹ1注射・点滴日数1日以上   8．2   124   16．2   151   63．4   203   24．3  178   

Ⅹ1注射・点滴日数 2日以上   4．8   135   12，3   158   60．2   204   20．6  186   

Ⅹ1注射・点滴日数 3日以上   4．1   143†  10，2   162   55．5   204   18．4  189   

Ⅹ1注射・点滴日数 4日以上   2．5   149†  7．0   17之   53．1   206   15．8  196   

Ⅹ1注射・点滴日数 5日以上   2．3   153†  6．3   171   51．3   206   15．0  197   

Ⅹ1注射・点滴日数 6日以上   2．3   1531  5．6   177   49．3   207   14．2  199   

Ⅹ1注射・点滴日数 7日以上   2．3   153†  4．7   181   47．8   208   13．4  201   

Ⅹ2a注射・点滴 補液   6．4   130   10．3   157   38．1   212   15．3  184   

Ⅹ2b注射・点滴 抗生物寅注射   2．5   141†  7．4   169   33．9   224   11．8  202   

Ⅹ2G注射・点滴 強心剤注射   0．0  0．0  2．4   234   0．5  234   

Ⅹ2d注射・点滴 昇圧剤、降圧剤の持続点滴  0．0  0．0  1．8   220   0．4  220   

Ⅹ2e注射・点滴 24時間持続点滴   0．0  0．0  46．3   200   10．1  200   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、」1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

Ⅹ1注射・点滴日数1日以上   6．6   124   16．9   141   63．0   173   18．4  154   

Ⅹ1注射・点滴日数 2日以上   5．8   121   14．7   142   60．5   173   16．9  155   

Ⅹ1注射・点滴日数 3日以上   4．5   127   11．6   144   58．4   175   14．8  159   

Xl注射・点滴日数 4日以上   3．3   129   7．3   158   54．2   178   12．0  167   

Xl注射・点滴巳数 5日以上   2，6   124   6．0   156   50．4   176   10．6  166   

Ⅹ1注射・点滴日数 6日以上   2．4   123   4．3   154   47．9   176   9．6   166   

Ⅹ1注射・点滴日数 7日以上   2．1   127   4．1   156   46．6   178   9．2  168   

X2a注射・点滴 補液   6．0   122   13．4   142   44．5   175   14．2  153   

Ⅹ2b注射・点滴 抗生物質注射   4．5   125   12．4   136   42．4   178   12．8  154   

Ⅹ2b感染症で抗生物質注射   0．5   142   5．1   134   21．4   179   5．2  

Ⅹ2c注射・点滴 強心剤注射   0．0  0．2   56   5．5   179   0．8   171   

Ⅹ2d注射・点滴 昇圧剤、降圧剤の持続点滴  0．0  0．2   80   2．5   224   0．4  203   

Ⅹ2e注射・点滴 24時間持続点滴（過去7日R  0．4   109   0．8   154   42．0   162   6．5   160   

全体   100．0   97   1DO．0   114   100．0   158   100．0  112   

15   



11リハビリテーションの状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

ⅩIlリ／l維持的及び積極的なリハが必要  81．7   109   72．3   138   68．1   194   74．1  140   

ⅩIlリ／l積極的なリハが必要な状態   20．8   101   16．3   123   9．7   192   16．1  124   

ⅩIllリ／lリハ必要疾患発症から14日以内   0．0  1．3   1081  2．7   199   1．2  151   

ⅩI12リ／lリハ必要疾患発症から15－30日   0．0  3．0   130   1．8   197   1．9   144   

ⅩI13リハリハ必要疾患発症から3卜90日   7．3   113   6．0   162   8．6   212   6．9  161   

ⅩI14リ／lリハ必要疾患発症から9ト180日   9．6   106   7．6   145   5．0   154   7．6  132   

ⅩI15リ／lリノl必要疾患発症から181日以上  64．4   109   54．1   135   49．6   195   56．0  138   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0   190   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、1↓印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  

■H16年鹿  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

（分）   割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間   割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

ⅩIlリハ 維持的及び積極的なリハが必要  80．8   98   81．5   116   69．3   154   79．4  111   

ⅩIlリ／l積極的なリハが必要な状態   10．3   107   7．6   117   3．4   144   8．3   113   

ⅩIllリ／lリ／＼必要疾患発症から14白以内   0．0  0．5   133   0．0  0．2  133   

ⅩI12リハリハ必要疾患発症から15－30日   0．0  3．0   108   1．3   197   1．3   121   

ⅩI13リノlリハ必要疾患発症から3卜90日   6，8   101   3．1   113   2．5   191   4．9   110   

ⅩI14リハリ／＼必要疾患発症から9卜180日   7．7   101   5．6   113   7．6   135   6．9   110   

ⅩI15リ／lリハ必要疾患発症から181【】以上  65．2   97   68．1   116   57．1   153   65．1  111   

全体   100．0   97   100．0   114   100．0   158   100．0  112   

16   



12処置別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％  ケア時間  
（分）   

ⅩIla処置 抗がん剤療法   0．2   201一 丁  0．1   218†  0．0  0．1   209   

ⅩⅡ1b処置 透析   0．0  3．1   195†  0．3   198   1．6   195   

ⅩⅡ1c処置 胃癌、腎療、人工肛門などの療  16．2   115   32，6   143   37．2   191   29．0  152   

ⅩⅡ1d処置ドレーン法・胸腹腔洗浄   0，0  0．0  1．5   147   0．3   147   

ⅩⅡ1e処置 酸素療法   0．0  0．0  41．9   201   9．2  201   

ⅩⅡ1f処置 放射線治療   0．0  0．0  0．0  0．0  

ⅩIg処置 吸引（1日8匡l以上）   0．0  28．6   149   48．1   201   24．8  

ⅩⅡg処置 吸引（1日1－7回）   3．7   133   7．1   142   14．5   197   7．7   163   

ⅩⅡ1h処置 気管切開口・気管内挿管のケア  0．0  12．4   153   26．8   206   12．1  179   

ⅩⅡ1hc処置発熱の伴う革管切開口・気管内  0．0  0，0  17．7   211   3．9   211   

ⅩⅡ1ト処置 輸血   0．0  0．3   135   2．7   238   0．7  219   

ⅩⅡ1j処置 レスピレーター   D．0  0．0  6．8   237   1．5  237   

ⅩⅡ1k処置 緩和ケア   0．2   48   0．5   170   0，6   292   0．5   187   

ⅩⅡ11処置 痔痛コントロール   1．4   62   4．1   145   1＿8   197   2．8   141   

ⅩⅡ1m処置 膀胱留置カテーテル   4．3   123   9．7   163   30．7   210   12．8  184   

ⅩⅡ1n処置 感染隔離主におけるケア   0．0  0．0  9．1   191   之．0   191   

ⅩⅡ10処置 血糖チェック（1日3回以上）   0．0 ′  8．4   151   6．2   212   5．5   166   

ⅩⅡlo処置 血糖チェック（週1回－1日2回）  3．2   102   5．0   149   10．3   202   5．7   163   

ⅩⅡ1p処置 インシュリン皮下注射（自己注射  3．7   95   7．8   154   5．0   204   6．0   153   

全体   100．0   109   100．0   138   100．0  190  100．D  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より軌、場合のもの、1J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
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■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間   割合％  ケア時間   割合％   ケア時間   割合％  ケア時間  
（分）  （分）  （分）  （分）   

ⅩⅡ1a処置 抗がん剤療法   0．4   130   0．0  0．0  0．2   130   

ⅩⅡ1b処置 透析   0．0  5．5   107   1．7   139   2．2   110   

ⅩⅡ1c処置 胃痩、腎痩、人工肛門などの櫻の  10．6  103  24．0  123  25．2  173  17．5  127   

ⅩⅡ1d処置ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0  0．0  0．8   0．1   

ⅩⅡ1e処置 酸素療法   0．0  0．0  62．2  163   8．9   163   

ⅩⅡ1f処置 放射線治療   0．1   179   0．0  0．8   200   0．2   193   

ⅩⅡ1g処置 吸引（1日8回以上）   0．0  16．5  130  39．9  177  11．7  153   

ⅩⅡ1h処置 吸引（1日1′・■7回）   10．6  116  15．丁  122  31．5  154  15．4  129   

ⅩⅡ1i処置 気管切開口・気管内挿管のケア   0．0  11．2  134  24．8  170   7．6   151   

ⅩⅡ1i処置 発熱のある気管切開ロ・気管内挿  0．0  0．0  12，6  169   1．8   169   

ⅩⅡ1j処置 輸血   0．1   48   0．2   244   1．7   194   0．4   178   

ⅩⅡ1k処置 レスピレーター   0．0  0．0  2．9   188   0．4   188   

ⅩⅡ11処置 緩和ケア   1．1   102   1．8   107   2．1   194   1．5   122   

ⅩⅡ1m処置 痔痛コントロール   2．8 100   3．6   1＝   2．9   179   3．1   115   

ⅩⅡ1n処置 膀胱留置カテーテル   3．5   110  13．2  126  31．9  171   11．1   142   

ⅩⅡ10処荘 感染隔離主におけるケア   0．0  0．0  2．9   203   0．4   203   

ⅩⅡ1p処置 血糖チェック（1日3回以上）   0．0  2．6   124   2．5   220   1．3   150   

ⅩⅡ1q処置 血糖チェック（遇1回－1日2回）   7．4   108   7．3   114   9．2   135   7．6   115   

ⅩⅡ1r処置 インシュリン皮下注射（自己注射除  4．4   97   5．3   112   2．1   188   4．4   109   

全体   100．0  97  100．0  114  100．0  158  100．0  112  



（別紙4）参考資料  

平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《タイムスタディ調査 集計結果速報》  

1患者1人1日当り総ケア時間  

■医療療養病棟における患者1人1日当り総ケア時間（平均）  

平成18年度調査   平成16年度調査   

患者数   2，997人   3．538人   

総ケア時間   205分   176分   

（再掲）間接ケア時間   28分   27分   

（再掲）個別ケア時間   177分   149分   

※平成18年度調査（速報版）は、70病院における療養病棟入院基本料2を算定している病棟を対象とした  

もの。  

平成16年度調査は、89病院における療養病棟入院基本料及び特殊疾患療養病棟入院基本料を算定し   

ている病棟を対象としたもの。  

※間接ケア時間は、「食事・休憩等」と「病棟外の活動」の時間を除く、「会議・研修等」、「定期的書類作成」、  

「管理・運営」、「病棟維持・管理」の時間とした。   

個別ケア時間は、調査対象病棟の各患者のケアに要した時間とした。  

■個別ケア時間の職種別内訳  

平成18年度調査   平成16年度調査   

個別ケア時間   177分   149分   

（再掲）医師   5分   3分   

（再掲）看護師   44分   34分   

（再掲）准看護師   38分   35分   

（再掲）看護補助者   69分   61分   

（再掲）リハスタップ   13分   10分   

r再掲）その他職種   8分   6分  



■患者1人1日当り取種別人件女王み付けケア時間  

平成18年度調査   平成16年度調査   

個別ケア時間   151分   121分   

（再掲）医師   16分   10分   

（再掲）看護師   44分   34分   

（再掲）准看法師   34分   28分   

（再掲）看護補助者   41分   36分   

（再掲）リハスタップ   10分   8分   

（再掲）その他職種   7分   5分   

※職種別人件費重み付けケア時間は、患者1人1日当りの個別ケア時間に職種別の人件費の相対比を乗じ  

て算定した。平成18年度と平成16年度の職種別人件費の相対比は、下表のとおりとした。  

職種別人件費の相対比  
H18  H16  

職種  人件兼  相対比   人件費  相対比   
（円／時間）  （円／時間）  

医師   7′631円   3．35  7′352円   2．95   

看護師   2′276円   1．00  2．488円   1．00   

准看護師   1′997円   0．88  2′023円   0．81   

看護補助者   1′349円   0．59  1．454円   0．58   

リハスタッフ（PT，OT，ST）   1′802円   0．79  2′046円   0．82   

その他職種（MSW．薬剤師，栄養士，その他）   1′808円   0．79  2．139円   0．86   

2   



2 患者分類（11区分）別のケア時間の状況  

■患者分類（11区分）別の患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間（リハスタップ分を除く）  

平成16年度  調査  単位：分  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

AD」区分3  112   127   173   132   

ADL区分2  103   122   155   113   

85（認）  103（認）   

AD」区分1  106   83  

75   89   

全体   96   118   164   113   

平成18年度  調査  単位：分  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全仕   

ADし区分3  134   151   193   162   

ADL区分2  118   136   171   133   

93（認）  107（認）   

ADL区分1  119   97  

87   105   

全体   111   133   185   141  

※リハスケソフ分を除いた患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間である。  

1患者分類（11区分）別の患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間の相対比  

平成16年度調査  平成18年度調査  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  0．989   1．124   1．534   1．174   

ADL区分2  0．914   1．082   1．371   1．002   

0．751   0．910   
ADL区分1  0．941   0．735  

0．662   0．789   

全体   0，848   1．047   1．450   1．DOO   

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  0．953   1．073   1．372   1，149   

ADL区分2  0．838   0．966   1．212   0．942   

0．664   0．757   
ADL区分1  0．844   0．691  

0．621   0．743   

全体   0．790   0．942   1．317   1．ODO   

※最大値と最小値に網掛け  

■患者分類（11区分）別の患者数分布  

平成16年度調査  単位：％  平成18年度調査、  単位：％  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  7，8   28．9   16．8   53．5   

ADL区分2  10．5   11．9   3．0   25．4   

2．7   2．0   
AD」区分1  1．3   21．1  

8．6   6．5   

全体   29．6   49．3   21．1   100，0  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体   

ADL区分3  13．9   18．9   9．8   42．5   

ADL区分2  16．7   11．2   1．5   29．4   

4．4   2．1   
ADL区分1  1．4   28．1  

14．2   6．0   

全体   49．2   38．2   12．6   100．0   

3   



3 医師による直接医療提供頻度及び看護師による直接看護提供頻度別ケア時間  

■H18年度 医師による直接医療提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

ケア時間  
（分）   （分）   割合％  ケア時間   割合％  ケア時間   割合％  ケア時間 （分）  割合％   （分）   

Ⅰ31医師医療提供頻度 指示ほとんどなし   47．2   107   27．8   130   9．7   154   29．7  121   

132 医師医療提供頻度遇1回程度   41．8   113   43．7   138   33．8   163   41．0  135   

Ⅰ33 医師医療提供頻度 遇2－3回程度   6．9   131   21．5   150   28．4   201   18．6  164   

Ⅰ34 医師医療提供頻度 毎日   1．4   162†  4．8   179   19．7   201   6．9  191   

Ⅰ35 医師医療提供頻度1日数回   0．2   166†  0．3   1081  2．9   236   0．8  205   

Ⅰ36 医師医療提供頻度 24時間体制   0．1   118   0．1   202†  4．1   248   1．0  240   

全体   100．0   100．0   140  100．0   185  100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

■H16年度 医師による直接医療提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％  ケア時間  

（分〉   

131医師医療提供頻度 指示ほとんどなし   51．0   89   33．2   110   9．2   122   38．9  97   

Ⅰ32 医師医療提供頻應：過1回程度   39．1   101   47．3   117   35．3   145   41．7  113   

Ⅰ33 医師医療捷供頻度 遇2－3回程度   7．0   110   13．8   26．8   169   12．1  136   

Ⅰ34 医師医療提供頻度 毎日   2．1   108   4，4   140   18．1   188   5．0  155   

Ⅰ35 医師医療提供頻属1日数回   0．0  0．4   224   3．1   225   0．5  224   

Ⅰ36 医師医療提供頻度 24時間体制   0．l   189   0．4   136   7．2   204   1．1   193   

全体   100．0   96  100．0   118  100．0   164  100．0  113  



■H18年度 看護師による直接看護提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％   
ケア時間 （分〉  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

Ⅰ41看護提供頻度 定時の観察のみ   58．4   103   27．3   121   10，3   142   32．9  113   

Ⅰ42 看護提供頻度 定時以外1日1回←数回  34．5   120   46．9   141   36．9   176   41．1  142   

Ⅰ43 看護提供頻度 頻回の観察   5，5   川1†  19．5   162   35．0   柑9   18．6  171   

Ⅰ44 看護提供頻度 24時間観察   1．2   133   6．2   140   17．1   224   丁．D  183   

全体   100．0   100．D   140  100．0   185  1DO．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の1印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

■H16年度看護師による直接看護提供頻度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全1本  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅰ41看護提供頻度 定時の観察のみ   62，0   89   36．5   102   9．4   121   45．6  94   

142 看護提供頻度 定時以外1日1回～数回  32．6   106   45．9   122   33．3   150   37．8  118   

Ⅰ43 看護提供頻度 頻回の観察   4．4   116   13．9   143   34．9   169   11．9  148   

Ⅰ44 看護提供頻度 24時間観察   0．5   100   3．3   14【）   4．3  172   

全体   100．0   96  100．0   118   100．0   164  100．0  113   

5   



4記憶に関する状態別のケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％  ケア時間  

（分）   

Ⅱ1意識障害者である   8．3   130   24．3   150   35．3   194   21．9  163   

Ⅱ4a－fせん妄の兆候がみられる   0．0  14．1   155   48．7   196   8．7  170   

全休   100．0   100．0   140  100．0   185  100．0  141   

（注1）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、1J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

（注2）「せん妄の兆候」は、以下の6項目のうち「この7日間は通常の状態と異なる」に吉亥当する項目が1つ以上ある場合とした。  

a．注意がそらされやすい／b．周囲の環境に関する認識が変化する／c．支離滅裂な会話が時々ある／  
d．落ち着きがない／e．無気力／仁認知能力が1日の中で変動する  

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅱ1意識障害者である   9．8   22．0   122   40．7   171   18．4  133   

Ⅱ4aイせん妄の兆候がみられる   0．0  3．6   135   3．1   158   1．8  140   

全体   100．0   96   100．0   118  100．0   164  100．0  113   

（注）「せん妄の兆候」は、以下の6項目のうち「この7日間は通常の状態と異なる」に該当する項目が1つ以上ある場合とした。  
a．注意がそらされやすい／b．周囲の環矧こ関する認識が変化する／c．支離滅裂な会話が時々ある／  
d．落ち着きがない／e．無気力／仁認知能力が1日の中で変動する  

6   



5 気分と行動に関する状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅳ1a－gうつ状態（回答点数合計が4点以上）   0．0  14．1   3．0   181   7．6  135   

Ⅳ28問題行動 排掴が毎日   1．1   105   2．8   136   0．2   153   1．了  131   

Ⅳ2b問題行動 暴言が毎日   0．9   135   4．3   138   1．9   183   2．8  144   

Ⅳ2c問題行動 暴行が毎日   0．0  3．8   135   1，1   186   2．1   141   

Ⅳ2d問題行動 不適当行為が毎日   2．4   144†  5．3   147   2．4   221   3．8  156   

Ⅳ2e問題行動 ケア抵抗が毎日   2．4   140†  6．2   136   4．4   209   4．7  151   

全体   100．0   1＝   100．0   140  100．0   185  100．0  141   

（注1）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、1J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

（注2）「うつ状態」は、以下の7項目の回答点数（1点＝3日間のうち1・2日観察された／2点：3日間のうち毎日観察された）の合計が4点  
以上の場合とした。  
a，否定的な言葉を言った／b．自分や他者に対する継続した怒り／c，現実には起こりそうもないことに対する恐れを表現した／  
d．健康上の不満を繰返した／e．たびたび不安、心配事を訴えた／仁悲しみ、苦悩、心配した表情／g．何回も泣いたり涙もろい  

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間   割合％   ケア時間   割合％   ケア時間  
（分）  （分）  （分）   

Ⅳ1a－gうつ状態（回答点数合計が4点以上）   0．0  11．4   118   5．1   163   5．0  124   

Ⅳ2a問題行動 彿掴が毎日   2．4   98   1．B   136   0．2   341   1．9   115   

Ⅳ2b問題行動 暴言が毎日   1．1   104   3．6   129   1．8   128   2．2  122   

Ⅳ2c問題行動 暴行が毎日   0．0  3．0   127   1．3   224   1．3   140   

Ⅳ2d問題行動 不適当行為が毎日   2．6   107   4．2   125   1．8  183  3．1   121   

Ⅳ2e問題行動 ケア抵抗が毎日   2．5   122   5，3   123   4．0   192   3．7   132   

全体   100．0   96  100．0   118  100．0   164   100．0  113   

（注）「うつ状態」は、以下の7項目の回答点数（1点＝3日間のうち1・2日観察された／2点＝3日間のうち毎日観察された）の合計が4点   
以上の場合とした。  
a．否定的な言葉を言った／b．自分や他者に対する継続した怒り／c．現実には撞こりそうもないことに対する恐れを表現した／  
d．健康上の不満を繰返した／e／たびたび不安、心配事を訴えた／F．悲しみ、苦悩、心配した表情／g」可回も泣いたり涙もろい   



6疾患の状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  ‘医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分〉   

Ⅵ1さ疾患 糖尿病   14．7   108   17．1   144   13．2   191   15．5  143   

Ⅵ1b疾患 不整脈   5．5   113   5．5   150   6．3   187   5．7  148   

Ⅵ1c疾患 うっ血性心不全   3．3   106   3．2   160   7．6   198   4．1   162   

Ⅵ1d疾患 急性心不全   0．2   139   0．2   1111  1．1   201   0．4  168   

Ⅵ1e疾患慢性心不全   8．7   120   7．7   139   14．9   186   9．5  149   

Ⅵ1f疾患 高血圧症   22．8   102   19．6   136   14．9   169   19．6  129   

Ⅵ1g疾患 虚血性心疾患   5．3   120   5．3   140   4．3   205   5．1   145   

Ⅵ1h疾患 大腿サ頚部骨折   8．2   106   5．9   145   3．8   180   6．2  134   

Ⅵ1i疾患 脊椎圧迫骨折   2．4   97   3．0   125   2．2   178   2．7  127   

Ⅵ1j疾患 その他の骨折   4．6   104   3．5   141   2．l   170   3．5  131   

Ⅵ1k疾患関節リウマチ   1．7   124   2．4   127   1．1   212   1．9   137   

Ⅵ11疾患 アルツハイマー病   2．9   128   3．7   147   5．4   192   3．8  156   

Ⅵ1m疾患 失語症   6．8   118   9．0   144   8．7   192   8．3  148   

Ⅵ1∩疾患 脳性麻痺   0．3   152†  0．7   154   0．3   143   0．5  153   

Ⅵ10疾患 脳梗塞   38．1   34．5   140   36．0   187   35．9  141   

Ⅵ1p疾患脳出血   18．2   120   16．4   142   16．0   186   16．8  144   

Ⅵ1q疾患 アルツハイマー病以外の認知症   16．9   116   21．1   141   13．5   193   18．3  142   

Ⅵ1r疾患 片側不全麻痺／片麻痺   17．9   116   12．4   140   8．6   176   13．2  136   

Ⅵ1s疾患 多発性硬化症   0．0  0．5   114   0．3   186   0．3  130   

Ⅵ1t疾患 パーキンソン病関連疾患   0．0  13．7   134   7．0   192   8．2  145   

Ⅵ1u疾患 四肢麻痔   4．1   123   10．6   154   11．1   193   8．8  160   

Ⅵ，1v疾患 仮性球麻痺   11．4   123   15．3   146   18．4   202   14．8  156   

Ⅵ1w疾患 スモン   0．0  0．0  0．3   232   0．1  232   

Ⅵ1x疾患 その他の神経難病   0．0  3．5   149   2．5   204   2．3  162   

Ⅵ1y疾患 神経難病以外の難病   0．0  3．2   120   1．4   177   1．9  129   

Ⅵ1z疾患 脊髄損傷   2．5   123   2．9  147   0．8   272   2．3  148   

Ⅵ1ヱu疾患 脊髄損傷（四肢麻痺が伴う）   0．0  1．3   川7   0．5   244   0．7  161   

Ⅵ1aa疾患 噂息   2．4   94   2．6   143   5．4   162   3．1   139   

Ⅵ1め疾患 肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COP  0．0  4．2   140   12．5   167   4．7  155   

Ⅵ1aG疾患 がん（悪性腫瘍）   4．5   112   5．2   142   8．7   188   5．7  150   

Ⅵ1acx疾患がん（痺痛コントロールが必要）   0．0  1．1   133   1．7   227   0．9  170   

Ⅵ1ad疾患」陽閉塞   0．7   123   0．8   139   3．5   187   1．3  163   

Ⅵ1ao疾患 甲不全   3．4   102   5．2   156   4．3   198   4．5  152   

Ⅵ1af疾患 肝不全   0．＄   99   0．5   126   1．0   160   0．6  130   

Ⅵ28感染症 抗生物賞耐性菌感染（たとえばMR  0．9   143†  3．3   170   10．9   198   4，2  183   

Ⅵ2b感染症 後天性免疫不全症侯群（HrV感染  0．0  0．0  0．2   163   0，0  163   

Ⅵ2c感染症 肺炎   0．0  9．8   160   26．0   203   10．3  182   

Ⅵ2d感染症 上気道感儀   0．9   136   2．7   145   3．2   196   2．3  159   

Ⅵ20感染症 敗血症   0．1   160†  0．0  0．6   214   0．2  203   

Ⅵ2f感染症 多剤耐性結核   0．0  0．0  0．0  0．0  

Ⅵ2g感染症 上記以外の結核   0．1   87   0．2   152   0．0  0．1   136   

Ⅵ2h感染症 尿路感染症（過去30日間）   0．0  11．4   145   10．8   216   7．9  165   

Ⅵ2i感染症 ウイルス性肝炎   1．0   121   0．7   152   0．0  0．6  137   

Ⅵ勾感染症 急性胆嚢炎   0．3   171†  0．3   196†  1．3   188   0．5  187   

Ⅵ2k感染症 急性腹膜炎   0．0  0．0  0．0  0．0  

Ⅵ21感染症 急性膵炎   0．0  0．1   1061  0．2   1281  0．1   117   

Ⅵ2m感染症 創感染   0．0  133   1．3   219   0．8  161   

Ⅵ2∩感染症 皮膚の感染症   0．6   142†  1．9   162   2．2   231   1．6  180   

全体   100．0   100．0   140  100．0   185   100．0  1引   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医凍区分2のて印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3のJ印は医凍区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。   



■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅵ1a疾患 糖尿病   13．8   97   16．2   116   12．5   155   14，6  

Ⅵ1b疾患 不整脈   4．6   94   4．6   109   9．6   182   5．2  120   

Ⅵ1c疾患 うっ血性心不全   7．2   99   10．3   17．2   168   9．7  119   

Ⅵ1d疾患 高血圧症   21．5   95   17．9   116   13．9   164   19．2  109   

Ⅵ1e疾患 虚血性心疾患   5．7   89   7．5   ＝3   6．5   152   6．5  107   

Ⅵ1f疾患 大腿骨頚部骨折   6．9   97   6．了   116   4，7   181   6．6  112   

Ⅵ1g疾患 脊椎圧迫骨折   3．3   87   3．0   116   218   2．9  105   

Ⅵ1h疾患 その他の骨折   4．0   90   2．9   127   2．2   161   3．4  108   

Ⅵ1i疾患 アルツハイマー病   7．4   104   6．2   121   3．8   185   6．5  116   

Ⅵ1j疾患 失語症   4．2   105   6．1   110   6．7   162   5．2  116   

Ⅵ1k疾患 脳性麻痺   0，6   93   0．4   88   0．4   122   0．5   95   

Ⅵ11疾患 脳梗塞   40．8   99   36．3   119   31．5   170   3了．9  114   

Ⅵ1m疾患 脳出血   15．8   9了   14．8   120   20．1   170   16．0  117   

Ⅵ1n疾患 アルツハイマー病以外の認知症   19．1   100   16．7   121   11．2   189   17．2  115   

Ⅵ10疾患 片側不全麻痺／片麻痩   15．0   102   12．9   122   10．1   166   13．6  115   

Ⅵ1p疾患 多発性硬化症   0．0  0．9   123   0．4   180   0．4  131   

Ⅵ1q疾患 パーキンソン病関連疾患   0．0  15．4   112   6．0   172   6．6  119   

Ⅵ1r疾患 四肢麻痔   3．5   9．3   127   11．0   173   6．7  133   

Ⅵ1s疾患 その他の神経難病   0．0  4．7   126   8．7   182   2．9  147   

Ⅵ1t疾患神経難痺以外の難病   0．0  1．0   10了   0．4   158   0．5  113   

Ⅵ1∪疾患 脊髄損傷   1．7  88   2．3   116   1．3   209   1．9  112   

Ⅵ†∪疾患 四肢麻痺を伴う脊髄損傷   0．0  1．1   133   0．4   313   0．5  154   

Ⅵ1v疾患 喘息   2．1   99   2，4   121   3．1   138   2．3  114   

Ⅵ1w疾患 肺気腫／慢性閉塞性肺疾患（COPD  0．0  3．5   103   11．2   144   2．7  124   

Ⅵ1x疾患 がん（悪性腫瘍）   5．1   100   5．8   113   6．5   15了   5．5  114   

Ⅵ1×疾患 痘痕コントロールが必要な悪性新生物   0．0  1．3   119   1．1   168   0．6  130   

Ⅵ2a感染症 抗生物質耐性菌感染（たとえばMR  0．6   117   3．0   127   9．6   181   2．6  151   

Ⅵ2b感染症 後天性免疫不全症侯群（HIV感染  0．0  0．2   97   0．0  0．1   97   

Ⅵ2c感染症 肺炎   0．0  11．5   129   29．8   185   8．1   155   

Ⅵ2c感染症 発熱を伴う肺炎   0．0  2．8   146   15．7   196   3．1   178   

Ⅵ2c感染症 発熱を伴わない肺炎   0．0  8．7   123   14．1   173   5．1   141   

Ⅵ2c感染症 肺炎（喀痍吸引1日8回以上）   0．0  3．2   135   16．6   194   3．3  173   

Ⅵ2d感染症 上気道感染   1．了   101   3．3   127   9．4   185   3．3  142   

Ⅵ2e感染症 敗血症   0．1   130   0．1   2D7   0．9   221   0．2  2D3   

Ⅵ2f感染症 多剤耐性結核   0．1   72   0．1   149   0．0  0．1   123   

Ⅵ2g感染症上記以外の結核   0．1   85   0．4   101   0．7   102   0．3   98   

Ⅵ2h感染症 尿路感染症（過去30日間）   0．0  8．5   121   6．9   177   4．1   133   

Ⅵ2i感染症 ウイルス性肝炎   0．9   90   0．4   100   1．3   219   0．8  120   

Ⅵ勾感染症創感染   0．0  1．3   135   2．0   163   0．7  144   

Ⅵむ感染症足以外の創傷処置と創感染   0．0  0．1   124   0．4   126   0．1   125   

Ⅵ勾感染症 足の創傷処置と創感染   0．0  0．3   125   0．之   146   0．1   129   

Ⅵ2k感染症 皮膚の感染症   0．6   107   1．4   134   2．7   196   1．2  144   

全体   100．0   96   100．0   100．0   164  100．0  113   

9   



7 症状と状態別ケア時間  

■H18年虔  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅶ1a問題状況 脱水   0．0  6．1   157   10．3   218   5．2   182   

Ⅶ1b間堰状況 妄想   2．8   121   6．8   138   2．5   246   4，7  14了   

Ⅶ1c問題状況 発熱   2．9   155†  13．3   159   44．7   196   16．9  180   

Ⅶ1d問想状況 幻覚   1．7   115   3．9   134   2．4   207   2．9   143   

Ⅶ1e問題状況 体内出血   0．0  0．9   165   3．5   231   1．2  207   

Ⅷ1f問題状況 嘔吐   0．0  3．0   138   3．2   195   2，2   156   

Ⅶ1g問題状況 胸水   0．2   147†  1．0   175   4．9   210   1．6   197   

Ⅶ1h同館状況 腹水   0．0  0．2   180   2．2   223   0．6  216   

Ⅶ1i問題状況 高カルシウム血しよう 0．0  0．2   115   0．2   227   0．1   143   

Ⅶ1j間應状況 悪疫箕   0．1   152†  0．3   154   2．2   210   0．7   193   

Ⅶ1k問題状況 消化管の通過障害   0．0  0．1   951  1．4   231   0．4  207   

Ⅶ2a痛み 頻度（痛みあるが毎日ではない以上）  21．3   108   19．1   141   11．1   189   18．1  135   

Ⅶ2a痛み 頻度（毎日）   11．2   107   10，5   147   7，3   207   10．0  143   

Ⅶ2b痛み 程度（中程度の痛み以上）   8．5   109   9．1   145   6．3   198   8．3   143   

Ⅶ2b痛み 程度（激しい痛み）   1．2   110   0．8   155   1．3   252   1．0  164   

Ⅶ3a状態の安定性 個室管理   0．5   144†  1．1   142   9．8   214   2．8   196   

Ⅶ3b状態の安定性 急性症状発生   2．9   90   8．7   149   21．4   216   9．6   175   

Ⅶ3c状態の安定性 余命6ケ月以下   0．6   148 T  0．4   201丁  4．3   257   1．3  234   

全休   100．0   100．0   140  100．0   185  100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医凍区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、Jl印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

10  

腎’   



■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

Ⅶ1a問題状況 脱水   0．0  1．8   140   5．1   191   1．3   165   

Ⅶ1b問題状況 妄想   2．1   105   3．1   2．0   161   2．5   123   

Ⅶ1c問題状況 発熱   2．7   118  13．6  136  39．8  178  11．5  152   

Ⅶ1d問題状況 幻覚   1．2   99   2．7   119   2．2   169   1．9   120   

Ⅶ1e問題状況 体内出血   0．0  1．0   117   3．1   163   0．8   140   

Ⅶ1f問題状況 嘔吐   0．0  1．7   158   2．9   147   1．0   154   

Ⅶ2a痛み 頻度（痛みあるが毎日ではない以上）  20．7   93   23．6  119  16．8  178  21．3  112   

Ⅶ2a痛み 頻度（毎日）   9．1   95   13．0  117   9．2  165  10．6  113   

Ⅶ2b痛み 程度（中程度の痛み以上）   7．6   95   11．6  118   9．8   175   9．4   116   

Ⅶ2b痛み 程度（激しい痛み）   0．7   87   1．2   127   2．2   146   120   

Ⅶ3a状態の安定性 絶対安静   0．1   116   0．4   129   9．4   202   1．4   191   

Ⅶ3b状態の安定性 個室管理   0．4   128   1．0   115   7．2   206   1．5   171   

Ⅶ3c状態の安定性 急性症状発生   2．0   101   5．6   139  23．3  184   6．0   155   

Ⅶ3d状態の安定性 余命6ケ月以下   0．4   112   1．0   147   5．4   175   1．2   157   

全体   100．0  96  100．0  118  100．0  164  100．0  113   
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8栄養状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅷ2a中心静脈栄兼   0．0  0．0  31．2   198   6．6  198   

Ⅷ2b末梢静脈栄巷   1．6   160 T  3．7   183   17．9   207   6，1   196   

Ⅷ2c経菅栄兼（経1、胃燥等）   17．8   124   45．8   151   43．7   189   37．1  156   

Ⅷ2c発熱のある経菅栄葺（経1、胃優等）   0．0  8．9   158   24．2   195   9．5  178   

Ⅷ2c嘔吐のある総菅栄葦（経1、胃優等）   0．0  2．0   150   2．1   199   1．4  165   

Ⅷ2 摂取加】リーの割合1％以上   18．0   132   49．2   152   78．8   194   46．2  164   

Ⅷ2 摂取加リーの割合 26！i以上   17．5   132   47．6   151   75．6   194   44．6  164   

Ⅷ2 摂取加コリーの割合 51†i以上   17．2   131   46．9   151   73．7   193   43．7  16ヰ   

Ⅷ2 摂取加】リーの割合 76！i以上   16．5   132   46．0   151   70．8   193   42．5  164   

Ⅷ2 摂取水分11cc以上   19．2   129   50．0   152   80．8   193   47．3  164   

Ⅷ2 摂取水分王 501cc以上   18．5   129   48．0   152   77．0   194   45．4  164   

Ⅷ2 摂取水分11001cc以上   16．1   128   42．7   152   70．2   195   40．6  165   

Ⅷ2 摂取水分11501cc以上   7．4   122   22．4   149   38．7   192   21．4  163   

Ⅷ2 摂取水分土2001cc以上   0．7   148†  2．6   160   5．7   180   2．7  168   

全体   100．0   100．0   140  100．0   185   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。  
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。  
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。   

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   
ケア時間  

（分）   

Ⅷ加中心静脈栄養   0．0  0．D  19．9   161   2．5  161   

Ⅷ2b末梢静脈栄養   0．9   114   3．4   157   17．9   184   4．0  168   

Ⅷ2c経菅栄茸（経▲、胃痩等）   16．9   108   38．5   126   44．3   170   28．6  129   

Ⅷ2c発熱のある経菅栄養（経暮、胃痩等）   0．0  8．1   130   18．1   174   5．4  148   

Ⅷ2c嘔吐のある経菅栄養（経鼻へ胃凛等）   0．0  0．5   144   1．6   162   0．4  153   

Ⅷ2 摂取カロリーの割合1％以上   18．0   108   41．4   127   72．0   169   33．8  133   

Ⅷ2 摂取加リーの割合 26％以上   17．6   107   40．4   126   68．9   171   32．8  133   

Ⅷ2 摂取カロリーの割合 51％以上   17．2   107   39．5   126   66．2   170   31．9  133   

Ⅷ2 摂取如リーの割合 76，も以上   17．0   107   38．9   126   62．6   168   31．1  132   

Ⅷ2 摂取水分t lcc以上   18．7   110   42．7   128   74．0   170   34．9  134   

Ⅷ2 摂取水分暮 501cc以上   17．4   109   39．5   127   69．4   32．4  134   

Ⅷ2 摂取水分土1001cc以上   14．8   108   32．8   128   56．8   171   27．0  134   

Ⅷ2 摂取水分11501cc以上   6．6   112   15．8   127   28．4   162   12．9  133   

Ⅷ2 摂取水分12001cc以上   0．3   96   2．1   128   2．9   149   1．4  130   

全体   100．0   96   100．0   118   100．0   164   10D．0  113   
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9皮膚の状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分〉   

Ⅸ1祷瘡・漬癌 2箇所以上   0．0  4．9   166   7．3   224   4．0  188   

Ⅸ2a裾瘡 2度以上   0．0  10．0   155   17．7   216   8．7  182   

Ⅸ2bうっ血性潰瘍 2度以上   0．0  1．3   177   1．3   233   0．9  194   

Ⅸ3a皮膚他問題 すり傷、内出血   1．7   153†  5．5   157   4．1   226   4．1   171   

Ⅸ3b皮膚他問題 Ⅱ度以上の火傷   0．1   118   0．3   171   0．3   159   0．2  160   

Ⅸ3c皮膚他聞塙 潰瘍、発疹、切り傷以外の開  0．2   147†  2．8   156   3．2   220   2．1   176   

Ⅸ3d皮膚他問題 発疹   8．2   107   12．9   147   13．9   181   11．7  147   

Ⅸ3e皮膚他聞題 痛みや圧迫に対して皮膚が  4．6   114   11．5   151   13．3   213   9．8  163   

Ⅸ3f皮膚他聞題 裂休または切り傷（手術創以  0．5   160†  1．8   150   1．0   231   1．2  164   

Ⅸ3g皮膚他聞塩 辛術創   0．1   1921†  1．7   128   1．3   204   1．1   148   

Ⅸ48皮膚のケア 圧迫を取り除く用具を使用  41．5   127   63．4   150   81．3   194   60．7  157   

Ⅸ4b皮膚のケア 体位変換   46．1   128   69．7   149   87．3   190   66．4  156   

Ⅸ4c皮膚のケア 皮膚の治療を目的とした栄養  2．9   121   11．5   161   9．5   203   8．5  167   

Ⅸ4d皮膚のケア 潰瘍のケア   0．0  8．1   152   10．9   215   6．3  175   

Ⅸ4e皮膚のケア 手術創のケア   0．0  2．4   145   1．9   214   1．6  163   

Ⅸ4f皮膚のケア 足以外の創傷処置（外用薬使  0．0  8．0   161   6．7   235   5．3  180   

Ⅸ4g皮膚のケア 軟膏や薬剤の使用（足以外〉  14．2   ‖1   26．1   148   25．4   199   22．4  153   

Ⅸ4h皮膚のケア 広範な皮膚の処置   5．4   104   8．4   146   1D．0   202   7．8  152   

Ⅸ4i皮膚のケア その他の予防的・保護的皮膚  10．0   133   24．0   152   22．7   211   19．6  163   

Ⅸ5a足の問題とケア うおのめ、たこ等   1．0   108   2．3   164   1．7   195   1．8  161   

Ⅸ5b足の問題とケア 感染症（蜂巣炎、膿等）  0．0  1．4   142   2．2   1．2  156   

Ⅸ5c足の問題とケア 開放創   0．0  0．6   157   0．5   285   0．4  189   

Ⅸ5d足の問題とケア 過去90日間に爪やたこが  8．9   110   13．0   154   13．5   196   11．9  154   

Ⅸ5e足の問題とケア 保護的なケア   1．8   131   3．1   155   2．5   196   2．6  158   

Ⅸ5f足の問題とケア 足の創傷処置   0．0  7．4   160   4．8   217   4．7  172   

全体   100．0   100．0   140  100．0   185   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の凄いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  
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■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間   割合％  ケア時間   割合％   ケア時間   割合％   ケア時間  
（分）  （分）  （分）  （分）   

Ⅸ1祷瘡・潰瘍 2箇所以上   0．0  6．1   130   8．9   156   3．4   139   

Ⅸ2a裾瘡2度以上   0．0  12．8  129  14．8  175   6．8   141   

Ⅸ2bうっ血性潰瘍 2度以上   0．0  1．2   127   1．1   163   0．6   135   

Ⅸ3a皮膚他聞過 すり傷、内出血   2．0   104   5．1   124   4．9   187   3．5   130   

Ⅸ3b皮膚他聞想 Ⅱ虔以上の火傷   0．1   77   0．1   87   0．4   167   0．1   124   

Ⅸ3c皮膚他聞塩 漬瘍、発疹、切り傷以外の開  0．5   86   3．1   120   2．2   130   1．7   117   

Ⅸ3d皮膚他聞想 発疹   9．8   100  12．9  122  13．2  169  11．4  119   

Ⅸ3e皮膚他聞想 痛みや圧迫に対して皮膚が  3．4   113   8．4   127   9．8   179   6．1   134   

Ⅸ3f皮膚他聞超 裂傷または切り傷（手術創以  0．3   133   1．7   122   1．3   161   1．0   130   

Ⅸ3g皮膚他問題 手術創   0．1   89   1．0   119   3．6   198   0．9   157   

Ⅸ4a皮膚のケア 圧迫を取り除く用具を使用   39．5  108  59．0  125  79．6  170  52．0  127   

Ⅸ4b皮膚のケア 休位変換   50．3  108  69．6  125  84．6  170  62．0  126   

Ⅸ4c皮膚のケア 皮膚の治療を目的とした栄養  2．6   9．6   128  12．1   188   6．5   139   

Ⅸ4d皮膚のケア 潰瘍のケア   0．0  10．4  124  10．5  169   5．3   135   

Ⅸ4e皮膚のケア 手術創のケア   0．0  1．8   128   3．4   188   1．1   151   

Ⅸ4f皮膚のケア 足以外の創傷処置（外用薬便  0．0  7，2   119   6．3   172   3．5   131   

Ⅸ4g皮膚のケア 軟書や薬剤の使用（足以外）  15．5   99   27．9  120  28．4  170  21．8  121   

Ⅸ4h皮膚のケア その他の予防的・保護的皮庸  14．4  102  23．9  124  30．2  172  20．0  125   

Ⅸ3 皮膚のケアの伴う開放創又は手術創   0．5   87   4．1   120   5．6   173   2．5   132   

Ⅸ5a足の問題とケア うおのめ、たこ等   4．5   109   6．3   121   6．7   194   5．5   127   

Ⅸ5b足の問題とケア 感染症（蜂巣炎、膿等）   0．0  1．3   142   0．7   183   0．6   148   

Ⅸ5c足の問題とケア 開放創   0．0  0．7   146   0．4   111   0．3   140   

Ⅸ5d足の問題とケア 過去90日間に爪やたこが  10．3   93   12．0  116   4．7   186  10．3  109   

Ⅸ5e足の問題とケア 保護的なケア   1．4   107   3．9   115   3．8   168   2．7   122   

Ⅸ5f足の問題とケア 足の創傷処置   0．0  7．9   118   4．3   188   3．5   129   

全体   100．0  96  100．0  118  100．0  164  100．0  113   

14   



10 注射・点滴別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

Ⅹ1注射・点滴日数1日以上   7．0   133   12．2   153   57．2   201   20．2  180   

Ⅹ1注射・点滴日数 2日以上   4．6   143†  9．4   161   54．5   202   17．5  186   

Ⅹ1注射t点滴日数 3日以上   4．2   149l  7．8   164   51．3   202   15．9  188   

Ⅹ1注射・点滴日数 4日以上   2．8   153l  5．5   174   49．0   203   13．9  194   

Ⅹ1注射・点滴日数 5日以上   2．6   158l  4．7   176   4了．5   203   13．1  196   

Ⅹ1注射・点滴日数 6日以上   2．3   16了†  3．9   182   46．0   203   12．3  198   

Ⅹ1注射■点滴日数 7日以上   2．0   162†  3．4   188†  44．8   203   11．7  199   

Ⅹ2a注射・点滴 補液   5．1   138   8．1   163   36．8   203   13．2  183   

Ⅹ2b注射・点滴 抗生物質注射   2．4   158†  5．7   174   31．1   221   10．1  204   

Ⅹ2c注射・点滴 強心剤注射   0．0  0．0  1．7   214   0．4  214   

Ⅹ2d注射・点滴 昇圧剤、降圧剤の持続点滴  0．0  0．1   881  1．7   217   0．4  19了   

Ⅹ2e注射・点滴 24時間持続点滴   0．0  0．0  41．4   203   8．7  203   

全体   100．0   10D，0   140  100．0   185   10D．D  141   

（注）医療区分1の†印は医凍区分2全体のケア時間より長い場合のもの、丁†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医簾区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3のJ印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、Jl印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％   
ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

Ⅹ1注射・点滴日数1日以上   5．7   124   14．7   139   52．3   1了9   15．0  154   

Xl注射・点滴日数 2日以上   4．7   119   12．3   143   49．9   178   13，3  156   

Ⅹ1注射・点滴日数 3日以上   3．了   122   9．9   143   47．0   179   11．5  158   

Xl注射・点滴日数 4日以上   2．6   126   42．3   180   9．2  165   

Ⅹ1注射・点滴日数 5日以上   2．1   122   5．5   154   39．4   178   8．1   164   

Ⅹ1注射・点滴日数 6日以上   1．9   122   4．3   154   36．5   177   7．2  165   

Ⅹ1注射・点滴日数 7日以上   1．7   125   3．9   157   35．1   17了   6．8  166   

Ⅹ2a注射・点滴 捕液   5．2   123   11．9   146   38．5   181   11．9  

X2b注射・点滴 抗生物質注射   3．了   129   10．1   145   36．7   188   10．3  

Ⅹ2b感染症で抗生物質注射   0，5   128   4，7   144   21．7   194   4．8  172   

Ⅹ2c注射・点滴 強心剤注射   0．1   90   0．1   124   3．8   183   0．6  172   

X2d注射・点滴 昇圧剤、降圧剤の持続点滴  0．0  0．1   127   2．5   188   0．4  179   

Ⅹ2e注射・点滴 24時間持続点滴   0．0  0．0  30．4   169   3．8  169   

全イ本   100．0   96  100．0   118  10D．0  164   100，0  113   

lう   



11リハビリテーションの状態別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

ⅩⅠ川八維持的及び積極的なリハが必要   70．9   112   65．2   139   53．9   190   64，5  139   

ⅩIlリ／l穣極的なリハが必要な状態   18．8   102   13．4   126   6．2   189   13．5  123   

ⅩIllリハリ八必要疾患発症から14日以内   0．0  1．1   109l  1．7   202   0．9  145   

ⅩI12リハリハ必要疾患発症から15－30日   0．0  3．9   132   1．3   187   2．2  139   

ⅩI13リハリハ必要疾患発症から3ト90日   10．8   6．2   152   7．0   193   7．了  143   

ⅩI14リハリハ必要疾患発症から91－180日   10．0   108   7．5   14D   6．2   154   8．0  131   

ⅩI15リハリハ必要疾患発症から181日以上   48．9   113   45．4   137   36．3   195   44．5  139   

全体   100．0   100．0   140  100．0   185   100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医療区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医凍区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、1印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、1J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  

■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   
ケア時間  

（分）   

ⅩIlリ／l維持的及び積極的なリハが必要   74．2   96   70．8   119   55．9   161   70．6  ト‖   

ⅩIlリハ 彿極的なリハが必要な状態   10．0   99   8．8   121   2．9   139   8．6  109   

ⅩIllリ／lリハ必要疾患発症から14日以内   0．0  1．6   130   0．2   130   0．6  130   

ⅩI12リハリ八必要疾患発症から15－30日   0．0  之．9   116   0．9   210   1．2  125   

ⅩI13リハリ八必要疾患発症から3卜90日   7．5   102   3．8   127   2．5   184   5．4  114   

ⅩI14リハリハ必要疾患発症から91－180日   8．7   94   5．9   124   6．7   130   7．4  107   

ⅩI15リハリハ必要疾患発症から181日以上   56．8   96   55．8   118   45．0   164   54．9  

全体   100．0   96  100．0   118  100．0   164  100．0  113   
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12 処置別ケア時間  

■H18年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全体  

割合％   
ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）   

ⅩⅡ1∂処置 抗がん剤療法   0．2   140†  0．3   丁75   0．6   298   D．3  217   

ⅩⅡ1b処置∴透析   0．0  4．8   146   0．3   150   2．4  146   

ⅩⅡ1c処置胃痛、腎寝、人工肛門などの療の  11．2   120   28．5   150   32．2   194   24．1  158   

ⅩⅡ1d処置ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0  0．D  1．1   1321  0．2  132   

ⅩⅡ1e処置■酸素療法   0．D  0．0  48．5   190   10．2  190   

ⅩⅡ1f処置 放射線治療   0■O 0．0  0．2   821  0．0   82   

ⅩⅡg処置吸引（1日8回以上）   0．0  29．5   157   46．0   2Dl   24．2  174   

ⅩⅡg処置 吸引（1日1－7回）   4．4   135   8．2   146   16．3   195   8．8、  164   

ⅩⅡ1h処置 気管切開口・気管内挿管のケア  0．8  ll．8  162  25．4   199   旧80   

ⅩⅡ1hc処置 発熱の伴う気管切開ロ・気管内挿  0．0  0，0  17．1   203   3．6  203   

ⅩⅡ1i処置 輸血   0．0  0．1   135   1．4   238   0．4  219   

ⅩⅡ1j処置 レスピレーター   0．0  0．0  5．2   229   1．1  229   

ⅩⅡ1k処置 緩和ケア   0．2   100   0．4   158   1．0   261   0．5  194   

ⅩⅡ11処置 療病コントロール  3．7   10D   4．3   138   3．2   198   3．9  137   

ⅩⅡ1m処置 膀胱留置カテーテル   4．8   133   12．3  161   36．0   200   15．1  178   

ⅩⅡ1n処置 感染隔離室におけるケア   0．0  0．0  9．0   199   1．9  199   

ⅩⅡ10処置 血糖チェック（1日3回以上）   0．0  7．8   146   6．5   200   5．2  160   

ⅩⅡ1D処置 血糖チェック（週1回～1日2回）   3．4   102   4．3   14了   6．8   206   4．5  155   

ⅩⅡ1p処置 インシュリン皮下注射（自己注射除  3．3   101   7．2   149   5．5   183   5．7  148   

全体   100．0   100．0   140  10D．0   185  100．0  141   

（注）医療区分1の†印は医穣区分2全体のケア時間より長い場合のもの、††印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの。   
医療区分2の†印は医療区分3全体のケア時間より長い場合のもの、J印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
医療区分3の1印は医療区分2全体のケア時間より短い場合のもの、11印は医療区分1全体のケア時間より短い場合のもの。   
左端の＊印の項目は、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたもの（矢印の向き又は有無）。  
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■H16年度  

医療区分1  医療区分2  医療区分3  全休  

割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％  ケア時間 （分）  割合％   ケア時間  
（分）   

ⅩⅡ1a処置 抗がん剤療法   0．3   113   0．0  0．0  0．2  113   

ⅩⅡ1b処置 透析   0．0  5．2   102   1．1   144   2．1   105   

ⅩⅡ1c処t 胃痩、腎痩、人工肛門などの痩の  9．1   106   22．7   124   26．6   180   16．5  131   

ⅩⅡ1d処正ドレーン法・胸腹腔洗浄   0．0  0．0  1．1   115   0．1   115   

ⅩⅡ1e処置 酸素療法   0．0  0．0  57．9   168   7．3  168   

ⅩⅡ1f処証：放射線治療   0．1   179   0．0  0．7   190   0．1   187   

ⅩⅡ1g処置 吸引（1日8回以上）   0．0  18．7   134   45．2   178   12．8  154   

ⅩⅡ1h処覆 吸引（1日1・一7回）   10．丁   117   15．2   125   26．8   171   14．4  133   

ⅩⅡ1i処鷹 気管切開口・気管内挿管のケア   0．0  10．1   137   28．0   172   7．4  154   

ⅩⅡ1i処正 発熱のある気管切開ロ・気管内挿  0．D  0．0  11．0   182   1．4  182   

ⅩⅡ1j処置 輸血   0．1   48   0．3   161   1．8   178   0．4  163   

ⅩⅡ1k処置 レスピレーター   0．0  0．0  11．0   181   1．4  181   

ⅩⅡ‖処正 接和ケア   0．7   97   1．8   112   2．2   204   1．3  127   

ⅩⅡ1m処置 痔痛コントロール   3．4   92   4．1   120   3．1   169   3．7  113   

XⅡ1n処置 膀胱留置カテーテル   3．3   113   13．5   133   30．2   177   10．6  146   

ⅩⅡ10処讃：感染隔離室におけるケア   0．0  5．4   

ⅩⅡ1p処置血糖チェック（1日3回以上）   0．0  2．7   117   3．1   194   1．4   138   

ⅩⅡ1q処覆 血糖チェック（遇1回－1日2回）   6．2   106   6．1   120   8．5   146   6．4  118   

ⅩⅡ1r処置 インシュリン皮下注射（自己注射除  3．7   97   5．7   118   4．0   172   4．5  116   

ⅩⅡ1「処正 血糖チェック1日3回以上でインシュリン皮  0．0  2．0   117   1．1   147   0．9  122   

全体   100．0   96  100．0   118   100．0   164  100．0  113  



平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《コスト調査 集計結果速報》  

1患者1人当り費用の算定  

■H18年度コスト調査 患者1人当り貴用の算定結果  

（単位：円）  

H18（∩＝50）  

費用内訳  1日当り費用   構成比   

給与費   11．168   57．3％   

材料費   2′562   13．1％   

委託費   1′586   8．1％   

設備関係費   2′269   11．6％   

研究研修費   66   0．3％   

経費   1′672   8．6％   

その他   150   0．8％   

全体費用   19′505   100．0％   

※ タイムスタディ調査を実施した病棟を対象病棟とし、平成18年11月データにもとづいて、H16年度のコ   

スト算定方法と同様の方法にて算定した。  

※ 現段階までに精査した調査票50病院分を集計の対象とした。対象病棟数は20：1病棟が17、25：1病棟  

が38である。   

＜備考＞  

・給与費：給料、賞与、賞与引当金繰入額、退職給与費用など（病院長、役員含む）  

・材料費：医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食用材料費  

・委託費：検査委託費、給食委託費、寝具委託費など  

・設備関係費：減価償却費、地代家賃、修繕費など  

・研究研修費：研究費、研修費  

・経費：福利厚生費、旅費交通費、職員被服費、通信費など  

・その他：控除対象外消費税等負担額、本部費配貝武額  

書（参考）H16年度コスト調査患者1人当り費用の算定結果  

（単位：円）  

H16（医療療養＋特殊疾患療養）（∩＝65）  （内訳）医療療養（n＝54）  （内訳）特殊疾患療養（n＝26）  

費用内訳  1日当り費用   構成比   1日当り費用  構成比  1日当り費用  構成比   

給与費   10′703   56．1％   10′504   55．7％   11．160   57．0％   

材料費   2′189   11．5％   2′232   11．8％   2′091   10．7％   

委託費   1′349   7．1％   1′390   7．4％   1′256   6．4％   

設備関係費   1．962   10．3％   1．911   10．1％   2．079   10．6％   

研究研修費   67   0．4％   59   0．3％   85   0．4％   

経費   2′329   12．2％   2′328   12．3％   2′332   11．9％   

その他   478   2．5％   435   2．3％   579   3．0％   

全体費用   19′077   100．0％   18′858   100．0％）   19′582   100．0％   

猥 費目の内容については上記参照。  

‡罠 H16年度の値は平成15年度年間データにもとづき算定。医療療養病棟及び特殊疾患療養病棟につい   

て整理したものである。   



2患者1人当り費用の分布状況  

■H18年度コスト調査及びH16年虔コスト調査における患者1人当り費用の分布状況  

※ H16年度：65病院（医療療養病棟：54、特殊疾患療養病棟：26）、H18年度：50病院の分布である。  

※ H16の算定結果は平成15年度年間データ、H18年度の算定結果は平成18年11月データにもとづく。  

※ 患者1人当り費用は、患者1人1日当り費用である。   



3 日16年度及びH18年度コスト調査実施病院における比較  

■H16年度及びH18年度コスト調査実施病院（23病院）における比較  

（単位：円）  

H18（∩＝之3）  

費用内訳  1日当り費用   構成比   

給与費   10，902   56．2％   

材料費   2′369   12．2％   

委託費   1′837   9．5％   

設備関係費   2′325   12．0％   

研究研修費   95   0．5％   

経費   1′737   9．0【姑   

その他   124   0．6％   

全体費用   19′390   100．0％   

（単位：円）  

H16（医療療養＋特殊疾患療養）（∩＝23）  （内訳）医療療養（∩＝19）  （内訳）特殊疾患療養（n＝10）  

費用内訳  1日当り費用   構成比   1日当り費用  構成比  1日当り費用  構成比   

給与費   10′974   55．1％   11′114   54．7％   10．702   55．8％   

材料費   2′300   11．5％   2′404   11．8％   2．098   10．9％   

委託費   1′541   7，7％   1．687   8．3％   1．257   6．6％   

設備関係費   2′305   11．6％   2．393   11．8％   2′133   11．1％   

研究研修費   68   0．3％   59   0．3％   84   0．4％   

経費   2′S67   12．9％   2′464   12．1％   2．768   14．4％   

その他   176   0．9％   202   1．0％   126   0．7％   

全体費用   19′930   100．0％   20′324   100．0％   19′169   100．0％   

黒 H16年度及びH18年度の2カ年についてコスト調査を実施している病院（現段階までに精査した23病   

院）を対象とした。  

黒 H16の算定結果は平成15年度年間データ、H18の算定結果は平成18年11月データにもとづく。  

※ コスト調査の対象病棟は各年度におけるタイムスタディ調査実施病棟であるため、同一病棟であるとは   

限らない。  

■（参考）上記の比較対象病院のうちH16年度に特殊疾患療養病棟のない病院について  

H18（∩＝11）  H16医療療養（∩＝11）  

費用内訳  1日当り費用   構成比   1日当り費用   構成比   

給与費   12′459   56．8％   12′127   55．2％   

材料費   3′387   15．4％   2．833   12．9％   

委託費   1′995   9．1％）   1′821   8．3％   

設備関係費   2′255   10．3％   2′338   10．6％   

研究研修費   94   0．4％   63   0．3％   

軽費   1′684   7．7％   2′472   11．3％   

その他   49   0．2％   300   1．4％   

全体費用   21′923   100．0％   21′953   100．0％   

王室 H16年度及びH18年度の2カ年についてコスト調査を実施している病院23病院のうち、特殊疾患療養   

病棟を持たない病院（11病院）を比較対象とした。  

※ H16の算定結果は平成15年度年間データ、H18の算定結果は平成18年11月データにもとづく。  

3   



4職種別人件費lこついて  

▲H16年度及びH18年鹿の職種別人件費と相対比  

H18  H16  

職種  人件費  相対比   人件糞  相対比   

（円／時間）  （円／時間）  

医師   7′631円   3．35   7′352円   2．95   

看護師   2′276円   1．00   2′488円   1．00   

准看護師   1′997円   0．88   2．023円   0．81   

看護補助者 1′349円   0．59   1．454円   0．58   

リハスタッフ（PT，OT．ST）   1′802円   0．79   2．046円   0．82   

その他職種（MSW．薬剤師ノ栄養士．その他）   1．808円   0．79   2．139円   0．86   

※ H16年度：80病院、H18年度：50病院のデータにもとづく。  

※ H16年度の値は平成15年度年平均値、H18年度の値は平成18年11月データにもとづく。  

4ノ   



平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査J  

《レセプト調査（タイムスタディ調査病棟）集計結果速報》  

1レセプト調査票（タイムスタディ調査病棟）の集計件数  

■タイムスタディ調査病棟における収集レセプト件数  

病院数   タイムスタディ調査病棟  タイムスタディ調査病棟  

レセプト件数   レセプト算定日数   

77   2，879   82，504   

※タイムスタディ調査を実施した病棟（医療療養病棟）の1ケ月分のレセプトコピーを収集した。但し、必ずしも  

調査基準日に属する月のレセプトとはなっていない。11月のレセプトコピーは64病院、12月のレセプトコピ  

ーは13病院である。  

2 医療区分別・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

■H18年度レセプト調査（タイムスタディ調査病棟）2006年11月・12月（77病院、2，879件）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   7．6％   
36．3％   

ADL区分2   29．8％  
19．5％   

ADL区分1  6．8％   

計   27．1％   43．1％   29．8％   100．0％   

消レセプトの算定実日数による構成比  

■（参照）H18年度国保支払分レセプト調査2006年10月（1，033病院、42，881件）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．7％   
43・4％   

ADL区分2   18．2％  
20．3％   

ADL区分1  8．4％   

計   30．0％   51．8％   18．2％   100．0％   

※レセプトの算定実日数による構成比   



3 医療区分別・ADL区分別患者分類（9区分）の状況  

■H18年度レセプト調査（タイムスタディ調査病棟）2006年11月・12月（77病院、2，766件）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   7．7％   24．3％   22，9％   54．9％   

ADL区分2   10．2％   12．6％   4．8％   27．6％   

ADL区分1   9．1％   6．5％   1．9％   17．5％   

計   27．0％   43．4％   29．5％   100．0％   

※レセプトの算定実日数による構成比  

t（参照）H18年庭園保支払分レセプト調査2006年10月（1，002病院、40，227件）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．6％   26．8％   13．9％   50．4％   

ADL区分2   10．1％   16．8％   3．0％   30．0％   

ADL区分1   9．7％   8．4％   1．5％   19．6％   

計   29．5％   52．0％   18．4％   100．0％   

※レセプトの算定英日数による構成比   



4 医療区分別・ADL区分別・認知機能障害加算別患者分類（11区分）  

■H18年度レセプト調査（タイムスタディ調査病棟）2006年11月・12月（77病院、2，497件）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   8．1％   24．4％   22．3％   54．8％   

ADL区分2   10．3％   12．7％   4．6％   27．7％   

0．0％（認）   1．2％（認）   
．互DL区分1  1、8％   17．5％  

9．0％   5．5％   

計   27．4％   43．8％   28．8％   100．0％   

丼レセプトの算定実日数による構成比  

■（参照）H18年度国保支払分レセプト調査2006年10月（989病院、31．399件）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．1％   26．0％   14．5％   49．7％   

ADL区分一2   10．3％   16．8％   3．3％   30．3％   

0．1％（認）   1．5％（認）   
ADL区分1  l■6％   20．0％  

10．1％   6．8％   

計   29．6％   51．0％   19．5％   100．0％   

冥‡レセプトの算定実日数による構成比  



平成18年度「慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

《有床診療所の患者分類分布調査集計結果》  

1有床診療所調査の集計件数  

■都道府県別有床診療所数、医療療養病床数（有効回答件数）  

都道府県   
平成18年度調査  平成17年度調査  

有床診療所数   医療療養病床   有床診療所数   

（軋北海道   6   40   10   

（I2．青森県   6   50   

03．岩手県   3   24   3   

（）4．宮城県   2   19   5   

05．秋田県   4   

（）6．山形県  

（）7．福島県  2   

（）8．茨城県  

（）9．栃木県   2   16  

10．群馬県   5   

11．埼玉県  

12，千葉県   3   2   

：L3．東京都  n   15  

L4．神奈川県   2   22 1 2   

L5．新潟県  

L6．富山県  

L7．石川県   2   16   2   

18．福井県  2   

19．山梨県   2   18   3   

こZO．長野県  

21．岐阜県   6   49   7   

22．静岡県   19   2   

23．愛知県   10   

24．三重県   10   2   

25．滋賀県  

26．京都府  

27．大阪月守  

28．兵庫県   3   27   4   

29，奈良県  

30．和歌山県   2   16   2   

31．鳥取県   2   17  

32．島根県  2   

33．岡山県   4   3   

34．広島県   3   24   3   

35．山口県   2   24   

36．徳島県  

37．香川県   2   12   3   

38．愛媛県   3   29   8   

39．高知県   2   

40．福岡県   15   119   18   

41．佐賀県   6   46   6   

42．長崎県   8   52   10   

43．熊本県   9   75   18   

44．大分県  4   

45．宮崎県   6   

46．鹿児島県   12   106   21   

47．沖縄県   8   

計   109   896   170   

※平成18年度調査では、平成17年度に調査協力を頂いた診療所225（有効回答を得た診療所数は170）に調査依頼をし、  
109の有床診療所から回答を得た。   



2有床診療所の医療区分別・ADL区分別患者分類（5区分）の状況  

■2006年9月末日，10月末日．11月末日の計（n：109）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．9％   
27．7％   

ADL区分2   3．5％  
46．6％   

ADL区分1  12．3％   

計   56．4％   40，0％   3．5％   100．0％   

｝2006年9月末日（n：109）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．6％   
27．6％   

ADL区分2   4．1％  
47．0％   

ADL区分1  11．7％   

計   56．7％   39．3％   4．1％   100．0％   

t2006年10月末日（n：109）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   10．2％   
28．4％   

ADL区分2   2．7％  
46．8％   

ADL区分1  11．8％   

計   57．0％   40．3％   2．7％   100．0％   

■2006年11月末日（n：109）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．7％   
27．2％   

ADL区分2   3．8％  
45．9％   

ADL区分1  13．4％   

計   55．6％   40．6％   3．8％   100．0％  



3 有床診療所の医療区分別・ADL区分別患者分類（H17年度調査との比較）  

■H18年度調査（2006年9月末日，10月末日，11月末日の計n：109）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   9．9％   
27．7％   

ADL区分2   3．5％  
46．6％   

ADL区分1  12．3％   

計   56．4％   40．0％   3．5％   100．0％   

■H17年度調査（患者特性調査2005年9月時点 n：170）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   4．3％   9．5％   2．3％   16．1％   

ADL区分2   6．9％   8．6％   1．0％   16．5％   

ADL区分1   41．3％   24．5％   1．6％   67．4％   

計   52．4％   42．7％   4．9％   100．0％   

つ  J   



4日17年虔調査・H18年度調査同一施設での比較  

■H18年度調査（2006年9月末日，10月末日．11月末日の計n：83）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   6．8％   
25．3％   

ADL区分2   4．1％  
51．9％   

ADL区分1  11．9％   

計   58．7％   37．2％   4．1％   100．0％   

tH17年度調査（患者特性調査2005年9月時点 n：83）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   計   

ADL区分3   3．7％   9．1％   2．7％   15．5％   

ADL区分2   6．7％   10．6％   1．3％   18．7％   

ADL区分1   38．9％   25．4％   1．5％   65．8％   

計   49．3％   45．1％   5．6％   100．0％  




